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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







口絵・本文イラスト　カスカベアキラ
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　プロローグ　『残り[image: ]時間カウントダウン　─マハ─』







　それは、奇き妙みような男だった。





　ゆるやかな勾こう配ばいをみせる新緑色の平野。


　雑草の一言で片付けられてしまうであろう草花が生えそろう丘きゆう陵りよう、その小高い丘おか状の大地に男はいた。


「……………………」


　色いろ褪あせた黄土色のローブをまとう大おお柄がらの男だ。


　フードを目ま深ぶかにかぶった頭部から足下まで、全身をくまなく覆おおい隠かくすデザインのローブ。指先すら袖そでの中に隠れ、日を浴びる箇か所しよは存在しない。その異様な容姿にくわえ、さらに奇き怪かいなものがローブを締しめつける機械リングだった。


　首、肩かた、肘ひじ、手首、腰こし、膝ひざ。


　一定の周期で発光する鋼鉄色の機器が、ブレスレットかベルトのように身体からだの要所要所に塡はめられている。圧あつ迫ぱくするように身体の各所を絞しぼるその機器により、広い肩かた幅はばと筋骨たくましい二の腕うでがローブの下からもうかがえた。


「……………………」


　無風の大地。


　足下の草花が揺ゆれないのと同様に、その男もまた佇ちよ立りつしたまま微び動どうだにしない。


　動かない。


　否いな、完全な静止だった。


　心臓の鼓こ動どうも呼吸のための肩の隆りゆう起きも、生体活動に必要な最低限の動きすら感じられないほどの──それは完全な静止だった。


　静せい寂じやくと停てい滞たいが支配する空間。どれだけの時がそこに流れていっただろう。


　変化は突とつ然ぜんだった。


　風が、逆巻く風がその草原に吹ふき荒あれた。





「お待たせしました、マハさん」





　全すべてが同時だった。


　風が吹くのと。


　陽気な男の声が草原に響ひびきわたるのと。


　そして、今まで微動だにしなかったローブ姿の男がふり向くのが。


「…………イグニド」


「申し訳ありません、途と中ちゆうで綺き麗れいな月見草が咲さいていましたもので。ついつい時間を忘れて見入ってしまいました」


　イグニド、そう呼ばれた男がうやうやしく会え釈しやくする。


　金ボタンに彩いろどられた漆しつ黒こくのスーツに漆黒の靴くつ、そして漆黒の鍔つば付き帽ぼう。黒を基調とした装いコーデイネイトの中で、純白の手て袋ぶくろだけが混こん沌とんとした調和を保っている。


「そうそう月見草といえばですね」


　くすっ──口元に微び笑しようをうかべてイグニドが指先を後方へと向けた。


「先ほど野いちごが群生しているのを見つけました。赤く熟うれてすごく甘そうで、仕事の前に少し摘つんでいきたいのです。よろしいですか？」


　悪あく魔ま的な美び貌ぼう。


　目深にかぶった鍔付き帽からのぞく淡あわい金きん髪ぱつ、そして端たん整せいな鼻筋と口元。目元こそ見えないが、その輪りん郭かくは整った顔だちを十分すぎるほど容易に想像させる。


　さらにはその透すきとおるような高テ音ノ男ー声ルと、すらりと伸のびた長身細身の体型美スタイル。美しい、それ以外にたとえようのない悪魔的な色いろ香かをその男は有していた。


「…………」


「え？　野いちごは後回しでさっさと仕事？……もう、マハさんはせっかちですね」


　仰ぎよう々ぎようしい仕草でイグニドが肩をすくめる。


「仕方ありません、時間ですから始めましょう」


　──トン。


　そう告げる彼の真横には、いつの間にか巨きよ大だいな水すい槽そうが出現していた。


　大人が数人入れてしまうほど巨大な、円柱形をした水槽。いつ用意したのか。そもそもどうやってこの草原まで運んできたのか。イグニドの言葉と同時に、水槽が草原の真ん中に具現化した。そうとしか言いようのない現象だった。


「…………」


　しかしマハと呼ばれるローブ姿の男はといえば、その超ちよう常じよう現象にすら動じた様子もなく、たんにその水槽の『中身』を見上げただけだった。


　蒼あおい溶よう液えきと、水槽の下部に設置された機械から発生する無数の気き泡ほう。それらに混じり、濃こ紫むらさき色いろの霧きりに覆われた『何か』が浮うかんでいる。


「幽ゆう幻げん種しゆです。ご覧のように、沁しん力りよく結けつ界かいで強制的に眠ねむらせてありますが」


　濃紫色の獣けものを見上げ、飄ひよう々ひようとした口調でイグニドが続ける。


「ちなみに捕ほ獲かくしたのはつい先日。皇おう姫ひと巫み女この氷ひよう結けつ鏡きよう界かいが破られて、天結宮ソフイアが幽幻種の大侵しん攻こうを受けた時です。さすがに統率個体は無理でしたが、いくばくかの弱小個体も紛まぎれていましたので」


「…………」


「え？　あまりに弱そうな個体で興ざめ？　無茶言わないでください、結界系の沁力術式って私が一番苦手な類なんです。それにね」


　口くちの端はしを笑みのかたちにつり上げて。


「今回の『実験』では魔ま笛てきの弱い幽幻種の方が適してるんです。強力な幽幻種はそれだけ癖くせのあるものが多い。実験対象としてはイレギュラーになりがちで、正確性を求められる実験には不向きです。……暴走した時も面めん倒どうですから」


　コンッ、イグニドが水槽のガラスを叩たたいてみせる。


「さてさて実験の主しゆ旨しは覚えています？　あなたが遣つかわされた理由は、七十二時間の実験期間中、人からも害がい獣じゆうからも自然災害からも、この水槽に近づくありとあらゆる外敵を排はい除じよすること」


　イグニドが自身の鍔付き帽に手を重ねる。


　吹き荒れる風に帽子が決して飛ばされぬよう。さながら、帽子の下の素す顔がおを誰だれにも見せまいとする意志の表れであるかのように。


「言うなれば、そう──あなた自身が至高の結界の役目です。この水槽を守護する結界、何人たりともあなたという黄金の境界線を侵おかすことは許されない」


　その言葉には力があった。


　自信を超こえた、確信にも等しい絶対の信しん頼らいが。


「…………」


　水槽を見つめていたマハが、ふと何かを言いたげにふり向いた。


「ああ、もちろんお一人でですよ。下したっ端ぱの私は、ほかにも外回りの仕事が多いもので。どうせマハさん、あちこち動き回るのお嫌きらいでしょ？」


「……………………」


「ふふ、ちゃんと後でお迎むかえにきますから。──さて、来たようです」


　形のよい顎あご先を右手の方向へと向ける彼。


　黒スーツのイグニドと、黄土色のローブをまとうマハ。二人が立つ丘陵のはるか先に、白の儀ぎ礼れい衣いをまとう五人の部隊がおぼろげに見えた。
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　まだ目を凝こらすほど離はなれてはいるが、その距きよ離りが少しずつ詰つまりつつある。


「天結宮ソフイアの……ああ、あれは護ご士したちですね。おおかた自然区の巡じゆん回かい任務を受けたといったところでしょうか。────ふむ残念。あの部隊にはシェルティスいないみたい。彼がいれば私も残りたかったんだけど」


「…………？」


「あ、ごめんなさい。ちょっとした独り言です」


　訝いぶかしげに首を向けるマハに、軽けい薄はくな態度を変えぬままごまかし笑い。


「さて気をとり直しまして話の続きです。思ったより早く衝しよう突とつしましたが、マハさんのお仕事は単純明快です。遭そう遇ぐうした敵の完全排除、例外は無し」


「そうか。では始めるとする」


　たった一言そう告げる相方を前に、イグニドはくすりと微笑ほほえみ──





「それでは『黄金』のマハ、また七十二時間後に会いましょう」





　草原に響きわたる彼の言葉。


　その時には既すでに、黒スーツの男は草原のどこにもいなかった。




　第一章　『60時間　─華宮カグラ─』







　　　　１





「シェルティス、退院おーめーでーとぉぉぉぉっっ！」





　天結宮ソフイア11階、護ご士し候補生宿舎。


　そこで自分の部屋の扉とびらを開けるなり、盛せい大だいなファンファーレと拍はく手しゆが待っていた。


「………………」


　一歩部屋に入ったそのままでしばらく固まった後──


「……はい？」


　首をかしげて腕うで組ぐみして、黒の上着ジヤケツトを羽織る少年はぱちくりと目を瞬またたかせた。


　十代の少年特有の細長い手足と面おも立だち、凜り々りしさの中に残るあどけない表情。癖のある鳶とび色いろの髪かみをした少年だ。


「あー、もう、テンション低いよシェルティス！　せっかくお祝いしてあげてるんだからもっと全身で喜ばないと。バンザーイって感じで」


　玩具おもちやの金管楽器トランペツトを手にしたエリエが嬉うれしそうに両手を上げる。


　ぼさぼさのオレンジ色の髪に、油まみれのツナギ姿。十六という華はなやかな年とし頃ごろながら、まるで化け粧しようも色気も不要と言わんばかりの少女である。


「バンザイ？」


「だーかーらー、二週間ぶりの退院でしょ。それなら喜ばないとソンだよ！」


　腰こしに手を当ててエリエが金管楽器トランペツトを振ふりまわす。そんな彼女を前にして、少年──シェルティスは入院の荷物を抱かかえたまま溜ため息いきをついた。


「いや……僕としてはさ、施せ錠じようしてずっと留守にしてた僕の部屋に、どうしてエリエがいるのかっていう方が気になるんだけど」


　ことの始まりは二週間前だ。


　皇おう姫ひからの密命を受けて向かった浮遊島ラグーン。そこに隠かくされていた謎なぞの研究所を発見したまでは良かったが、そこで培ばい養ようされていた幽ゆう幻げん種しゆと戦い、頭部に全治一か月の重傷を負ってしまったのが発ほつ端たんである。


　二週間、塔とうの22階にある塔内病びよう棟とうに入院していたのだけれど……


「……僕の部屋に入れるってことはイリスの仕し業わざ？」


「せいかーい！」


　エリエから二度目のファンファーレ。


「イリスに呼ばれたの。『シェルティスが相手してくれなくて寂さびしいんです』って」


　少女がベッドの方向を指さす先で。瑠る璃りの結けつ晶しようとも見み紛まがうばかりの機械水晶イリスが、白のシーツ上で鮮あざやかに点てん滅めつしていた。


『そうですエリエ、その調子。もっと言ってあげて！』


「……やっぱりイリスか」


『やっぱりって何ですか！　私あんまり暇ひまなので、意味もなく円周率を四京七千二百十九兆八百四十三億四万三千とんで二十七桁けたまで計算しちゃいましたよ！』


　怒おこってるんですよ──そう言いたいらしく真っ赤に点滅する機械水晶イリス。


「楽しそうだね」


『全然っ、だから楽しくなんかないですってば！　シェルティスのばか、機械だって人がいなかったら寂しくて死んじゃうんですから！』


「……あんまり騒さわいで病院から追い出されたのはそっちじゃん」


　最初は入院中も一いつ緒しよにいたのだが、入院二日目にして『シェルティスぅ、暇すぎて死にそうです』、『ねえねえ、遊んでくださいよー』、とあまりにうるさいので、見かねた医師に言われて自室に置いてきたのだ。


『まあともかくですね、入院生活はどうでしたか？』


「大変だったよ。ずっと一日寝ねたままの生活だったし。お医者さんからは『この大ケガ、おまえ何やらかしたんだ』って呆あきれられちゃって」


〝まったくもう……頭部骨折と全身打だ撲ぼく？　頭からはドクドク冗じよう談だんみたいな量の流血してるし、下手に動けばその衝しよう撃げきで、ひび割れた頭部の骨が危あやうく脳に突つき刺ささるところ、と。あなたいったい何したの？〟──とは担当女医の言葉である。


　特とく殊しゆ機器による頭部への周波治ち療りよう、投薬による治ち癒ゆ強化と炎えん症しよう抑よく制せい。


　担当医による治療を受け続けた二週間。医者からはあと一週間の入院を勧すすめられたが、自宅での療りよう養ようがいいと言って退院してきたのが今日になる。


「いまは傷が表面上ふさがっただけなんだって。だから訓練は厳禁で、激しい運動したら傷がパクッて開いちゃうみたい」


『機械の私からすれば、人間はそういうところが大変ですね。機械なら部品を取り替かえれば動きますから。いっそシェルティスも全身を機械に改造してみません？』


「怖こわいからヤダ」


『えー、機械もいいのに』


　機械水晶イリスの誘さそいをきっぱりと断って、シェルティスは入院用の荷物を床ゆかに下ろした。


「で、そっちは？」


「あたしは楽しかったよ。ここ二、三日でイリスから色んな話聞けたし。あ、今日は来てないけどユトともずっとこっちで遊んでたし」


　エリエの方は鼻歌交じりにティーポットのお湯をカップに注ぎながら、


「そーそー、シェルティス知ってた？　まえに天結宮ソフイアの中央コンピュータに侵しん入にゆうした時、大母真数の解読を手伝ってくれたのはイリスだったんだって。いやぁおかしいとは思ったのよ、あの時急に暗号乱数がほどけていったから」


「そうなの？」


　それは初耳だ。もっとも自分も訊たずねてなかったから、機械水晶イリスから聞かされてなくても不思議ではないけれど。


『ええ。世間て狭せまいですよねってエリエとも話してたんですよ』


　のほほんとした口調で機械水晶イリスが続ける。


『あれは私も犯人の技術レベルに興味があったんですよ。あれは余よ程ほどの知識とセンス──そうですね、あの犯行が三十代なら超ちよう優ゆう秀しゆう、二十代なら浮ふ遊ゆう大陸を代表する天才だと思ってました。それがあなたのような若い女性だなんて』


「照れるなぁ。適当にやっただけなんだけどね」


『いえいえ素晴らしい。シェルティスにもあなたの勤勉さを見習っ──むぎゅ！」


　シェルティスの鞄かばんに押おし潰つぶされて、ようやく機械水晶イリスは沈ちん黙もくした。


「……まったくもう、人が久しぶりに戻もどってきたと思えば」


「それだけ寂しかったってことでしょ。それにほら、あたしはユト連れて天結宮ソフイアに遊びに来てるけどさ、仕事で来れない料理長は寂さみしがってたよ」


　ティーカップに口をつけながら、エリエ。


「料理長が？」


　天結宮ソフイアから居住区に追放されていた二年間、喫茶店カフエテラス『二ア羽ルのビ白レ鳥オ』にシェルティスを迎え入れ、住みこみで働かせてくれた若き女性店長である。


　天結宮ソフイアに再入宮して一月、そろそろ顔を見せに行こうと思っていた。


「料理長、僕のこと何か言ってた？」


「うん。『二年間お店で働いてくれてたシェルティスがいなくなって、なんだかお店も寂しくなったわね』って」


「……そっか」


　男手が一人減って、『二ア羽ルのビ白レ鳥オ』の負担も増えたに違ちがいない。天結宮ソフイアに行くという話をした時には笑顔で送りだしてくれたけど、裏でそこまで落ちこんでいたなんて。


「いまも時々テーブルに頰ほお杖づえついてね、天てん井じよう見上げて独り言こぼすくらい」


「あの人が？」


　そんな弱気な姿、自分の知ってる明るく元気な彼女からは想像もできない。


「どんな独り言？」


「『困ったわ……シェルティスのかわりに料理の毒味をしてくれるタフな男、空から降ってこないかしら』って」


「全然落ちこんでないじゃんっ！」


「いやいや落ちこんでたよ？　『ああ、やっぱり四十八時間飲まず食わず働けるシェルティスみたいな男の子が必要ね。どっかから拾ってこようかしら』って」


「……お元気そうで何よりですって伝えておいて。あとついでに、男の子は空から降ってきたりしないし、地面に勝手に落ちてたりもしないからって」


「ほーい。でも寂しそうなのは本当だったよ？」


　それはきっと本当なのだろう。


　口調こそ暢のん気きなものの、それを告げるエリエの瞳ひとみは相応に真しん剣けんなものだった。


「そうだね。自宅療養も一週間くらいで終わるっぽいし、顔出しに行かないと」


「あ、まだ無理しちゃダメなんだ？　そりゃ退たい屈くつだわ」


「でも課題は山積みでさ」


　エリエに椅い子すを使わせて、自分はベッドの隅すみに腰を下ろす。体重を押し返してくるクッション素材の弾だん力りよくを感じつつ、シェルティスは小さく息を吐はきだした。


「……少し考えたいことがあって」


「うにゃ？　何よ、そんな急にあらたまっちゃって」


『そうですよシェルティスらしくない。さっさと本題に──』





「幽ゆう幻げん種しゆのこと」





　その一言に、エリエと機械水晶イリスがまったく同時に沈黙した。


「入院してる時にずっと考えてたんだけど、やっぱり何かが変だと思う。……いや、何かがおかしくなり始めてる」


　氷ひよう結けつ鏡きよう界かいを突とつ破ぱして天結宮ソフイアに侵しん攻こうした、幽幻種たちの統率性。


　そしてつい二週間前の、あの名も無き浮遊島ラグーンで見た──水すい槽そうに培養された幽幻種。


「機械水晶イリスもエリエも見たよね、あの培養された幽幻種。あれが何だったのか確かめないと。それにこのまえの大侵攻も、幽幻種に統率性があるなんてのも初めてだったし。ここ最近おかしいと思わない？」


『気持ちはわかりますが、幽幻種は千年前から正体不明の存在です。調査するにしても的を絞しぼる必要があるでしょう、何かアテはありますか』


「んー。幽幻種が発生した場所の再調査からとか？」


　そう応こたえたのは──椅子に座すわったまま沈黙していたエリエだった。


「あたし一いつ般ぱん人じんだし幽幻種のことてんで詳くわしくないけどさ、やるならまずはデータの洗い出しからでしょ。だって千年前から正体不明の怪かい物ぶつだもん、今ある集計データの信しん憑ぴよう性せいから疑ってかからないと」


「僕も同じこと考えてた。まずは幽幻種の過去の発生箇か所しよを見て回りたいなって。とにかく片かたっ端ぱしからね」


　氷結鏡界の隙すき間まをくぐり、一万メートル下の穢歌の庭エデンから浮遊大陸オービエ・クレアへと上ってくる幽幻種。あの霧きり状じようの獣けものが浮遊大陸のどこに着地し、どう侵攻してきたのか。浮遊大陸中を周って自分の目で確かめてみたい。


『その目的には同意します。幽幻種の発生予測が可能になれば、それだけ幽幻種の被ひ害がいは抑おさえられます。しかしまあ、地味で膨ぼう大だいな作業ですね。それこそユミィに頼たのんだりして、巫み女この命令で天結宮ソフイアを動かしたりも検討してみては？』


　ユミィ・エル・スフレニクトール──機械水晶イリスの挙げた名は、浮遊大陸を守護する巫女でありシェルティスの幼なじみでもある少女のものだ。


　……僕も本当はそうしたいんだけどね。


「ううん。今回はユミィには秘密で」


　光を受けて輝かがやく機械水晶イリスを見つめる。高度な人工知能と判断能力を有した水すい晶しようへ、シェルティスは首を横にふってみせた。


「今回のことはユミィに知られたくないんだ、心配かけたくないから」


『もしや浮遊島ラグーンでモニカから聞かされたことですか。巫女がどれだけ苦しい思いをして結界を維い持じしているのかという』


「うん、それも入院中ずっと考えてた」


　浮遊大陸を守護する沁しん力りよく結けつ界かいを維持できるのは、皇おう姫ひと五人の巫女だけだ。


　一般人の前では決して笑顔を絶やさぬ彼女たちだが、その裏では結界維持のために血のにじむ思いで修しゆ行ぎようにいそしんでいる。


「考えたけど……やっぱり皇姫にも巫女にもこれ以上負担はかけられないなって」


　氷結鏡界を張る理由であり、最大の脅きよう威いこそが幽幻種と穢歌の庭エデンである。


　逆にいえば、幽幻種と穢歌の庭エデンの謎なぞがとければ巫女の負担軽減につながるはずなのだ。ここ最近の幽幻種の異常を解明できれば、きっとその足がかりになる。


「ほら……やっぱり、ユミィには氷結鏡界に専念してもらいたいじゃん。幽幻種なんて気にして欲ほしくないよ、幽幻種を何とかするのは僕にだってできることだから…………って、どうしたのイリスもエリエも。二人してクスクス笑っちゃって」


　我に返ってシェルティスが首をかしげる目の前で。


「えー、だってぇ。ねー？」


　今にも吹きだしそうな表情のエリエが、意味深な笑みを機械水晶イリスへ。


『ねーエリエ。ふっふっふ、なぁるほど。シェルティスにしては珍めずらしく目的意識がしっかりあると思ったら、なんだかんだで思うところはユミィなんですね』


「うんうん。なんかこうっ、ぐっとくるものがあるよね」


「……いやあのね、ですから僕は真ま面じ目めに」


「またまたぁー。ねえシェルティス、いっそのことあたしが惚ほれ薬作ってあげようか？　ユミィに飲ませて告白させちゃえば、あとは流れと勢いで────」


「いらないから！　ほら、離はなれた離れた！」


　何かを期待するように目をキラキラと輝かせるエリエ。ぐぐっと真下から覗のぞきこんでくる彼女を強引に押し戻した。


『えー、こほん。おふざけはここまでにして話を戻しますが、護士候補生のままだと階級的に動きづらいですよ。幽幻種の調査に力を入れるのは良いですが、正護士になるための任務も受けなくちゃ』


「やるよ。正護士にならないと会議にも出れないし、それに不便だもん」


　幽幻種の情報や天結宮ソフイアの動向、それに護士が使用する武具もそうだ。すべて正護士以上を優先に展開されるため、候補生まで回ってこないこともある。


『ま、それを抜ぬきにしても、候補生のまま燻くすぶってるとユミィも寂さびしいですよ。きっと』


「……頑がん張ばるよ」


　と。


　横からエリエにつんつんと脇わき腹ばらを突つかれた。


「ねーねー、あたしは？」


「あたし？」


「だからー、そういう話をわざわざ一あ般た人しの前でするってことは頼み事があるんじゃないの？　天結宮ソフイアの中央コンピュータに侵入した時みたいにさ」


「あ、ばれてた？　実はお願いが」


「まあねー。どうせ退屈してたから何かやるわよ？」


　エリエが嬉うれしそうに胸を張る。


「実はさ、やってほしいのは幽幻種の発生予測。今まで幽幻種がどこに出しゆつ没ぼつしたかっていうデータはあるんだけど、そこに一定の規則性パターンがあるのかどうか」


　簡単そうに見えて困難を極きわめる難題だ。過去何十年と天結宮ソフイアの解かい析せきチームが挑ちよう戦せんし続けて、いまだ明確な答えが出ていない。


『……幽幻種の出現予測ですか。それはまた古風かつ斬ざん新しんなアイデアですね。幽幻種の出現予測はさんざん研究されてきた分野ながら、その裏返しで、誰もが途中で断念した──いわばお手上げ状態のまま放置されてる分野ですから』


　機械水晶イリスの指し摘てきは正しい。幽幻種のデータから出現予想を立てることは、とうの昔に統計学の技法で行われ、学者たちの間では一つの結論まで出されている。


　予測不可能。


　過去の資料がまるであてはまらないのが幽幻種。


　とはいえ、かつてエリエに頼んだ天結宮ソフイアの中央コンピュータへの侵しん入にゆうも、もともと無茶を承知で頼んだものだ。あの時同様、彼女なら何かをやってくれそうな気がする。


「んー……何とも言えないなあ」


　口を一の字に引きしめてエリエが腕うで組ぐみ。


「まず言えるのはさ、予測だけなら集合データから重回帰分ぶん析せきとかやればいくらでも出せるのよね。だけど単なる出現予測じゃなくて規則性パターンの導出となると、これはやってみないとわからない。なぜかっていうとそういうのは直感と閃ひらめきが頼たよりだから」


『でもでも、面おも白しろいかもしれませんよ？』


　腕組みした姿勢でうんうんとうなずくエリエの隣となりで、機械水晶イリスが瞬またたいた。


『エリエ、ここ数日あなたと話して思ったことですが、あなたは私や天結宮ソフイアの研究者たちとまったく違ちがう斬新な想像力と創造力にあふれている。非常に独創的な観点から論理を組み立てる発想力は、誰だれにもないあなただけの武器だと思います』


　今までの研究者たちが思いつかなかった仮説を、もしもエリエが打ち立てることができたなら────本当に、幽幻種の秘密に迫せまることができるかもしれない。


「まあやるだけやってみよっかな。で、その締しめきりは？　理想としてはシェルティスの自宅療りよう養ようがとけるくらいまでだよね。一週間後だっけ？」


　一週間、厳しいはずだ。


　過去の専門家が何年も費やした研究を数日というのだから。


「いつまでにっていうのは無いけど、なるべく早くで平気？」


「あいあい。でもその前に、あたしってば別の依い頼らいも受けちゃってるのよね。そっちが時間かかっちゃいそうなの。ほら、そこにちゃんと依頼主もいるでしょ」


　テーブルの上を指さす彼女。


　しかし指先の方角をどれだけ見つめても、機械水晶イリスが無造作に転がっているだけで。


「イリスしかいないけど？」


『はいはーい！　その可愛い可愛いイリスが依頼主ですよ』


「……自分で自分のこと可愛いなんて言う機械初めて見たよ、僕」


　嘆たん息そくまじりに機械水晶イリスを見つめてみる。前々から知ってはいたことだけれど、この機械水晶イリスの言動は本当に人そっくりだ。


『依頼はですね、人で言うところの健けん康こう診しん断だんです。思考プログラムに演算プログラム、記き憶おく容量にデータ改変ウイルスチェックなどなど。基本的には私が自己チェックをかけているのですが、その診断プログラム自体が破損している可能性もゼロではありません。そのため、やっぱり人に診みてもらうことが大事なんですよ』


「そうそう、それであたしが診断するの。やり方はイリスから教えてもらったし、あとはその機器とプログラム組み立てたりして」


　素す早ばやく手を上げたのはエリエだった。


『エリエへの報ほう酬しゆうとして、天結宮ソフイア２４７階にある貴き賓ひん用の最高級宿しゆく泊はくルームを一週間分予約しておきました。そこで私の診断に集中してもらいます』


「おおっ、本当に予約してくれたんだ！　やるじゃんイリス！」


　機械水晶イリスを胸にかかえてエリエが満面の笑みで飛とび跳はねる。


『いえいえ、こちらこそ無理を聞いていただいて。──あとシェルティス、本当は伝言を頼もうかと思ったのですが、思ったより早く退院できたのは幸運でした。ベッドの下、覗いてみてください』


「ベッドの下？……ん」


　暗がりの奥おくに、わずかな光を受けて輝く刀身が二本。


『銀単子を核かくに固定、外鋼に氷結鏡界の蒼そう氷ひようをコーティング。破は壊かい限界を七倍に設定──あなたにとってはおなじみですが、対・幽ゆう幻げん種しゆ用に双そう剣けんを構築しておきました。それとクロムセラミックで黒くろ塗ぬりの鞘さやも構築して、こちらはクローゼットの中です。しばらく私が留守にしますので、緊きん急きゆうの際にはご使用を』


　機械水晶イリスが支し援えんから外れる。


　普ふ段だんから多くの面で頼っているぶん不安だけれど、今回は事情が事情だ。


「それなら仕方ないね。エリエ、悪いけどイリスのことお願い」


「ほいほい。んじゃ早そつ速そく行きますか」


　機械水晶イリスの取りつけられたペンダントを首にかけるエリエ。


「──と、そうそう。そんなわけだからシェルティス、さっきの幽幻種の出現規則性パターンの件だけどさ」


「うん、まずはイリスの診断を優先でしょ」


　すると、エリエはといえば何やら悪戯いたずらっぽい笑顔で手を×印に交こう叉ささせて。


「半分ハズレ。さっきの件、あたしの知り合い紹しよう介かいしよっか？　華宮カグラって子でちょっと気難しいけど、解析とかそういうのに強いから」


「エリエの友だち？」


「いやー、実はそんなに仲の良い知りあいってわけでもないのよ。天結宮ソフイアの機工局が主しゆ催さいした『自作の電でん卓たく王選手権』の決勝で知りあった程度の仲だから」


「なにその選手権!?」


「参加者は、浮ふ遊ゆう大陸から集まった電卓マニアたち千五百人」


「いやいやいや、おかしいからその人数！　天結宮ソフイアの護士の数より多いし！」


　しかしまあ、エリエらしい出会いではある。


「まあそれはさておき、あたしもその子が天結宮ソフイアで働いてるなんて知らなかったのよ。そしたらこの前バッタリ出くわしてさ。あ、お久しぶりーって」


「ああ、なるほど。それでその子は機工局に？」


「ううん聞いてない。天結宮ソフイアのどこで働いてるかなんて興味ないもん」


　あっさり首を横にふる少女。


「とりあえずシェルティスの方でも探してみてよ。あたしもあとで天結宮ソフイアの電子名めい簿ぼから探してみるから。んじゃ、そういうことで！」


　首元に機械水晶イリスのペンダント、小こ脇わきに作りかけの機器を抱かかえてエリエが足を弾はずませる。


　小こ柄がらな背中が部屋を出て走っていくのを見送って、


「……ふぅ」


　静まりかえった部屋の中央で大きく深呼吸。


　──ユミィどうしてるかな。


　巫み女こである少女の顔を思いうかべ、シェルティスは椅い子すによりかかった。


　二週間前、自分が塔とう内ない病院に運ばれた日の夜にこっそり会ってそれきりだ。巫女という立場で忙いそがしいのはわかるけど、頑張りすぎて身体からだを壊こわしていないだろうか。


「そういう心配するのも千せん年ねん獅しの仕事、か」


　巫女を守るだけでなく、巫女の心と体を一番近くで気づかう役目。


　千年獅であるレオンと、そしてかつて巫女見習いであったモニカと浮遊島ラグーンにおもむき、その地で学んだことでもある。


「…………」


　椅子の背によりかかった姿勢で天てん井じようを見つめ、苦々しく下した唇くちびるをかみしめる。


「千年獅だけじゃなくて……正護士の壁かべもこんなに厚かったんだ」


　正護士になるためには三人以上の部隊を組み、天結宮ソフイアからの任務を受ける必要がある。なのに自分はまだ部隊に入れてもいない。


　約束した彼女がいるのに、天結宮ソフイアの昇しよう級きゆうシステムがそれを拒きよ絶ぜつする。


　──ユミィを待たせたくない。早く候補生から抜けだして安心させてあげたい。


　その一心で正護士を目指しているのに気持ちが空回りして、もどかしさだけが雪のように深々と積もっていく。


「焦あせっちゃいけないってわかってるけど、時間がたつのが本当に早いや」


　机上の電光カレンダー。日付を示す欄らんが青く瞬いている。


　──もう、こんな時期なんだ。


　氷結鏡界の譲じよう渡との儀ぎ。


　自分が天結宮ソフイアに入宮してからちょうど一月。皇おう姫ひから巫女に結界が譲渡される儀ぎ式しきが、迫っているはずだった。





　　　　２





　日光を模した照明がまぶしく照らす通路。


　天井の音おん響きよう装置から響ひびく鳥の鳴き声に、木々のざわめき。合成音ではなく、浮遊大陸の自然区で実際に録音してきた自然の音色である。


　野鳥の歌声、瀑ばく布ふの飛沫しぶき音、川のせせらぎ、虫の音に雄ゆう大だいな潮しお騒さい。


　天結宮ソフイア２８７階──巫女の第四位と第五位に与あたえられた占せん有ゆうフロアは、心ここ地ちよい自然のざわめきに満ちていた。


「…………う～～～ん……どうしよ……」


　そんなフロアの通路を歩く巫女が一人。


　ユミィ・エル・スフレニクトール──純白を基調とした法衣をまとう、淡い黄金色オフゴールドの髪かみに翡ひ翠すい色の双そう眸ぼうが印象的な少女だ。


　左手に小さなメモ帳、右手にペン。いつもは愛らしい顔を気難しそうな表情に変えて、ユミィはメモ帳に何かを書きこんではすぐ消してをくり返していた。


「……えっと、『皆みな様さま、本日はお忙しいところお集まりくださって』……少し堅かたすぎる。じゃあ『みんな、今日は集まってくれてありがとう！』…………わたしは言いやすいけど砕くだけすぎてるし…………あーもうっ！　誰かわたしのかわりに考えて！」


　通路に誰もいないことを確認した上で、思いっきり悲鳴を上げる。


「……困ったなあ、明日あしたなのに」


　氷結鏡界の譲渡の儀。一月に一回行われる巫女の最大行事が明日に迫っている。皇姫に代わって巫女が氷結鏡界を支える大役だ。


　今回その役目を担うのは先せん輩ぱい巫女のメイメル。五人の巫女の第二位であり、もっとも結界系の沁しん力りよく術じゆつ式しきに長たけた巫女だ。儀式に不安はないし、万が一何かあっても自分と春蕾シユンレイがすぐに補ほ佐さできる態勢にある。……そう、心配はない。


　──しかし居住区の一いつ般ぱん人じんと天結宮ソフイアの護士たちは違う。


　一月前に発生した幽幻種の大侵しん攻こう。皇姫から巫女に結界が受けつがれる瞬しゆん間かんを狙ねらって、幽幻種たちが氷結鏡界を突とつ破ぱしたのがまさに一月前。


「わたしたちの責任だし、不安に思われちゃって当然なんだよね。……また同じように結界が破られるんじゃないかって」


　むろん巫女じぶんたちとて同じ轍てつを踏ふむ気はない。


　結界術式に新たな儀式を取りいれて結界の沁力波長を変へん更こう、補強済み。幽幻種がまた結界破壊をたくらんでも、同じ手で破ることは不可能なはずだ。


　しかしそんな専門的なことを言っても居住区の一般人には伝わらない。不安をぬぐうには別の方法が必要だろう。


「だからって『もう大だい丈じよう夫ぶです』の挨あい拶さつだなんて……あんまりだよ」


　通路をとぼとぼと進んでいく。


　誰だれが言いだしたかは知らないが、きっと塔の局長級の誰かだろう。氷結鏡界の譲渡が成功したことを示すために、残る巫女が天結宮ソフイアの皆の前でそれを宣言するということが急きゆう遽きよ決まったのだ。


　メイメルが結界譲渡を担当するので、残ったユミィが皆の前での挨拶役。挨拶というが、実際はもっと小難しい演説を期待されている気がする。


「……弱ったなあ。わたしそういうのホント苦手なのに」


　挨拶の場所は天結宮ソフイアの野外訓練場。千人をこえる護士たちに見守られる挨拶で、居住区の家庭にも公式メッセージとして中ちゆう継けいされるらしいから大変だ。


　考えるだけで顔が真っ赤になってしまいそう。


　今日はもう絶対眠ねむれない。緊きん張ちようで眠れないに決まってる。頭をかかえて悲鳴を上げようとしたところで────ふと、ユミィはその場で足を止めた。


　そういえば。


　……護士のみんなの前で挨拶。


　……それってシェルティスも？　シェルティスも来てくれるのかな？


　浮遊島ラグーンで幽幻種を相手に負傷した幼なじみ。


　容態がずっと気になってたけれど、巫女が護士候補生を見み舞まうためだけに病びよう棟とうに行くというのは立場上難しい。どうにかしてお見舞いの口実と機会をと思っているうちに、もう二週間がたってしまっていた。


「…………お見舞い、いきたいな」


　無理に訓練なんかしてないでちゃんと休んでるだろうか。ご飯はしっかり食べてるのか。ケガの回復は順調なのか。考えてるとそれだけでキリがなくて、とりとめがなくなって、胸が苦しくてたまらない。


　……わたしのために頑がん張ばってくれて傷ついて。


　……それなのに、わたしは滅めつ多たにお見舞いにもいけないんだ。


　天結宮ソフイアの絶対権限である巫女と、最下級である候補生。あまりに離はなれた階級差で、人目につく場所では話しかけることすら容易じゃない。


「やっぱり……わたしも負担かけちゃってたのかな」


　幼なじみという間あいだ柄がらゆえ失念してしまいそうになるけれど、思えばここ一月、彼にすごく負担をかけてしまっていたかもしれない。


　彼が千せん年ねん獅しになろうとしているのは、わたしを守ってくれると約束したからだ。


　一度は居住区に追放されていたのに戻もどってきてくれて、候補生として任務を受けて、そして幽ゆう幻げん種しゆと戦って負傷して…………


　そこまでして頑張ってくれるシェルティスに、わたしは何もしなくていいの？


　ただ塔の頂上で、彼が上がってくるのを待つだけでいいの？


　……そんなの嫌いやだ。


「────」


　自らの胸むな元もとをそっと両手でおさえた。


「無茶しないで、お願いだから」


　せめて伝えたい、そんなに気負わなくていいんだと。キミが頑張っているのはわたしが誰よりわかってる。だから、わたしのためにそんなに焦って無茶をしないでいい。


　そう伝えたい。


「…………なんだろう、これ……」


　幼なじみに対する今までどおりの心こころ遣づかい……そのはずなのに。


　いま自分の胸に芽生えている感情が自分でもわからない。心が弾むようなざわめくような、落ちつかないこの気持ち。何と呼べばいいのだろう。


　と──


　そんな淡あわい夢ゆめ心ごこ地ちを台無しにする声が聞こえたのは、その時だった。





「ほらぁー春蕾シユンレイ、逃にげないの。恥はずかしがらないでも平気だからー」





　通路の先から、先輩巫女の間延びした声。


「…………人に見られたら」


「大丈夫よー、ここは巫女と千年獅の専用フロアだし、ほかにこのフロアに来るのなんて一部の事務員だけだから」


　巫女が二人、そろって何か話しているらしい。


　鮮あざやかなエメラルド色の髪を伸のばした長身細身、麗うるわしき美び貌ぼうの巫女。もう一人は小柄で幼げな面おも立だちが特とく徴ちようの、赤の織物調の法衣を着た巫女だ。


　巫女の第二位であるメイメル。同じく第四位の春蕾。様子を見るかぎり春蕾があわてて逃げて、紙製の手て提さげを持ったメイメルが追いかけているようだけど──


「ふふ、つかまえたわー。さあ春蕾、覚かく悟ごなさい？」


「…………や、やだ。こんな服」


「そんなことないわよー、きっとすごく似合うんだから」


　ぎゅっと春蕾を羽は交がい締じめにしたまま、メイメルが手提げから衣い装しようを取りだした。


　高級そうな薄うす紅べに色のワンピース。服の生地の先が透すけて見えるくらい薄地の絹を用い、職人技わざで繊せん細さいに裁さい縫ほうされたのが一目でわかる。


「…………透けてる」


「これはそういうお洒落しやれなのよー？　あなた普ふ段だんからずっと着物だし、たまには居住区の同世代の子が着る服にも挑ちよう戦せんしてみなさい？」


「…………肩かただって見えちゃう」


　二の腕うでが見えるワンピースをじっと凝ぎよう視しし、断固として断り続ける春蕾。普段の法衣と比べたら、彼女にとっては下着姿にも等しい露ろ出しゆつに感じてしまうのだろう。


「ねえ春蕾。もしもレオンが、そっちの方が好みだったらどうするの？」


「…………レオンが？」


　羽交い締めに抵てい抗こうしていた春蕾が、その瞬間にぴたりと硬こう直ちよくした。


　彼女の専属護衛パートナーである大たい剣けん使い。天結宮ソフイアの通路すら一人では歩けない極度の対たい人じん恐きよう怖ふ症しようである春蕾が、唯ゆい一いつ絶対の信しん頼らいを置いている男がレオンである。


「そうよー。出張からレオンが戻ってきた時、このワンピースで迎むかえてごらんなさい。普段と違ちがうあなたの姿に彼もドキドキよ？」


「…………で……でも……？」


「わかってるわ、一人じゃ恥ずかしいんでしょ？　でも平気よ。なぜなら」


　最後の理性にしがみつく春蕾。


　対するメイメルは、そんな彼女にとっておきの微び笑しようをうかべ。


「ユミィには、もっとすごい服を用意してあるの」


「…………ユミィにも？」


「ええ、あなただけじゃ恥ずかしいと思って。ほらこれ」


　メイメルが取りだしたのは、これも上着とスカート部分が一体となった衣装だった。


　春蕾のワンピースと対照的にこちらの露出度は控ひかえめ。ただし──太ももの部分がかなり深い部分まで切れ目スリツトが入っていたり、素す肌はだに密着して身体からだの線を露ろ骨こつに強調する設計になっている。


「…………こ、これは」


「ユミィ用にこっそりわたしがデザインさせた特注品。ほら、太もものここなんか際きわどいところまでスリットが入ってるんだから」


　ごくりと喉のどを鳴らす春蕾に、メイメルが嬉うれしそうに詳しよう細さいを説明していく。


「それにここ、ここをきゅっと締しめるとボディラインがすっごく綺き麗れいに見せられるのよ。これをあの子が着ればどうなると思う？」


「…………すごそう」


「でしょう？　あの年ねん齢れい不相応に実った胸と腰こし周り。さらにさらに、こっそりユミィの身体計測を覗のぞき見したかぎり、まだまだ成長中という驚きよう異いの事実！　そんなあの子がコレを着れば男なんて一いち撃げき悩のう殺さつよ。最強の巫み女こが誕生するわ」


「…………うん」


「わかってくれたわね。なら春蕾もこのワンピースくらい平気でしょ？　大丈夫、見てのとおりユミィにはあなた以上に恥ずかしい────」


　メイメルが最後まで言うのを許すことなく。


「だ、れ、が着るもんですかぁぁぁぁぁぁっっ！」


「恥ずかしい服を────げふぅっ！」


　ユミィの投げたメモ帳が、先輩巫女の側頭部にめりこんだ。
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「ゆ、ユミィ……成長したわね、見事な不意打ちだわ」


「メイメル！　春蕾に変なこと吹ふきこまないでください！」


　怪あやしげな笑みをうかべる彼女から春蕾を庇かばうため、ユミィは二人の間に割って入った。まったくもって、黙だまって聞いていればこのありさまだ。


「……もう。大事なことかと思って聞いてたのに」


　すぐ後ろにユミィの部屋。つまり二人はよりによって、自分の部屋の真正面で一連のやりとりをしていたというわけだ。


「メイメルあなたって人は！　明日はサラ様から結界譲じよう渡との儀ぎがあるのに、なんでこう、そんな暢のん気きでいられるんですか。わたしなんか……わたしなんか明日の挨拶文を考えるのに一昨日おとといから睡すい眠みん不ぶ足そくなのに！」


「……くすん、ユミィに怒おこられちゃった」


　よよよと泣なき崩くずれるフリをしておどける先輩巫女。


「メ、イ、メ、ル？　いい加減に──」


「そうねー。じゃあ真ま面じ目めな話をしてあげる」


「…………へ？」


　にやり。そんな擬ぎ態たい語が本当に聞こえてきそうなほど怪しげに、メイメルの表情がうそ泣きから危険な笑みに豹ひよう変へんした。


「春蕾とユミィに伝えることがあるのよー。春蕾はすぐ見つかったけど、あなたが部屋にいなかったからこうして待っていたというわけ。とーっても面めん倒どうで煩はん雑ざつで厄やつ介かいでややこしい話だから聞かせるのも可哀かわい想そうかと思ってたけど、ユミィがそこまで真面目な話をしたいっていうのなら仕方ないわねー」


　……なんてことなの。


　額を汗あせが伝っていくのがわかる。今までのメイメルの悪戯いたずらも何もかも、わたしをここまで引きずりこむための罠わな？


「あ、あの……わたしちょっと急用を思いだしまして」


「あら逃がさないわよー？」


　逃げだそうとしたものの、メイメルに後ろから捕つかまえられて。


「ひ、卑ひ怯きようです！　わたしに話を聞かせるための罠だったんですね！」


「まあまあ落ちつきなさい。それにこれは統政庁がらみ──あなたのよく知るシェルティスにも関係のあることなんだから」


　──シェルティスと統政庁のこと？


　そう言われてすぐに思いうかぶのは二週間前の事件だ。


「この前のことですか？　浮遊島ラグーンの」


「あたり。レオンとシェルティスを含ふくむ三人の部隊が、サラ様からの命令を受けて統政庁の領空にある浮遊島ラグーンで調査を行ったこと。あなたたちにも報告書が回ってきたわね？」


「……回ってきました」


　おずおずと首しゆ肯こうする。


　統政庁──この世界の政治まつりごとをつかさどる一大機関だ。


　皇おう姫ひと巫女を頂点として浮ふ遊ゆう大陸の祭事と守護をになうのが天結宮ソフイア。対して統政庁は、三人の議長を中心に議会によって立法と司法をになっている。


　神秘の象しよう徴ちようである天結宮ソフイアと、秩ちつ序じよの象徴である統政庁。


　互たがいに浮遊大陸の治世を維い持じするのが役目……のはずが、実際に庶しよ民みんから慕したわれるのは皇姫や巫女であり、統政庁はそれを良く思っていないらしい。


　統政庁との衝しよう突とつは激化する一方。


　実際、かつては浮遊大陸にあった拠きよ点てんを浮遊島ラグーンに移し、統政庁は独自の領土を主張している。最近はその領内で、独自の研究と開発を行っているという話もあるのだが……


「レオンの報告書、ならば内容も確認済みね」


　疑問も反論も許されない。


　物静かなメイメルの口調には、それだけの威い圧あつ感かんが含まれていた。


「……はい」


　浮遊島ラグーンでレオンとシェルティスが見たもの。


　地図に載のっていない浮遊島ラグーンに隠かくされた研究施し設せつ。その施設の中でもさらに隠された地下への入口。その奥おくに設置された──幽ゆう幻げん種しゆを培ばい養ようする巨きよ大だいな水すい槽そう。


「たしか先週、天結宮ソフイアから統政庁あてに局長級文書を送ったんですよね。あの『水槽』については触ふれないで、今回は研究所だけに言げん及きゆうして」


「そうよー、その返事が今朝方届いたんだけど、ちょっと問題なの。まずこちらが書いた内容には一いつ切さい返答なし。その上で、レオンたちの飛ひ空くう艇ていが統政庁の領空に侵しん入にゆうした経けい緯いについて正式な回答と謝罪を求める──ですって」


「……ずいぶん露骨ですね」


　研究所についての質問は一切無視した上で、天結宮ソフイアの謝罪だけを求める。公文書とは思えない一方的な内容だ。


「まあそこは天結宮ソフイアも大人の対応ってやつね。でも問題はこの後──『先日の件も含め、ここ数年の領空侵しん犯ぱんは目に余るものがある』らしいの」


　ここ数年の領空侵犯ですって？


　メイメルが何を疑問視しているかを悟さとり、ユミィは春蕾と顔を見合わせた。


「それ変ですよ。だって……統政庁の領空に無断で立ち入ったのなんて今回くらいだもん。もちろん本当に事故で不時着とかは一年に一回くらいあるけど」


「わたしも気になってるのよー。天結宮ソフイアと統政庁で互いの認識に明らかなズレがあるわ。どちらかが誤っているのは確実だけど、どちらも公式な声明で出すからには相応の自信がある。これはどういうことかしらね？」


「どうって……」


　天結宮ソフイアの状じよう況きようを知るユミィにしてみれば、天結宮ソフイアの文書が誤っていないことは明白だ。ならば統政庁が間ま違ちがっているのでは？


「メイメルこそ、どう考えてるんですか」


「わたし？　わたしはそうね…………」


　艶つややかな唇くちびるに指先をあてて口を閉ざす彼女。その口が再び開くのをユミィと春蕾はじっと待ち続け──


「やっぱりや～めた。これはまだ言えるような段階じゃないもの」


　あろうことか、メイメルは微び笑しよう混じりにくるりと背中を向けてしまった。


「え、そ、そんなぁ。そこまで引っぱっておいてそれは反則です！」


「だーめーよー、秘密。サラ様に確認したいこともあるし。……それよりユミィ、わたしの方こそあなたに聞きたいことがあるのよね？」


　にやにやと、さっきまでの笑みとはまた違った悪戯っぽい笑みを浮うかべる先輩巫女。


「ユミィ、あなた明日は天結宮ソフイアの皆みんなの前で挨あい拶さつするんでしょう。何百人何千人という人の前で」


「……一応その予定ですが」


「いやー、そのね、そんな大がかりな仕事に失敗は許されないなって思ったの。当然、予行練習はしておくべきよね？　先輩巫女として、後こう輩はい巫女が粗そ相そうのないよう教育しておく必要があるわ」


「……ど、どういうことですか？」


「もっちろん、楽しい楽しい予行練習に決まってるじゃない。わたしと春蕾が観客役をやるから、あなたは本番のつもりで挨拶なさい？　あ、もちろん笑顔を忘れずにね」


　すでに笑いをこらえきれない様子でメイメルが迫せまる。


　緊きん張ちようと恥はずかしさに耐たえながら挨拶文を必死に朗読する後じ輩巫ぶ女んをからかって遊ぶ気満々──爛らん々らんと輝かがやく彼女の瞳ひとみがそう告げていた。


　これは、まずい。


「ま、まだ挨拶を考えてる途と中ちゆうで……」


「いいからいいから、今考えてるのでいいからやってみなさい？　あ、そうよ。いいこと思いついたわ、せっかくだからわたしが用意したこの服を着て挨拶なんてどう？　きっと天結宮ソフイアの男連中の視線はあなたに釘くぎ付づけよ！」


　さっきの特製ワンピースをメイメルが再び取りだして。


「うっ……あうぅっ!?」


　……そんな。


　あんな……あんな恥ずかしい服で、恥ずかしい挨拶をするなんて……できるわけがない。そんな姿をシェルティスに見られでもしたら、合わせる顔がないじゃないか。


　──逃にげよう。


　決意と同時、ユミィはメイメルの手を振ふりきって走りだした。


「わ、わたし！　ちょっと急用を思いだしましたっ！」


「あ、ちょ、ちょっとユミィ待ちなさい！　春蕾、追うわよ！」





「…………二人とも元気」


　壮そう大だいな追いかけっこを始めた巫女二人を前に、春蕾は溜ため息いきをつくだけだった。……やれやれ。レオンも出かけてるし、部屋に戻もどって休もうかな。


　────あれ？


　そんな矢先、壁かべの電光掲けい示じ板ばんが点てん滅めつするのに目がいった。会議室が点滅している場合はただの会議ではない。緊きん急きゆうの会議が開かれている場合のみの合図だったはず。


「…………２６０階？」


　護法院の管理する会議フロアだ。それはつまり、隊長級と幹部級の護士による緊急会議が開かれていることになる。


　──なにか起きたのかな？


　レオンが不在の春蕾には、掲示板の点滅の意味が最後までわからないままだった。
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「貴様ら、たかだか午前の訓練だけで何をくたばっている！　甘えるな半人前が！」


　野外訓練場に教官の怒ど声せいが響ひびきわたる。


　千人近い護ご士し候補生と、それを鍛きたえる役目の教官が十数名。候補生はおおよそ半数が二級に昇しよう格かくして任務に出ているが、それでも訓練場はどこを見ても人、人、人だ。


「華宮カグラ、華宮華宮…………っと」


　訓練場の片かた隅すみ、ベンチにゆったりと腰こしかけて。


　エリエの知人だという名前を暗唱しつつ、シェルティスは訓練風景を眺ながめていた。


「あー無理だよ、全然わかんない。電子名めい簿ぼに顔写真まで載せてあればいいのに」


　事の始まりは一時間前にさかのぼる。


　──『該がい当とう者二名』。


　天結宮ソフイアの電子名簿を「華宮」という名前で検けん索さくした結果、該当する名前の人間が二人いることまでは突つきとめられた。しかし問題はこの先である。


　──まさか華宮って名前が二人いるなんて。


　二人の華宮のうち、どちらが自分の探している人物なのかがわからない。


　一人は塔とうの制せい御ぎよを管理する塔制局の電算開発部。


　もう一人は自分と同じ立場の、護士候補生らしい。


「……で、どっちがエリエの言う華宮なのやら」


　広大な訓練場をぐるりと一いち瞥べつ。


　二人の華宮のうち、まずは護士候補生の方を当たってみる。そのつもりで訓練場に来たのだが、この広大な敷しき地ちで特定の一人を探すのは想像以上に大変だった。


　そもそも華宮の顔も特とく徴ちようもわからないのだから。


「こっちは探すの大変だし、となると先に塔制局の方？……あっちのフロアは行ったことないんだけど」


　塔制局の電算開発部に所属するという、もう一人の華宮。


　電算開発部は塔の維持管理をになうシステムの開発部門だが、護士であるシェルティスにはなじみが薄うすい。どちらかといえば近よりがたい階層だ。


「……好き嫌きらい言ってる余よ裕ゆうないし、しょうがない行きますか」


　よりかかっていたベンチから立ちあがろうとして。


　と──


　目の前を護士の少女が横切っていったのは、その時だった。





　両手に十字昆ロザリオをたずさえた、桜色の長ちよう髪はつを後ろで束ねた少女。





　鋭するどさと静けさを灰色の双そう眸ぼうにたたえた端たん整せいな顔だちと、純白の儀ぎ礼れい衣いごしにもはっきりと伝わる細身の体型。その両手には黒金で練成された十字昆ロザリオが握にぎられていて。


　……モニカ？


　少女の名を思いうかべた直後、その意思が伝わったかのようなタイミングで彼女の方もふり返り────そして驚おどろいたように目を見開いた。


「シェルティス？」


「あ、おひさしぶ──」


「馬鹿っ！」


　挨拶する間もない。あまりに一いつ瞬しゆんの出来事だった。


「お前、退院したのならなぜわたしに報しらせてくれなかったんだ」


「え、いや。だって退院ていってもまだ療りよう養よう中で、大したことじゃ」


「──ばか」


　二度目の「ばか」。


　けれど今の言葉には、さっきはなかった柔にゆう和わで優やさしい響きがこめられていた。


「そういうのはわかりきってても報せにこい。わたしだって……その、心配……したんだからな」


　モニカがふっと横顔を向ける。それはもしかしたら、照れて赤くなった頰ほおを自らの桜色の髪かみで隠かくすためだったかもわからない。


「……そうだね。ごめん、うっかりしてた」


　思い返せばそうだった。この二週間、彼女は何度か自分の病室を訪ねてくれていた。きっと自分が思う以上に心配をかけていたに違ちがいない。


「謝あやまれとは言ってない。だけど、無事でよかった」


　ベンチの空席部を目配せするモニカ。どうぞ──無言でうなずくと、彼女もまたベンチの端はしに控ひかえめに腰を下ろした。


「…………」


　気づかれない程度にそっと彼女の横顔をのぞきこむ。


　モニカ・イスペラント。


　歳としは自分より一つ上の十八だったはず。かつて巫み女こ見習いとしての修しゆ行ぎようを積みながらも、護士候補生へと転身したという過去を持つ候補生だ。


「訓練に参加していないということは、まだ体調は完全じゃないのか？」


「あと一週間は訓練禁止なんだって。やっと自宅療養が許されたところ」


「なんだ、長いような短いような期間だな」


　何かが面おも白しろかったらしくモニカが小さく吹きだした。


「たっぷり身体からだを休ませたぶん、復帰してからが大変だぞ。教官の辞書に『病やみ上がり』なんて単語はなさそうだから」


「……勘かん弁べんしてよ」


　すでにユメルダ教官のしごきを受けてきた後なのだろう。モニカの儀礼衣はところどころが砂すな埃ぼこりに染まり、額には汗あせのしずくが輝いている。


「そういえば」


　言葉の端に余よ韻いんをふくませて、モニカが心もち姿勢を正した。


「訓練はもちろんのこととして、並行して褒ほう賞しようシステムの任務も受けるのか」


「身体が治りしだいね。そうやって任務を受けて褒賞点を稼かせがないと、正護士になる試験も受けられないんだろ。なら頑がん張ばらないと」


　一いつ拍ぱく分の静せい寂じやくを挟はさんで。


「入りたい部隊は決めたのか？」


「まさか。ていうかモニカも知ってるじゃん。僕がほかの候補生から敬遠されてるって。部隊に入ろうとしたって門もん前ぜん払ばらいされそうだから」


「……そうだったな」


　落らく胆たんと安あん堵ど、矛む盾じゆんする二つの感情を含ふくませたモニカの吐と息いき。


　そして。


「あのさ──」


「実は──」


　同時だった。


　思いきって言葉を発したのも、互たがいに相手の横顔へふり向いたのも。


「な、なんだ？　いま何か言いかけなかったか？」


「モニカこそ」


　すると彼女の方は、ムキになったように顔を赤らめて。


「べ、別にわたしは後からで構わないからお前の方を先に────おい、なんだその意味深な笑みは……わ、わたしは真ま面じ目めに言ってるんだぞ！」


「あはは。ごめん、なんか面白かったから」


　ふだん物静かで落ちついた彼女だからこそ、あわてる姿はとても珍めずらしくて可愛らしくて。もちろんそんなこと言えば怒おこられそうだけど。


「モニカから先にどうぞ」


「……わかった、単刀直入に言わせてもらう」


　小さく彼女が咳せき払ばらい。そして。





「わたしが結成する部隊に入ってほしいんだ」





　──入院していた時、彼女からは一度も聞かされなかった話だった。


　伝えたくて話したくて、きっと、それでもずっと我が慢まんしていた話だったに違いない。


「ずっとわたしも考えてたんだ……」


　気持ちの昂たかぶりをそのまま映しだすように、膝ひざに乗せた少女の手がふるえていた。


「お前と出会うまで、わたしはいつも失敗続きだった。自分を迎むかえ入れてくれる部隊がないこともわかってた。……なのに心のどこかでまだ甘えてたんだろうな。いつか自分を歓かん迎げいしてくれる部隊があるはずだって何の根こん拠きよもなく信じてて……でもだめだったんだ。いつか変わるはずだって待ってるだけじゃ、人はいつまでたっても変わらない」


　唇くちびるを嚙かみしめながら、彼女はずっと遠い空を見続けて。


「だから今度は、わたしが結成する部隊にお前を誘さそいたいんだ。わたしはお前みたいに抜ぬきんでた実力があるわけじゃないし、部隊長らしい真ま似ねもした経験もない。だけど、こんなわたしでもたった一つだけ……できそうなことがあって」


　一拍の余韻を残し、彼女はゆっくりとこう言った。


「ほかの部隊の誰だれよりも、仲間おまえを信じて行動できる部隊長になりたいと思ってる」


　まるで自分の夢を語るような印象の口ぶりで。


　物静かな印象をあたえる灰色の双眸すら、いつにないほどの熱気を帯びて輝かがやいて。


「だから、お前に入ってほしいんだ」


「……僕は」


「時間がほしいなら待つし、嫌いやならば嫌と言ってくれてかまわない」


「い、いや。そうじゃなくて！」


　不安げな瞳で見つめてくるモニカに、シェルティスはあわてて手をふった。


「嫌だなんてとんでもなくて！……ただ、なんだかビックリしちゃった。モニカと部隊を組めるの前回きりだと思ってたから」


「なぜだ？」


「……だってさ、モニカはもう別の部隊に呼ばれてるかなって」


　これはイリスとも話していたことだが──モニカの技量は決して低くない。


　浮遊島ラグーンにおける幽ゆう幻げん種しゆとの戦せん闘とうで自信もついただろう。一方の自分が入院して治ち療りようを受けていた二週間の間に、希望の部隊に入るなり、あるいは早々にメンバーの募ぼ集しゆうをかけて部隊を結成しているとばかり思っていた。


「だ、だから言っただろう！　わたしは……その、なんだ……お前と組みたかったから」


　顔を赤らめるモニカが、消え入りそうな声で教えてくれた。


　彼女が待ってくれていたこと。早々にメンバーを募つのることだってできたのに、わざわざ部隊の結成を遅おくらせてまで待ってくれていたこと。


「二人一組ツーマンセルの時も一いつ緒しよだったし、だから、……だな、何かの縁えんだと思う」


「…………」


　──そう。だからビックリしたんだ。


　誰かが部隊に誘ってくれるなんて思ってもみなかった。


　周りが白の儀礼衣のなか一人だけ黒の上着ジヤケツトで、さらに過去の経歴を一いつ切さい明かそうとしない候補生。周りから奇き異いの目で見られている自覚はあるし、そもそも多くの部隊が定員一いつ杯ぱいで、自分が入りこむ余地なんてないこともわかっていた。


　そんな状じよう況きようで褒賞点を稼ぐには、ごく稀まれに募集される欠員用の臨時メンバー枠わくに応おう募ぼして、任務のつど即そく席せきの部隊に潜もぐりこむしかない。そう覚かく悟ごしていた。


「……もう一度だけ。本当に僕で良いの？」


「気になることでもあるのか」


　とりとめのないそんな質問が、今だけは胸を深々と抉えぐる刃やいばのようで。


「そうだね……僕は、気にしちゃってるんだと思う」


　──僕は、僕の過去を一切話せない。


　自分は三年前に穢歌の庭エデンに落下し、公的には死亡したことになっている人間だ。


　穢歌の庭エデンから帰き還かんした双そう剣けん使い。この身体は人が有するはずの沁しん力りよくを失い、幽幻種と同じ魔ま笛てきを宿してしまっている。


「僕が不安なのは、僕自身のことでさ」


「どうしてだ？」


「……たぶん僕が、ほかの候補生の誰よりも変わった人間だから」


　モニカの瞳を正面から見つめ返し、シェルティスは唇をかみしめた。


　経歴が一切不明である不ふ審しんな双剣使い──そんな候補生が部隊にいれば部隊全体に不信感が生まれるだろう。モニカがせっかく部隊を結成しても、自分という異い端たんの候補生がいることで信しん頼らいの輪を乱すことにならないだろうか。


「僕は……あまり自分のこと喋しやべれないから。モニカが僕のこと信じてくれてもさ、ほかのメンバーには不審がられると思うんだ。そうすると部隊のチームワークだって自然と乱れてくるだろうし、それはモニカにも迷めい惑わくかけちゃうでしょ。だから──」


「なんだ、そんなこと気にしてたのか」


「……え？」


　まったくお前は──苦笑にも似た溜ため息いきをつく彼女。


　胸の前で腕うで組ぐみして双そう眸ぼうを細めるその仕草はまるで、聞きわけのない子供を諭さとす母親のようだった。


「だってそうだろう？　誰しも他人に言えない秘密の一つや二つ持ってる。わたしだってそうだし、お前にだってあって当然だ。誰にも言えない秘密もあれば、誰かと共有したい秘密もある。人それぞれにあるはずだ」


「でも」


「でももだってもない。わたしが言ってることだけ考えて、それでも違ちがうと思うか？」


　彼女の言葉を頭のなかで何度も何度もくり返して……最後に、シェルティスはためらいながらもうなずいた。


「…………違わない」


「なら何も問題はない。部隊のメンバーに必要なのは信頼であって、個人の心の内面まで踏ふみこんだ関係じゃない。むしろ心の内面にずけずけと踏み込んでくるような奴やつ、こっちから願い下げだ」


「…………」


「お前が何をそんなに秘密にしたいのか知らないが、わたしはそれを問いつめようとは思わないし、部隊の仲間にもそれはさせない。そんな奴がいれば……ん？　どうした、いきなり黙だまって下向い────」


「っ…………あ、はは、あははははははっ、あははっ！」


　堪こらえていた笑いが限界を超こえ、身体をくの字に曲げてシェルティスはくずおれた。


「おい、人が真面目に──」


「あ、あはは……ご、ごめん。本当に……なんでこんな可お笑かしいんだろ。僕にもわからないんだけど…………たぶん、僕は嬉うれしいんだと思う」


　目の端はしにたまった水すい滴てきをそっとぬぐった。


　自分をこうも熱心に部隊へ誘ってくれる子がいるなんて。


　こんな──天結宮ソフイアに追放された過去があって、魔笛という呪じゆ力りよくを宿してしまった自分を必要としてくれている。それがわかった途と端たんに急に身体からだの力がぬけて、代わりになぜか、無む性しように声を出して笑いたくなったのだ。


「まったく。頭の傷が良くなかったらしいな」


　呆あきれかえった口調でモニカが嘆たん息そく。


「そうかもね。でも、うん、おかげで吹ふっ切れた気がするのはホントだよ」


　……モニカとなら。


　魔笛のことはあるけれど、それでも彼女の信頼に応こたえたい。素す直なおにそう思える。


「それじゃあモニカ、あらためましてこれからもよろしく」


「あ、ああ。私の方こそ未熟者だがよろしく頼たのむ」


　照れたような、恥はずかしそうな。


　表情に困ったあげくにモニカが口ごもる。


「でもせっかくの部隊結成なのに、いきなり僕が療りよう養よう中で申し訳ないなあ」


「一週間ならすぐだ。それにその間だって手続は山ほどある。新設部隊として護法院への登録に、共有通信用の周波数の申しん請せい……色々あるが、一番大事なのはメンバーをあと一人見つけることからか」
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　害がい獣じゆうの討とう伐ばつ、要人警護、浮ラ遊グ諸ー島ンの調査。


　護法院をはじめとする天結宮ソフイア各局からの任務は、最低三人の部隊で受けることが原則になる。自分とモニカとあと一人。任務の時に急ごしらえで一人募集することもできるのだが、部隊の安定という意味では固有メンバーを見つけたい。


「僕の方は心当たりいないんだけど、モニカは？」


「一人だけ。先に言っておくが変わり者だぞ。下したっ端ぱの候補生のくせに、そもそも正護士に昇しよう格かくする気も稀き薄はくな奴だから……なんならお前のことを紹しよう介かいしに行くか？」


　それだけ言って歩きだすモニカ。その足先は訓練場ではなく、天結宮ソフイアに続く公道に向いているようだった。


「そのさ、正護士になる気がないってどういうこと？」


「彼女の言葉を借りるなら『兼けん業ぎようですから』だそうだ。一か月のうち訓練に参加するのはだいたい十日、残りは本職の研究だ。塔制局の電算開発部だから、要するに機器のシステム設計を担当する部署だな」


「彼女ってことは女の人で…………塔制局の？」


　はて、どこかで聞いたことがあるような気がする。


　塔制局の電算開発部────まだハッキリと覚えている。エリエから教えられた華宮カグラを天結宮ソフイアの電子名めい簿ぼで確認した時だ。該がい当とう者は二名。一人は護士候補生でもう一人は、まさにモニカが告げた部署に所属だった。


　じゃあもしや、二人は同一人物？


「その人、機工局が主しゆ催さいした何とかって電でん卓たく選手権に出てた？」


「華宮を知ってるのか？」


　驚おどろいたと言わんばかりにモニカが勢いよくふり返る。


「わっ、まさかホントにその人!?　あ、ええと……まあ一応知ってるのかな。僕自身はその華宮って人とは会ったこともないけど」


「悪いがどんな関係だかさっぱりわからない」


「……やっぱり一から話さなくちゃだめ？」


　なかば呆れた様子のモニカに、シェルティスは肩かたをすくめて苦笑した。
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「幽幻種の出現規則性パターンの導出か。それでエリエから華宮を紹介されたと」


　天結宮ソフイアのフロアを歩きながらモニカが腕組み。


「うん。どんな人なの」


「わたしが知ってることか？　外見は小こ柄がらな少女だ。運動は苦手、歳としは十六だったと思う。相手の目を見て話すのが苦手らしくて、いつも演算機コンピユータの画面を見ながら話してる。変わり者だが数字や機械にはめっぽう強いな」


「……なんだか気難しそうな印象だけど、頼めば引き受けてくれるかな」


「お前しだいだな」


　足早に通路の角を曲がりながらモニカが続ける。


「データ採取が彼女の趣しゆ味みだ。天結宮ソフイアの事務員だろうが隊員だろうが、興味のある人間には彼女の方から接近してくる。たとえば『モニカ・イスペラントですね。あなたに興味があります、私の質問に答えてください』みたいなことを言ってくるから、その質問に答えるかわりにこっちも依い頼らいをすればいい」


「……なんかぞっとしない人」


　要は慣れだ──そう言って歩き続けるモニカ自身、口元に苦笑いを浮うかべていた。


「わたしが彼女と知り合ったのもそうさ。わたしの経歴が面おも白しろかったらしくて華宮の方から二度三度と質問にやってきて、そうこうしてるうちに親しくなった」


　巫み女こ見習いから護士候補生に転身したモニカ。彼女の経歴を知れば、たしかに華宮でなくても興味を持つ者は多いだろう。


「じゃあ真ま面じ目めに答えたんだ？」


「答えた。たしかに変わり者かなとは思ったけど、彼女の口調が真しん剣けんだったからかな。それで結果的には良かったと思う、お互たがい友人になれたから」





〝ありがとうモニカ。何度も何度も、わたしの質問に真しん摯しに丁てい寧ねいに答えてくださって〟


〝あなたは──信用に足る人物であると断定します。何か困ったことがあれば仰おつしやって下さいね。わたしにできることは協力します〟





「いい話だと思うけど、ますます不思議な人だね」


　モニカの性格からして華宮の質問にも根気強く対応したのは想像がつく。


　しかしだからといって、「信用に足る人物であると断定します」という言い方は大げさな気もするし、「困ったことがあれば」というのも態度が急変しすぎでは？


「彼女は亜人だからな。『ネル』を知ってるか」


「北側の浮ラ遊グ諸ー島ンに住んでる『ネルの民たみ』のこと？」


　浮ふ遊ゆう大陸から離はなれた浮ラ遊グ諸ー島ンの中には、厳密な意味では人と異なる亜人が独自の文化を形成しているものがある。その一つに『ネルの民』がいるのだが、彼らの中には天結宮ソフイアで働く者もいる。


「僕もうろ覚えだけど、種族全体がめちゃくちゃ数学に強いんだっけ？　複雑な天体運動とか自然法則を独自に数式化して暦こよみに取りいれてるとか」


「そうらしいな。華宮はその中でも特に優ゆう秀しゆうらしいんだが……もう一つの特とく徴ちようもかなり色いろ濃こく受けついでるから要注意だ」


　歩きながらモニカがそっと肩をすくめる。彼女のそんな仕草を横目でとらえ、シェルティスもまた小さくうなずいた。


「警けい戒かい心が強いんよね、ネルの人たちは」


　ネルの民の数学センスは天性のものだ。と同時に、彼らは非常に警戒心が強いとされる。初対面の相手にはまず心を開かないし態度もそっけない。しかし裏返しで、一度信用した相手にはとことん誠意をつくすという情熱的な側面も持っている。


　モニカは、そんな華宮に「信用できる人間」と認定されたのだ。


「つまり華宮って子に何かを頼むには、まず彼女の質問に答えたり何なりして、ある程度の信用を得てからってこと？」


「そうだな。とりあえず会ってみて、わたしの方から頼んでみる」


　天結宮ソフイア１階。観光客や待合い人であふれるロビーを足早にモニカが進んでいく。塔の中心に配置された中央昇降機エレベータ──ではなく、彼女がつま先を向けたのは１階の奥にある小型の高速昇降機エレベータだ。２００階より上にある高層階のみ停止する専用機である。


「塔制局の電算開発部だから２１９階だな」


　強化ガラスごしに風景を眺ながめつつ、モニカ。


　昇降機エレベータの起動によって眼下の光景も目まぐるしく移り変わっていく。


　──リン。


　鈴すず音に似た音色と共に昇降機エレベータが停止。


「そういえば僕、塔制局ってほとんど来たことがないんだよね。モニカは？」


「わたしだってそうだ。華宮の研究室までしか案内できない。……はぐれるなよ、見つけるのが面めん倒どうだ」


「あ、ちょ、ちょっと待ってってば！　モニカ歩くの速いんだから！」


　肩で風を切るようにして歩くモニカを追いかけた。


　……イリスがいれば道に迷うことなんてないんだけど。


　塔の内部構造を把は握あくしている機械水晶イリスのありがたみを、まさかこんなに早く実感するとは思わなかった。


　いくつかの角を曲がり、何人かの事務員とすれ違ちがい──


「ここだ」


　ぴたりとモニカが足を止める。


　灰銀色メタルカラーに塗と装そうされた機き械かい扉とびら。両りよう隣どなりの部屋に設置された扉が淡あわい暖色で統一されているぶん、ここだけ異次元への扉のような印象を受ける。


「これって」


「華宮の手製の機械扉だ。監かん視しカメラ、声せい紋もん、指紋、静脈パターン。思いつくかぎりありとあらゆるセキュリティを施ほどこしてあると言ってたな」


　ネルの民特有の警戒心の表れか、それとも室内の機密保持のためか。いずれにせよ華宮という人物の気質がうかがえる扉には違いない。


「華宮、わたしだ」


　扉に埋うめこまれた青の球体に手を触ふれるモニカ。それが何らかの審しん査さなのだろう、球体が小刻みに点てん滅めつしだす。


　時間にして数秒。ピッという電子音を響ひびかせて扉が左右に開いていく。


　暗室。


　シェルティスが一歩踏ふみいれたその部屋に、照明と呼べるものは存在しなかった。三方の壁かべに埋めこまれた巨きよ大だいな画面、そこから生じる微び細さいな光だけが室内を照らす。


　そんな部屋の中央に、正面の画面を見つめる部屋主がいた。


「久しぶりですモニカ。そして初めまして、シェルティス・マグナ・イール」


　座すわったまま椅い子すを回転させてふり向く少女。


「僕のこと知ってるの？」


「データ収集がわたしの趣味です。天結宮ソフイアのデータバンクよりも正確かつ膨ぼう大だいな情報量を有している自信がありますので」


　真顔のまま告げる華宮。


　いや、正確には真顔かどうかもわからない。頭部を目元まで覆おおうアイシェード付きの機メ械ツ帽トに隠かくされ、彼女の表情でうかがえるのは口元の動きだけだった。


「モニカ、今日は以前から聞いていた部隊編成の件ですか？」


「それともう一つ。調べ物をしてもらいたくて」


「興味の対象ならば」


「幽ゆう幻げん種しゆだ」


　モニカが発した一言に、華宮の口元がさっと一の字に引きしまった。


「……どうぞ続きを」


「幽幻種が浮遊大陸のどこに出しゆつ没ぼつしたかというデータは天結宮ソフイアにある。それをもとに、幽幻種の出現規則性パターンが知りたいんだ。発生確率の高い低いじゃなくて、幽幻種の動きを摑つかめるようなものがほしい」


「難問ですよ。何が難しいかと申しますと、抽ちゆう出しゆつできたとしてもそれが正しいか確かめる術がない。あくまで仮説止まりです」


「それをわたしたちがやる。お前が抽出に成功すれば、その規則性パターンにそって浮遊大陸をくまなく回ってもいいと思ってる」


「…………なるほど」


　口をつぐむ華宮。


　やがて彼女は、何かに思いあたったかのように頭を上げた。


「モニカ、あなたにしては発想が極きよく端たんかつ動的すぎる。これはあなたのアイデアではないですね────あなたですかシェルティス？」


　アイシェードごしに感じる華宮の視線。


　彼女の視線の矛ほこ先さきはモニカではなく、その隣にいる自分だった。


「どうですか」


「……うん」


　ごまかしても無む駄だ、そう判断して素す直なおに首しゆ肯こうした。


「モニカから話を聞いているかと思いますが、わたしはネルの民です。人見知りがちで臆おく病びような種族です。あなたのような初見の者の要求を聞けるほど素直な気質ではない。……とはいえ、実はわたしもあなたには前々から興味がありました。以前のモニカに抱いだいていたような好こう奇き心しんです。そこで」


「交こう換かん条件だね」


　先んじてシェルティスは二の句を継ついだ。


　──モニカが言ったとおりだ。


　彼女の信しん頼らいを得ない間は、彼女の要望を聞いてやることでこちらの要望も突つき通せる。


「はい。わたしの質問に一つ答えてください。それさえ答えてくだされば結構です。わたしもあなたの要望に誠意で応こたえましょう」


「一つでいいの？」


「はい、それ以上は求めません」


　……モニカの紹しよう介かいだから配はい慮りよしてくれた？


　一つでいいならこの場でも答えられる。そう心を緩ゆるめたのを射い貫ぬくように──





「三年前と二年前、あなたはどこで何をしていましたか？」





　………………え？


　背筋が凍こおりついた。今まで味わったどんな恐きよう怖ふとも違う別種の寒気。


　三年前、それは自分が穢歌の庭エデンに堕おちた時のこと。


　二年前、それは天結宮ソフイアから追放された時のこと。


「…………それ、どういう意味」


「そのままの意味です。三年前と二年前、あなたの一番思い出深いことを教えてください。まさか覚えていないとでも？」


　機械のように淡たん々たんとした華宮の口調は変わりない。そこにはまぎれもなく、氷柱つららのように冷たく鋭えい利りな何かがあった。


　──汗あせが頰ほおを伝っていく。


　彼女が最初に告げた言葉の意味を、ようやくシェルティスは理解した。


〝データ収集がわたしの趣しゆ味みです。天結宮ソフイアのデータバンクよりも正確かつ膨大な情報量を有している自信がありますので〟
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　天結宮ソフイアから削さく除じよされた三年前の自分の過去。しかしもしも、天結宮ソフイアのデータを独自に複製し保管している者がいるとすれば？


　……三年前の僕のデータもバックアップを取られていたとしたら。


　……つまり華宮は、最初から僕を疑っていた？


　シェルティスという名の双そう剣けん使い。


　自分が、三年前に穢歌の庭エデンに落下して殉じゆん職しよくした人間と同一ではないかと。


「言えないんですか？　それほど難しいことを聞いたつもりはありませんが」


「…………」


　言えるわけがない。


　穢歌の庭エデンに堕ちて魔ま笛てきを宿した異い端たんの人間がいる。そんな人間が天結宮ソフイアの護士にいると知られれば天結宮ソフイア全体がパニックになるだろう。


　それだけの事態を引き起こせば待っているのは永久追放。何より、ユミィの千せん年ねん獅しになるという約束も果たせなくなってしまう。


「……別の質問じゃだめかな」


「あいにく、わたしが聞きたいのはこれだけですので」


　刃は物ものを突きとおすような口調の華宮を前に、モニカが一歩足を進めた。


「華宮、らしくないんじゃないか？」


　きんと凍りついた氷鏡を思わせる、そんな強さと静けさをともなった声こわ音ね。


「何を意図してそんな質問をしてるのかわからないが、お前なら別の質問に切りかえるくらいの柔にゆう和わさはあるだろう？」


「わたしだって固こ執しつしたい時もあります。それにモニカ、もしかしたらこれはあなたの為ためにもなるかもしれませんよ」


「？　それは──」


　モニカが訝いぶかしげに双そう眸ぼうを細めた矢先。


「おーい、華宮いるかい──？　いなくてもいないって返事しろ──！」


　機械扉が開き、オレンジ色の癖くせっ毛をしたツナギ姿の少女が勢いよく入ってきた。


「エリエ？」


「あ、シェルティスもきてたのね。なーんだ、華宮の場所がわからなそうだから探してあげようと思って来たのに。あ、モニカもいる。おひさー」


　機械水晶イリスを連れて塔とうの上階に向かったはずのエリエ。自分たち二人に陽気に手を振ふりつつ、彼女が最後にふり向いたのは部屋主の少女だった。


「……エリエですか」


　華宮の口元にうっすらと苦笑。


　初めてだった、この少女がまともに感情らしきものを露あらわにしたのは。


「シェルティスともモニカとも知り合い？……やられました、まさか裏にあなたがいるなんて」


「うにゃ？　あたしってば単にあんたのことシェルティスに紹介しただけだよ」


「そのことを言っているんです！」


　なぜかムキになって言い返す華宮。


「まあまあ。それはともかく、シェルティスどう？　話は進んだ？」


「え……ええと、それがまだ」


「ふーん」


　ちらりと意味ありげに華宮を見つめるエリエ。


「まあ華宮も忙いそがしいからね。ならやっぱりあたしが引き受けるよ。機械水晶イリスのことが終わったらすぐに──」


「ちょ、ちょっと待ってくださいエリエ！」


　あわてて華宮が立ちあがる。


　身長はエリエより一回り低い。シェルティスが知る中では、巫み女この春蕾シユンレイと同程度。少女という部類の中でもかなり小こ柄がらな方だろう。


「予想外です……あなたも幽幻種の出現規則性パターンの解かい析せきに一枚嚙かんでいるなんて」


「最初に頼たのまれたのあたしだったもん。で、あたしが忙しいからあんたに頼むように言ったんだけど、話が進んでないなら別にあたしがやっ──」


「だ、だから待つように言っているでしょう！」


　握にぎった拳こぶしを振り下ろして華宮が叫さけぶ。


「シェルティス……わたしとしては不本意ではありますが、先ほどの件を受けましょう」


「え、でも」


　交換条件である華宮からの問いに、まだ何一つ答えてない。


「いいんです。目先に果たすべきことを見つけましたから」


　当の本人はといえば、そんなことすら眼中にないかのようにエリエを食い入るように見つめ、ずばっと間近から彼女を指さした。


「さあエリエ、勝負です！　どちらが正確に幽幻種の出現規則性パターンを導出できるか！」


「ん？　なに？　よくわかんないけど勝負なら受けるよ？」


　首をかしげながらもあっさりとエリエが承しよう諾だく。そんな彼女と対照的に、華宮は口元に押し殺した笑みをうかべてみせて、


「……ふふふ、今度こそ煮にえ湯ゆを飲ませてさしあげます。ネルの民の誇ほこりにかけて、人間代表のあなたに負けるわけにはいきません！」


「え、あたし人間代表？　照れるなあ」


「照れてないで！　いいから少しは緊きん張ちよう感かんを持っ────あ…………」


　ようやく我にかえったらしい。


　ばつの悪そうに背を向けて華宮が咳せき払ばらい。


「こほん。というわけで、この件はわたしに任せてください」


「……はあ」


「ほ、ほら、もう行った行った！　エリエも、そこの二人も出て行ってください。そうと決まれば一人で集中したいんですから！」


　──どういうこと？


　華宮に背を押されながら、シェルティスは隣のモニカと顔を見合わせた。


「ま、とりあえず華宮がやってくれるってことで万事解決？」


　部屋の機械扉が音を立てて閉まるや、エリエがくるりとふり向いた。


「あたしは機械水晶イリスの方に専念できるし、シェルティスも落ちついて休めるね」


「それなんだけど、なんだかエリエに迷めい惑わくかけちゃってない？　途と中ちゆうから事情が摑つかめなくなったけど、華宮が勝負だとか煮え湯をとか言っててさ。あれは？」


「あー、あんなのいつものことだってば」


　通路に響ひびくエリエの笑い声。


「あの子さ、あれで案外負けず嫌ぎらいなの。宝くじの当選番号予想から来週の降雨量予想まで、とにかく思いつけば『勝負です！』みたいなこと言ってくるのよね。大たい抵ていが数学とか機械とかの勝負なんだけど、初めて会ったときからずっとあんな感じ。まー面白いから良いんだけどね」


「わたしも意外なものを見た気分だ」


　笑い続けるエリエの隣となりで、こちらはしげしげとうなずくモニカ。


「華宮があんなに熱くなってるのは初めて見た。エリエ、その勝負とやらはずっとエリエが勝ってるのか」


「ううん。ずっとあたしが負けてるよー」


　……エリエが負けてる？


　こと機械工学に関する彼女の知識と技術は、居住区で知りあって二年になるシェルティスにすらまだ全容を摑めていないほど圧あつ倒とう的てきだ。天結宮ソフイアの中央コンピュータへの侵しん入にゆう手しゆ腕わんについては機械水晶イリスも驚おどろいていたから、その才気はおそらく本物。


　そんなエリエより凄すごい機械士が同世代にいるなんて、すぐには信じられないけれど。


「負けってことは、華宮はエリエよりすごいの？」


「どうだろ。うーん、すごいのかなあ？　まあそれでいいんじゃない？　あたしそういうの考えたことないから。本人に聞いてみて」


　機械扉の向こうを指さすエリエ。あれだけ熱くなっていた華宮と対照的に、こちらはあくまでのんびり口調だ。


「そうしたくても、いま部屋に入れば華宮に怒おこられそうだからな」


　モニカが苦笑。


「とりあえず引き上げよう。こんな場所に候補生わたしたちがいても目立って仕方ないし、早いところ訓練に戻もどらないとユメルダ教官に怒ど鳴なられそうだ」
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　──目の前に、蒼あおく輝かがやく氷ひよう壁へきの回かい廊ろうがあった。





　……寒い。


　寒いを通りこして冷たい。いや──寒気を感じる限界すらこえて、もはや外気が触ふれる肌はだには痛みしか感じない。


　天てん井じようも横よこ壁かべもない、どこまでも延々と続く氷の世界。


　天結宮ソフイア２９１階、『楽園』と呼ばれる最上階。これより下の階層とは何もかもが趣おもむきを異にするそのフロアは、もはや別世界といった方がいいだろう。


　遮さえぎるもののない頭上には白夜に似た光。


　その輝きの下には、そびえ立つ蒼そう氷ひようの氷壁がどこまでも連なっている。氷壁の表面はあらゆる宝石よりも鋭するどく美しく研とぎ澄すまされ、鏡のごとく世界を映す。


　吐と息いきも。


　身体からだの熱も。


　記き憶おくも意識も何もかもが、この世界では凍こおりつく。


　あらゆる防寒着も意味をなさない。あらゆる生物、あらゆる物質、そして幽ゆう幻げん種しゆ。全すべて例外なく凍いてつかせ、その心と時を封ふう印いんする結界──氷ひよう結けつ鏡きよう界かい。


「あー痛い、寒いっていうか痛いわー」


　そんな氷結の世界を、薄はく衣いの法衣だけをまとってメイメルは歩いていた。


　氷雪の床ゆかを歩く素す足あしは血の気を失い、鋭い氷の欠片かけらに皮ひ膚ふを傷つけられ、彼女が歩いた場所はわずかに血のにじんだ痕あとが残っている。


　だが彼女の表情には余よ裕ゆう、あろうことか微び笑しようすら浮うかんでいた。


　痛みを感じていないわけではなく、寒気を感じていないわけでもない。現に彼女の唇くちびるは青ざめて、肩かたも指先も小刻みにふるえをくり返している。


　だがそれでも、氷の世界を進む巫女の表情はおだやかだった。


「心を静めなさい。何百年と地に根を張る大樹より、遥はるかな渓けい谷こくにそびえる巨きよ岩がんより。かつ、誰だれより強い想おもいを心に燈もやし続けなさい」


　後こう輩はいの巫女に教え続け、かつ自ら誰より厳しく守り続けている誓ちかい。


　心こころ鎮まもり。


　身体上のあらゆる苦痛、精神上のあらゆる侵しん害がい。たとえ正気を失おうと精神衰すい弱じやくで倒たおれようと、それでも結界だけは祈いのり続ける。


　巫女の行きつく極きよく致ち。


　その体現者が巫女の第二位、メイメル・イン・カーネイションなのだから。


「メイメル、参りましたわ」


『楽園』の中心にたどり着く。


　湖とも見まがう広大な泉の中心に、ひときわ巨きよ大だいな蒼氷結けつ晶しよう。淡あわく透すきとおった結晶の中心に、一人の女性が閉じこめられていた。


　蒼氷の奥おくで、彼女のまとう純白の法衣がぼんやりと浮かんで見える。


　皇おう姫ひサラ。


　全てを凍てつかせる蒼氷に身をゆだね、たった一人で氷結鏡界を祈り続ける女性。


「それではサラ様──」


　蒼氷結晶に指先を触れる。







【phia-So la 三方の扉をもつてtelah sitra祈りを灯す】







　口ずさむ開放序詞、自身の沁しん力りよくを開放するための力ある言葉。


「これより三日間、氷結鏡界を譲ゆずり受うけますわ」


　沁力の余波が光となり、蒼い輝きがメイメルの全身を覆おおい包む。まるでその輝きそのものが、蒼糸で織り上げた至高の羽は衣ごろもであるかのように。　そして。


　メイメルは、皇姫の歌声に自らの歌声を重ね合わせた。





　Yu/ Uhw 眠れる=C r-sanc uc Eden 楽園に彩られ





　term-l-pile xel, 流れ落ちる星、xin, 時、ole fusen elchel夢はまぶたを閉じる





　沁力メロデイ──『第七天音律ソフイア・コード』。


　天結宮ソフイアの巫み女こだけに伝わる神秘の旋せん律りつであり、氷結鏡界を支える祈りの歌。





　xearcs let 透明な指先でlaphin yahe, 綴られたbie omia hec 言葉の扉にlihit clar鍵はなく





　noi-roo-xin, いつしか連なるnoi melras 世界のなかでI noe-l-habes 玉なる幽幻のpianic cia eyen嘆きも慎む





　この瞬しゆん間かんこそが。


　歌声に歌声を重ねる瞬間がもっとも難しく、もっとも美しく、──だからこそメイメルがもっとも好きな瞬間だった。


　心ふるえるほどに冷たく澄んだ世界に、この音色が響きわたる感覚が。





　=C hypn phenoria, 眠れよ子らよEec qhaon あなたたちの翼はnes ei getie, まだ若くnepies paf この地のlef bis cley 安らぎの枝はkis ei roosまだ遠い
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　=C hypn phenoria, 眠れよ子らよEec wat あなたたちの足はnes ei getie まだ弱くbis kills cley この地の凍れる大地はkis ei mihasまだ痛い





　まぶたを閉じる。


　硬かたく澄んだ蒼氷結晶の内部へ、メイメルは深く深く沈しずんでいった。





　　　　２





「……みんな頑がん張ばってるなあ」


　野外訓練場のベンチにて、シェルティスはぼんやりと訓練風景を眺ながめていた。


　候補生による集団戦。


　人工砂さ漠ばくの環境フイールドでは大剣使い二人の組と弓使い重じゆう鎗そう士しの組。それから離はなれた森林地帯の環境フイールドでは、こちらは投擲刀チヤクラムを構えた候補生が双そう剣けん使いと対たい峙じしている。


　銃じゆうは模も擬ぎ弾だん、刃はは潰つぶしたものを使用しているが、戦せん闘とうの激しさは実戦と変わらない。


「暇ひまそうだなシェルティス？」


　ユメルダ教官が足下の砂を蹴けりつけるように歩いてくる。皺しわ一つない紺こん色いろのスーツを着こなし、口元の煙草たばこからいつものように紫し煙えんを燻くゆらせて。


「さっさと準備運動でもしておけ。集団戦、次はお前の番だ」


「……僕は療りよう養よう中ですから」


「知ってるさ。冗じよう談だんだ」


　空へと上っていく煙草の煙けむりを見上げる教官。まったくの真顔で、しかも冗談に聞こえないからタチが悪い。


「いつ治る？」


「来週中には訓練にも参加できるはずですよ」


　針のように細い煙草が教官の指先でクルクルと回る。その軌き跡せきを横目に追いかけながら、シェルティスは病院で言われたことをそのまま答えた。


「来週とはつまらんな」


「……なんかこう、療養中の人間に対する優やさしさがほしいなーって」


「そうじゃない。お前にやらせたい任務があった」


　ベンチに腰こしかける教官の双そう眸ぼうは、鋭い棘とげを思わせた。


「自然区の巡じゆん回かいに向かわせていた候補生が五名、十四時間前に交信が途と絶だえた」


「……遭そう難なんですか？」


「本日〇時までに送られるはずの定期報告がなかったのがキッカケだ。塔とう法ほう第五十八条四項こうにより、幹部級の隊員に待機命令が出されたのが同時刻。そこから三時間が経過しても交信のメドがなかったことから遭難と認定。その四時間後、つまり今日の朝七時に候補生からメンバーを厳選し、救助部隊六名を向かわせた」


　毎年あることなんだがな──独り言のようにそう告げて、空へと立ち上る煙草の紫煙を見上げる教官。


「お前も知っているかもしれんが、こんなことは毎年起きる。通信機の故障や害がい獣じゆうとの遭そう遇ぐう、幽幻種……原因は様々だ。大たい抵ていは無事に救出されるんだが、私としてはお前を今回の救助部隊にねじこむつもりだった」


「推すい薦せんですか？」


　救助部隊に推薦される条件はただ一つ、優ゆう秀しゆうであることだ。


　遭難した部隊を助けようと思っても、選ばれた救助部隊が弱小では同じ轍てつを踏ふむだけだ。そうならぬよう、救助部隊は教官が優秀な候補生を指名すると決められている。


「お前に見所があるというのは否定しないが、私が推薦したかったのは別の理由だ」


　だが、こちらの思考を先読みした上で教官は首を横にふってみせた。


「別の理由って」


「お前の頭の負傷だ。どこでどう負ったかは知らないが、軽いケガではなかったんだろう。つまり一歩間ま違ちがえば、お前自身が遭難者の仲間入りをしていたはず。その教訓として、お前の目に遭難のありさまを焼きつけておきたかった」


　一歩間違えれば自分も遭難部隊のリストに上がっていたかもしれない。


　それがどれだけ恐おそろしいことなのか。遭難現場を直接見ることで、自分が決してそうならぬよう堅かたく決意させるために。


「気をつけるつもりです」


「当たり前だ」


　そっけない無骨な口ぶりは変わらない。だが教官の横顔には、いつもの厳しさだけではない何かがあった。


　ベンチに沈ちん黙もくの帳とばりが降りて──


「あ─────見つけた！　見つけたわよっ！」


　降りかけた帳が、少女の金切り声に吹ふき飛んだ。


「イーシャ、突とつ然ぜんやってくるのは構わんが少し落ちつけ」


「あ……っとと。失礼しましたわユメルダ教官、ご機き嫌げん麗うるわしゅう」


　スカートの両りよう端はしをつまんで少女がうやうやしく会え釈しやく。


　陽を煌きらびやかに反射する金きん髪ぱつをツインテールに結んだ小こ柄がらな少女だ。純白の儀ぎ礼れい衣いだが下はパンツでなくスカート姿。その左ひだり肩かたには正護士の徽き章しようが取りつけられている。


「あれ？　この前の女の子？」


　見覚えあるその姿に、シェルティスはぱちくりと目を瞬またたかせた。


　二週間ほど前のこと。モニカと二人一組ツーマンセルを結成して戦った正護士の組の一人だ。名前はたしか……


「沁力術士型正護士イーシャ・イス・イシマエル。型タイプ『人形遣つかい』。……わたしのこと、忘れたとは言わせないわよ？」


　不敵な笑えみを浮うかべる少女。


「覚えてるけど、ご用件は」


「当然！　前回のリベンジに決まってるじゃない！」


　金髪とスカートをなびかせて少女がこちらを指さして──


「落ちつけイーシャ。熱くなって話が飛びすぎてる」


　その指先を摑つかんだのは長身禿とく頭とうの双銃士だ。こちらもはっきりと見覚えがある。イーシャと一いつ緒しよに組んでいた正護士だった。名前はたしかジンだっただろうか。


「えっと、この前二人一組ツーマンセルで会ったお二人だよね」


「覚えてるなら話は早い。前回の敗北の経験を活いかしたく、再戦を申しこみたい」


　イーシャと違ちがい、こちらはあくまで冷静な言い様だ。


「ふっふっふ、今度は負けないわよ？　あのあとお姉様に頼たのんで特別訓練を積んでもらったんだから。わたしがたどり着いた新たな境地──」


「操作できる『人形』が四つから五つに増えたとか？」


「………………はぅあっ!?」


　適当にシェルティスが呟つぶやいた途と端たん、胸に手をあててイーシャが思いっきりのけぞった。


　……え、もしかしてアタリ？


　彼女の周りに浮いている巨きよ大だいな鋼鉄球。前回は四つだったのが五つになってたからそのまま指し摘てきしてみただけなのに。


「じ、ジン、大変よ！　コイツわたしの手の内を知ってるわ！　どうしようジン、きっとあなたが近接戦闘用の双銃を用意したこともばれてるのよ！」


「……なぜ俺の手口までばらす？」


「だってー」


　涙なみだ目めで双銃士にしがみつく少女。


　しがみつかれた本人はといえば、慣れた様子で溜ため息いきをついていた。


「夫婦めおと漫まん才ざいはもういいか？」


　呆あきれ顔がおの教官が空になった煙草ケースを握にぎりつぶす。


「せっかく来てもらったのに悪いんだが、今日のところは無む駄だ足だったな」


「え？　なぜですの？」


「このバカはだな、任務で負傷して来週まで療養中だ」


「え─────っ!?」


　再び少女が絶ぜつ叫きよう。


「このバカ、なにやってんのよ！　お姉様との訓練で、わたしがどれだけ地じ獄ごくを見てきたのか知らないんでしょ！　それを、それを────っ！」


「もうバカ呼ばわりされたっ!?」


　モニカから、教官から、そしてこの少女から。


　なんでだろう。悪いことしてないのに、僕の最近の呼び名が「バカ」ばっかりだ。


「どうしようかしら。せっかく訓練抜ぬけだしてまで来たのに、バレたらボスになんて言われるかわからないのに」


　……ボス？


「わたしたち第二師隊の隊長よ。千せん年ねん獅しって言った方がいいかしら。……まずいわ、とりあえずわたしたちはユメルダ教官に指導補助員として呼ばれたことにしましょう。そこらへんにいる候補生と戦ったということにし────」


「よおイーシャ」


　言い終わる前に、イーシャの肩かたに誰だれかがぽんと手をかけた。


「な、に、が、バレるとまずいんだって？」


「ひぃゃぁっっっっっ…………ら、爛ラン隊長、どど、どうしてここに!?」


　自分と変わらない年格好の少女を一いち瞥べつするや、イーシャの顔が青ざめた。


「んなの、お前らの後をこっそりつけてきたからに決まってんだろ」


　爛──巫み女こメイメルの護衛を担になう、天結宮ソフイアで最強の五人の一人に名を連ねる護士だ。


　その左肩には千年獅の徽章。


　短く乱雑に切りおとした亜あ麻ま色の髪かみに、猫ねこを思わせる琥こ珀はく色の瞳ひとみ。純白の儀礼衣は半はん袖そでハーフパンツ型に設計され、日焼けした腕うでと足がのぞいている。


「勝手に訓練抜けだしたかと思ったら、こーんな場所で油売ってたのか？」


「た、隊長……くび、首が絞しまってますわ……苦しいですわ！」


　……イーシャの癖くせなのかな。


　自分より目上の相手の前には、やたらと仰ぎよう々ぎようしい敬語になるらしい。


「で、お前ら二人が勝手に訓練サボってまで抜けだしてきた、例の『デタラメに強い候補生』ってのは？　せっかくだからオレも面つら見ておきたくて────って、あれ？」


　イーシャの首を絞める手を休め、爛がぽかんとした目でこちらを見つめる。


「おーシェルティスじゃん、元気してたか？　聞いたぜ、レオンと一緒に浮ラ遊グ諸ー島ン行ってきたんだろ」


「うわわわっっ、だだだだ、だめだめだめ！」


「お？」


　好こう奇き心しん旺おう盛せいな子猫を思わせる目で首をかしげる爛に、小声でこっそりと。


「浮遊島ラグーンに行ったのは秘密なの。こんな場所でそれ言ったら」


「おー、そうだった！　あはは、すっかり忘れてたぜ。悪ぃ悪ぃ」


　……本当に大だい丈じよう夫ぶなのかな。


　脳天気な様子で笑いだす千年獅に、シェルティスはしょんぼりと肩を落とした。


　そういえば爛とは──メイメルの千年獅ということで何度か顔を合わせたが、こうして面と向かってまともに話すのは初めてだ。


「そっかそっかー。最近見ないからどうしたのかなって思ったわけ、そういやまだ候補生だったもんな。つぅことはだ、イーシャの言う『デタラメに強い候補生』ってもしや」


「……僕？」


「あーなんつぅか、納なつ得とくは納得」


　シェルティスとイーシャを交こう互ごに見比べ、やがて爛は憐れん憫びんまじりの声で。


「イーシャ」


「なんですの？」


「無理、お前じゃ十年早い」


「ええぇっ!?　隊長どっちの味方なんですか！　ていうか何ですかその親しげな会話、まさかボス、そこの双そう剣けん使いご存じ!?」


「いや、全然しらねー」


「噓うそぉぉぉ!?　ちょっとボスったら目をそらさないで、いったいどんな関係ですの!?」


「ボスじゃなくて隊長だぜ。ていうか訓練抜けだしてきたやつが言う台詞せりふかよ。──ほらジン、イーシャつれて戻もどれ」


　ひょいっとイーシャを摘つまみ上げる爛。


「……わっ……わわわっっ！　だ、だめですボス、スカートがめくれ──」


　空高く放り投げられた少女の身体からだが宙をわたり、双銃士の真正面に落下する。


「了りよう解かい。イーシャ、帰るぞ」


「うぅ……それではユメルダ教官、失礼いたしますわ」


　最初にジンが無言で会釈。そんな相方の姿に、渋しぶ々しぶながらイーシャもスカートの両端をつまんでぺこりと頭を下げた。


「爛は？　戻らなくていいの？」


「あーオレか。いや実をいうとさ、メイメルが結界担当で三日間戻ってこないんだよ。喧嘩相手レオンも外を巡じゆん回かい中ちゆうだし、夕方の行事まで暇ひまなわけ」


　……ほんとに退たい屈くつそう。


　ぐにゃっとベンチにもたれかかる爛は、なんだか夏場でバテた猫のような印象だ。


「なあなあシェルティス、ちょっと組み手でもやろうぜ。オレ、一時間以上動かないままだと退屈で死んじゃうんだ」


「兎うさぎみたいだね……でもあいにくと僕は療りよう養よう中」


「だよなー。まあいっか、それならさっさと本題に入るか」


「なにかあるの？」


「おう。お前の顔見たら思いだしたんだ」


　ハーフパンツのポケットから、爛は折りたたんだ紙切れを取りだした。


「ほら、これ読んどけってレオンが言ってたぜ」
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　天結宮ソフイア２１９階。


　塔とう制せい局きよくの事務職員があわただしく駆かけぬける通路で一人、モニカは友人の部屋を目指していた。


「……そういえば初めてかな？」


　一日二回以上、自分がこの塔制局を訪れたのは。


「華宮カグラ、わたしだ。一日に何度もすまない」


　ものものしい雰ふん囲い気きの機き械かい扉とびら、そのセンサー部である青の球体に手をかざす。


　解かい錠じよう。


　海が割れるように左右に開いていく扉の先に、友人の姿があった。


「珍めずらしい。わたしの部屋に同一人物が日に二回以上来るのは非常に稀まれです」


「仕事中だったか？」


「塔制局の仕事という意味でなら、二週間先のノルマまで計上済なのでご心配なく。そういえば先ほどは気がきかずに申し訳ありません、お茶でも出すべきでした」


　コトッ──テーブルに小さなボトルを差しだす華宮。


　塔内で販はん売ばいされている蓋ふた付きの飲料ボトルだ。万が一こぼして機器にかけないよう、華宮の部屋にはグラスや湯飲みの類が一いつ切さい置かれていない。


「悪いな、こちらから一方的に押しかけてるのに」


「あなたは大切な友人ですから」


　椅い子すごと身体を回転させ、華宮がこちらをじっと見上げる。


「用件の察しはつきます。幽ゆう幻げん種しゆの出現規則性パターンの分ぶん析せき、午前にうかがった件ですね」


「……あの時、少し気になっていたんだ」


　差しだされた椅子に腰こしかけて、数時間前に交かわしたやりとりを思いうかべた。


　シェルティスに対する華宮の問いの意味。


〝三年前と二年前、あなたはどこで何をしていましたか？〟


「あの時の質問はどんな意味があったんだ？」


　何を意図して華宮がそう訊たずねたのか。


　そしてシェルティスもまた、その問いには不自然なくらい沈ちん黙もくを選んでいた。


「なにかあいつのことを知ってるのか？」


「…………」


　それに直接答えることはなく、華宮が告げた内容は。


「つい先ほど彼が、天結宮ソフイアの重要人物と親しげに話していました。千年獅の爛です」


「爛隊長とシェルティスが？」


　華宮が独自の情じよう報ほう網もうを持っていることをモニカは知っている。


　噓ではないだろう。だとすれば護士候補生の一人にすぎないシェルティスが、天結宮ソフイアの絶対階級である千年獅の爛と知人関係？


　──レオン隊長に続いて爛隊長とまで？


「モニカ、あなたは怪あやしいと思いませんか。あのシェルティスという彼のことを」


「……続けてくれ」


「まず何より、入宮して数週間という新入りの候補生でありながらあの強さ。彼と組んだ団体戦で、誰より間近であなたがそれを見たはずです」


　イーシャとジン。


　正護士でも名のとおった人形遣つかいと双そう銃じゆう士しを相手に、あの少年がほぼ一人で決着をつけてしまったこと──言われてみればうなずける。モニカがシェルティスの実力の一いつ端たんを知ったのもそれがきっかけだった。


「驚おどろいたな、そこまで調べてたのか」


「上司に内ない緒しよで隠かくしカメラを設置しています。屋外訓練場だけで十台以上。あなたが訓練を終え、こっそり木こ陰かげで汗あせをぬぐってるシーンも」


「没ぼつ収しゆうだな」


「あいにく映像ディスクと写真集はともに完売してしまいまして」


「売ったのか!?」


「──それはさておき。彼についてはほかにも不ふ審しんな箇か所しよがいくつもあります」


　こほんと華宮が咳せき払ばらい。


「わたしが気になるのは、彼の一切の経歴が不明であることです。わかっているのは一月前まで居住区で暮らしていたことだけ。一方で千年獅とも旧知であるらしい。さらに言えば、あの黒の上着ジヤケツト……天結宮ソフイアの旧式儀ぎ礼れい衣いを仕立て直したようですね。入宮したばかりの彼がなぜ旧式儀礼衣を持っており、そしてそれにこだわるのか」


「それで三年前と二年前の動向を訊ねたのか？」


　黒の儀礼衣が廃はい止しされ、いまモニカの着ている純白の儀礼衣になったのは二年半前だ。その前後の三年前と二年前のことを聞けばシェルティスの経歴が推測できる。


「ところが、わたしが訊ねたのはまた別の理由なんです」


「……まだあるのか？」


「はい。ですが──ある意味予想どおりですが、彼は答えようとはしなかった。わたしの推測が正しければ彼は………………」


　何かを言いかけた華宮が、突とつ然ぜん我にかえったように顔を上げた。アイシェード付きの機メ械ツ帽トごと首を横にふり、やがて大きく息を吐はきだした。


「いえ、やめましょう。推測でものを語るには早すぎる」


「わたし相手でも？」


「あなたの為ためを思うからこそですよ、モニカ」


　……それはどういう意味？


　言葉の真意をモニカが推おしはかる前に、華宮が早々に二の句を継ついだ。


「いずれにせよ──シェルティスは他の候補生から敬遠されているようですが、わたしも気持ちは同じです。明らかに周りと異質。正体が気になるという意味では興味深い対象ですが、信用できるかという観点では話は別。むしろわたしは、彼に対してはっきりと警けい戒かい心を持っている」


　経歴が一切不明な双剣使いであるシェルティス。


「……そうだな。わたしだって彼の全すべてを知ってるわけじゃないから」


　浮遊島ラグーンの施し設せつで培ばい養ようされていた幽幻種、あの魔ま笛てきを浴びながら平然としていた姿を自分も目もく撃げきしている。かつての巫み女こ見習いとしては、どうやってあの魔笛を防ぼう御ぎよしたのか気になるところだ。


「でしょうね。でもモニカ、あなたは彼を信用して部隊に入れたいと？」


「ああ。口にしようとすると……その、うまく言えないけど、信しん頼らいできると思ってる」


　シェルティスが何か秘密を持っていて、それゆえに悩なやんでいるのはわかってる。けれどその秘密も、必要な時にはきっと彼の方から話してくれると思うのだ。


「あなたらしい答えです。……ネルの民たみのわたしにはできない、羨うらやましい答えです」


　ややあって華宮が苦笑い。


　そしてそれは仕方のないことなのだろう。華宮は警戒心が強い種族の生まれだし、自分のように彼と一いつ緒しよに任務に向かった経験もない。素す性じようの知れない男だと疑ってかかるのも無理はないのだ。


「と、わたしが彼と距きよ離りを置く理由は以上です。……しかし場の勢いで彼の要望を受けてしまいましたからね。幽幻種の出現規則性パターンの導出も、引き受けたからには努力しますよ。今週中には一定の成果品を渡わたせるかと」


「ありがとう、助かる」


「モニカが礼を言う必要はありませんよ、あなたはわたしの友人ですから」


　アイシェードの向こうで、彼女の双そう眸ぼうが微笑ほほえんでいる気がした。





　　　　３





「うーん」


　自室のベッドにあおむけになった姿勢で、手に持った用紙と天てん井じようを交こう互ごに眺ながめる。


　寝ね返がえりを打つように身体を横向きにして、シェルティスは溜ため息いきと独り言をまとめて吐きだした。


「……迷うなあ」


　統政庁の公式文書の複写。レオンから爛へ、そして爛から自分へと渡されたものだ。


　内容は、天結宮側じぶんたちが無断で浮遊島ラグーンに不時着したことへの抗こう議ぎ。


「抗議するだけ抗議して、肝かん心じんの施設については返答なしと。そうくるっきゃないと思ってたけど、天結宮ソフイアの護士ぼくらが目撃したものを知らないって言いはるからには……統政庁は自信ありってことか」


　幽幻種が培養されていた地下設備。


　そしていまも謎なぞに包まれた、禁断水すい晶しようと名乗る少女が映っていた画面。


　知らないで押し通すというからには相応の自信があるに違ちがいない。本気で知らないのか、あるいは天結宮ソフイアが再調査を求める前に証しよう拠こを隠いん滅めつできる自信があるのか。


　……証拠を隠滅されたら後追いはできない。


「あーもう！　こんなん言われたら気になるし！」


　文書に指定された公式会議の期日は来月だ。


　統政庁の用意する場に天結宮ソフイアの使者が向かう予定になっている。レオンがこれを自分に渡したということは、とどのつまり『お前も来い』という意味に違いない。


「……この文書を見たからには来いってことか。くそ、レオンにはめられた。おかしいと思ったよ、そもそも機密文書なんか候補生ぼくに見せていいわけないのに！」


　ベッドから跳はね起おきて紙を睨にらみつける。


「誰だれが行くのかな。僕と……施設の目撃者って意味ならモニカもか。あと塔とう制せい局きよくか総務局のお偉えらいさんでしょ、それとその護衛役に候補生か正護士が数人ついて、あとは」





『シェルティス、今すぐ屋外訓練場まで来い』





　まとまりかけていた思考が、天井隅すみのスピーカーからの一言で全て吹ふき飛んだ。


「……ユメルダ教官。重ね重ね言っておきますが、僕は訓練参加しな──」


『巫女様の挨あい拶さつがある』


　はて、巫女の挨拶。


　そんな行事あったなんて記き憶おくにないけれど。


『お前が入院してた時に決まったことだ。今日が皇おう姫ひ様と巫女様の、結界譲じよう渡との儀ぎが執とり行われる日だとは知ってるな？』


「それはまあ」


　祈いのり手の交代。一月のうち皇姫の休息が許される三日間。その間を、巫女が結界を維い持じするための儀ぎ式しきだという。どんな術式でどんな方法によってかは誰も知らない、皇姫と巫女だけの秘伝の儀式だ。


『それがついさっき終わった。氷ひよう結けつ鏡きよう界かいはメイメル様が無事に引き継がれたと一報があった。ついては、その正式な報告が巫女のユミィ様直々に行われる。天結宮ソフイアの職員と護士、集まれる者は屋外訓練場に来いということだ』


　巫女から天結宮ソフイア全関係者に向けた報告。


　──それをユミィが？


『塔の局長級会議で採さい択たくされた事案だそうだ。居住区の一般人をはじめ天結宮ソフイアの職員にも、前回のような幽幻種の侵しん攻こうが再発しないか不安をいだく者は多い。そのための措そ置ちだそうだ。とにかくウダウダ喋しやべってないでさっさと来い。遅ち刻こくは厳禁だ』


「え、あ、ちょっと教官？……もう、そういうの早く教えてくれればいいのに」


　沈黙する通信機に嘆たん息そく。


　ゆっくりと息を吐きだして、シェルティスは仰あお向むけの体勢から身体からだを起こした。


「護士だけで千人以上で、天結宮ソフイアの職員が一万人くらいだっけ。…………すごい数」


　全員が参加できるわけではないだろうが、それでも何千という人が集まるだろう。


　それだけの人の前に立つなんて想像もつかない。それが自分の幼なじみである少女ならなおさらだ。


　……僕が知ってるユミィは、そんなの緊きん張ちようしちゃって絶対できない子だったのに。


　多くの人の前に立ち、浮ふ遊ゆう大陸を守護する役目。


　それが巫女というものだから。


「僕の知らないユミィ……か」


　巫女としてのユミィの活かつ躍やくを見ることができる喜びと、その一方で、彼女が自分の手の届かない高い場所にいってしまった気がする寂さびしさと。


　そんな左右非ひ対たい称しようの感情を胸にして、シェルティスは部屋を後にした。
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　茜あかね色いろの天上。


　天頂にあったはずの陽はすでに地平線の先に落ちかけて、燃えるような夕暮れ色を空の画板キヤンバスに描えがきだしていた。


「……もうこんな時間だったんだ」


　整備された舗ほ装そう路を歩きながらも視界は空へ。


　モニカと一緒に華宮を訪ねたときは午前中だった。それから正護士の二人、人イ形ー遣シいヤと双銃士ジンに会ったのは正午を少し回った頃ころ。そこで爛から報告書をわたされて、それを読みこんでいたらすっかり夕方だ。


　──でも、本当に屋外訓練場に集合なのか？


　天結宮ソフイアの関係者が一いつ斉せいに集まれるのはここぐらいだが、昼間に行った時は護士がいつものように訓練に勤いそしむ光景しか記憶にない。


「あ、でもアレか。ユメルダ教官のことだし、夕方に訓練場が使えなくなるからこそ昼間のうちに集中して訓練だ、ってことかも……うん、そっちのがありそう。てかそっちなんだろうなあ。ねえ、イリ────」


　胸むな元もとの機械水晶イリスに話しかけたつもりでいて、はたとシェルティスは我に返った。


　──そっか、イリスはエリエに預けたんだっけ。


　返ってくるはずの返事がない。そして、そうなってから初めて気づく。


　日常の風景からたった一つ何かが欠けつ如じよしただけで、機械水晶イリスの声が聞けないだけでこんなにも慣れない気分になることに。


「……あーうん。とにかく、機械水晶イリスの方も無事に点検が終わりますように」


　心の隅すみでそう念じつつ、屋外の舗装路をぬけて芝しば生ふ道へ。無数の人のざわめきが聞こえてきたのは、その時だった。


「この音？」


　無数の人の会話と、靴くつ音おと、衣きぬ擦ずれ。


　あらゆる音が混然と融ゆう合ごうした音が、静けさが支配する夕暮れの中にざわめいていた。訓練場まではまだ距離があるのに、こんな離はなれた場所から聞こえてくるなんて。


　つまりそれだけ多くの人が訓練場に？


「やばっ、もう始まってる？」


　早まる胸の鼓こ動どうに迫せまられて足早に芝生を抜ぬけて、細かい砂を敷しきつめた訓練場を目指す。最後に、鉄網で組まれたフェンスをこえて。


「…………あ」


　その先の光景に目を奪うばわれて、シェルティスは無意識のうちに足を止めていた。





　まぶしいほどに輝かがやく茜色の夕陽に染まる訓練場──


　広大なその敷しき地ちが、それでも入りきらないほどの人波に溢あふれかえっていた。





　職員カードを提さげたスーツ姿の男性事務員、巫女に仕える侍じ女じよ役の少女、塔の各局を統率する局長の姿も見える。少し遠くを見み渡わたせば見覚えある護士候補生の顔もあるし、その後ろには錬れん護ご士し──千せん年ねん獅しの次期候補である究極の精せい鋭えいたちが並んでいる。


「……すごいや」


　こんな光景見たことない。


　階級も男女も老若も、誰であろうと関係ない。誰一人の差別もなく特別視もなく、共に塔をささえる全ての関係者たちが一堂に会すなんて。


「百七十秒の遅刻だな」


　立ちつくしているところに、後ろから声をかけられた。


「これでも急いで来ましたよ」


　ふり向けば案の定、自分を呼びだしたユメルダ教官。


　普ふ段だんくわえている煙草たばこがないのは、これだけ人の密集する場所だから遠えん慮りよしているせいだろう。そのぶん、紫むらさきの口紅ルージユでいろどられた唇くちびるが妙みように艶なまめかしい。


「だろうな、私の予想じゃあと二百秒はかかるかと思っていたんだが」


「大事な行事ですから」


「会場の警備のつもりか？　ならあいにく候補生に出番はないぞ、巫み女この護衛がまかされるのは正護士以上の連中からだ」


「あ、い、いえ……そういう意味じゃなくて」


「ふぅん？　ま、かまわんが」


　意味深に首をかしげる教官。だまって腕うで組ぐみするのを見るに、それ以上問いただすつもりはないらしい。そんな彼女からそっと顔を遠ざけて。


「大事な……行事なんだよね、きっと」


　誰にも聞かれないほどの小声でつぶやいて、シェルティスは下唇をわずかに嚙かんだ。


　──僕も知りたい。巫女としてのユミィのこと。


　それはモニカから教えられたことだ。





〝千年獅は巫女を守るだけじゃだめなんだ。巫女の修しゆ行ぎようの苦痛と孤こ独どくを理解して、それをやわらげることの大切さを知った人間じゃないと千年獅はつとまらない〟





　幼なじみとしてのユミィのことなら誰より話せる自信がある。


　けれど、それだけでは千年獅に及およばない。巫女になったユミィを守るには、巫女としての彼女のことを理解しなければならないのだから。


　……それが今の僕に足りないもの。


「っと、そろそろか」


　訓練場の中央寄りに設置されたガラスのドームをユメルダ教官が指さした。


　半はん透とう明めいの強化ガラスで構成されたドーム。観戦者を要するような大試合に用いられる舞ぶ台たいであり、訓練場の中ではもっとも目立つ構築物だろう。


　……モニカと二人一組ツーマンセルを組んで戦ったのもあの場所だっけ。


　あの時はドーム内部の環境フイールドが岩地に設定されていた。いまは地面に簡易な絨じゆう毯たんが敷かれ、その上には小さな舞台と、スタンド付きのマイクが用意されていた。


　そして周囲が静まりかえる。


　あれだけ遠くまで響ひびいていた雑ざつ踏とうの声もどこかへ消え、誰一人声を発そうとはしない。それはさながら、深々と雪が降りつもる森を想おもわせる静けさで。





　ガラスのドームに、やがて二人の巫女が現れた。





　一人は黒くろ髪かみ黒目の幼げな少女だ。織物調の法衣をまとい、どこか不安そうに下を向いて椅い子すに座すわっている。


「……春蕾？」


「様をつけろ。だがたしかに意外だな。あの方がこんな大衆の前に姿を現すとは私も思わなかった。繊せん細さいな方だから」


　教官は繊細というが、それはかなり控ひかえめに配はい慮りよした表現だろう。


　極度の対たい人じん恐きよう怖ふ症しよう。


　椅子に座ったまま唇を嚙みしめて、両手をぎゅっと握にぎりしめて……黒髪の巫女は、ただひたすらにじっと下を向いて堪たえしのんでいるようだった。


　と、そんな春蕾のふるえる肩かたに、


〝おら、しゃきっとしろよ。背ぇ伸のばせって〟


　ぽんと、獅し子しの徽き章しようをつけた儀ぎ礼れい衣いの少女が手をかけた。


　爛──本来ならメイメルの護衛であるはずの千年獅が、今回はレオンの代わりに春蕾の護衛を兼けん任にんしているらしい。


〝…………う、うん〟


　おそるおそる顔をあげる春蕾に、陽気な笑顔で何かをささやく爛。その途と端たん、巫女の瞳ひとみに光が戻もどった。


〝お前が一人でここまで来れたって聞けばレオンも驚おどろくぜ。だから、ちょっとの間だけ頑がん張ばれや。レオンにいいとこ見せてやれ。な？〟


〝…………頑張る〟


　まるでそんなやりとりをするように、笑顔で何かをかわす巫女と千年獅。


　──羨うらやましいな。


　そのなにげないやり取りが、シェルティスには眩まぶしかった。


　あの光景。巫女と、千年獅のあの距きよ離り感かんこそが、天結宮ソフイアに来た時から思い描いていた憧あこがれの関係だったから。


　そして。





『みなさん、こんにちは』





　二人目の巫女──純白の法衣をまとう、淡い黄金色オフゴールドの髪の少女がドームの舞台に立った。


　ユミィ・エル・スフレニクトール。


　しんと静まる会場。何百何千という視線が巫女である少女に集中して──





『え……ええと、その……よろしくお願いします』





　ぎこちない手つきでマイクを握り、ユミィがその場で小さく会え釈しやく。


　慣れない大舞台。足もすくんで言葉も喋しやべれなくなるような場面で、それでも巫女である少女は精せい一いつ杯ぱいの笑顔で微笑んでいた。


　顔の端はし々ばしが引きつりかけた緊きん張ちようぎみの笑顔。


　だけれど、そんな不器用な笑顔だからこそ伝わるものもある。


　いま舞台に立つ巫女が、どんな想いをもって会場のみんなに話しかけているのか──その精一杯の笑顔が教えてくれた。





『あ、あの……最初に、巫女を代表して謝あやまらないといけないと思ってました。……一月前、氷結鏡界が破られて幽ゆう幻げん種しゆの侵しん攻こうを受けたことです。


　あれは、結界を維い持じする巫女の責任だと思います。そのせいで多くの人が傷ついて、たくさんの建物が壊こわされました。浮ふ遊ゆう大陸全体が傷ついたことは巫女の責任です。…………本当に、ごめんなさい』





　ユミィが深々と頭を下げる。


　それに続いて春蕾が立ちあがり、やはり同じように頭を下げた。





『……だからこそ、もう二度と結界を破られないように全力で頑張ります。


　そのためにこの一か月、わたしたち巫女全員で、本当に寝ねる間も惜おしんで結界の術式を見直しました。これならいける、これなら平気だろうって確かめあいました。


　──先ほど、巫女のメイメルが無事に結界をサラ様から譲じよう渡とされました。


　もう一回同じように氷結鏡界が破られるんじゃないかって、不安に感じてる人もいると思います。一度結界を破られている巫女が、すぐに安心してなんて言える立場じゃないかもしれませんが、それでもわたし…………ここに集まってくれた全すべての人と、これを聞いている居住区の人みんなに安心してほしいんです。


　……それが、巫女の使命だと思っていますから』





　ふぅ──一度大きく息をつき、わずか十七歳さいの巫女が再びマイクを握りしめた。


　細身の肩で、かぼそい腕うでで、決してマイクを離さぬように。





『ここまでが、巫女としてお伝えしなくちゃいけないことでした。


　──そしてここから先は、わたしの個人的な気持ちをお話しさせてください』





　言葉を区切り、集つどう何千という天結宮ソフイアの関係者たちを見回して──





『……わたしは、人間です。


　息を吸わなきゃ生きていけないし、ご飯を食べないとお腹だって鳴っちゃうし、寝てる時に寝ね言ごとだって言っちゃう…………巫女もみんなと同じ人間なんです。


　だから……失敗しちゃう時もあると思います。これは言い訳とかじゃなくて、本当に、どんなに気を引きしめてても失敗しちゃうドジな巫女なんです。


　で、でも、本当に頑がん張ばりますから！　これだけは噓うそじゃないですから！


　だからこそ……お願いします。


　こんなわたしでも精せい一いつ杯ぱい頑張るので、みんなの力を貸してほしいんです。塔とうの職員の人も、護士の人も、こんなわたしですが支えてくださると嬉うれしいです』





　張はり裂さけるような口調でそう告げて。


　その後に、ユミィは瞳を伏ふせたままゆっくりと頭をふってみせた。





『──ううん、支えてほしいのはわたしだけじゃない。


　どうか助けてあげてほしいんです。わたしだけじゃなく、塔の仲間みんなのこと。


　誰だれかが困っている時は、『助けて』って言われなくたって自分から手を差し伸べてあげられるように。……わたしは結界を支えることしかできないけど、ここにいる人は、もっともっと色んなことができるはずだから。


　だからお願い、決して焦ったり一人で無茶しないで。


　……一人で頑張ろうとしないで、誰もが自分にしかできないことで誰かを助けてあげられるような、そういう支え合える関係でいてほしいんです。


　……この塔は、こんなにも高いですから。


　みんなで支えてあげないと倒たおれちゃいますから』





　もじもじと、顔を真っ赤にしてユミィが恥ずかしそうに照れ笑い。





『だからこれからも、その……またみんなで、今日から助けあっていきましょう。同じ浮遊大陸の、同じ塔で生きてる仲間なんですから。


　……え……ええと、こんな挨あい拶さつでごめんなさい……寝ないで考えたんだけど、やっぱり最後まで綺き麗れいなかたちにまとまらなくて…………』





　周りは無言を保ったまま。


　何千人という人に向けたメッセージながら反応は皆かい無む、そのことにマイクを握った少女が少しだけ悲しそうに肩を落として──





『………………あ、あの？　やっぱり……だめ、でしたか？　ごめんなさ────』





　その瞬しゆん間かん。


　ユミィの言葉をさえぎるかたちで、割れんばかりの拍はく手しゆが訓練場にこだました。


　滝たきのような拍手につぐ拍手。


　鬼おに指導で知られたユメルダ教官も、その隣となりにたつ堅かた物ぶつそうな隊長級護士も、気難しげな表情の局長も、誰もが「参った」と言わんばかりに惜しみない拍手を送っていた。


　自分たちよりずっと年下の、あどけなさの残る巫み女このために。





『こ、こんなに拍手頂いちゃっていいんですか？……あ、ありがとうございます！』





　何度も何度もおじぎする巫女。


　それがあんまり低姿勢なおじぎで、どっちの立場が上なのかわからないくらいだ。


　鳴りやまない拍手と歓かん声せい。


　浮遊大陸を守護する巫女に対する敬意と憧れ、賛美。


　いつまでもいつまでも、ユミィが「も、もう十分です！」と恥ずかしそうに手をふっても喝かつ采さいは静まることがない。そんな中──


「…………」


　シェルティスだけがただ一人、その場でそっと目を閉じていた。


　真っ暗な視界、割れんばかりの拍手の音だけが鼓こ膜まくにいつまでも聞こえてくる。


「すごいやユミィ。本物の……立派な巫女になったんだね」


　何千人という天結宮ソフイアの関係者たちの前に立ち、その全員の心に訴うつたえかける言葉とともに、浮遊大陸を支える巫女。それが今の幼なじみユミイ。


　離はなればなれになっていた二年間で、こんなにも立派になっていたなんて。


　それに比べ自分は、巫女の挨拶を聞くために集まった何千人の一人。単なる護士候補生で、拍手を送る側でしかない。


　──こんなにも隔へだたれた差。けれど、必ずあの場所までたどりつきたい。


　その上で。


〝どうか助けてあげてほしいんです。わたしだけじゃなく、塔の仲間みんなのこと〟


「ほんと、……ユミィらしいや」


　何百何千という大衆の中、シェルティスはそっと微び笑しようした。


　巫女になってもこれだけは変わっていなかった。本当に、呆あきれるくらい幼なじみはまぶしくて、まっすぐで、本当にバカがつくくらいお人好しで。


　──そんな彼女だからこそ守りたい。


　そう決意した時のユミィから何一つ変わっていなかった。


「そうだね……この塔はこんなにも高いから、みんなで支えないと」


　天結宮ソフイアの最上位たる千せん年ねん獅しはもちろん目指す。




[image: ]


　だけど焦って頂上だけを見続けちゃいけない。上だけを見続けていれば、きっと足下で倒れてる人を見落としてしまう。手を差しのべるべき人を見落としてしまうから。





〝だからお願い、決して焦ったり一人で無茶しないで〟





　あの一言はまるで──候補生のなかで一人孤こ立りつした自分に向けたメッセージ、そんな気がした。


「……心配ないって。僕もユミィと同じ気持ちだから」


　焦る必要もないし、一人でがむしゃらに頑がん張ばる必要もない。


　自分にできることで塔の仲間を助けながら、少しずつ塔の頂上を目指せばいい。ユミィは待っててくれるから。


「僕は、僕にできることをしながら頑張るよ」


　自分に言い聞かせるように口にして、シェルティスはユミィに背を向けた。




　断章　『29時間　─イグニド─』







　朝あさ靄もやの立ちこめる樹海。


　踏ふめば靴くつ裏に付着する湿しめった腐ふ葉よう土ど。空に向かって生いしげる木々の葉にさえぎられ、地表には太陽の光も熱も届かない。


　そんな薄うす暗ぐらい湿った樹海の奥おく地ちで、


「……ハズレか」


　わずかにねばりつく地面を踏みつけてレオンは吐と息いきをついた。


　右手には、大人の背せ丈たけほどもある巨きよ大だいな大たい剣けん。念のため常に携たずさえていたのだが、結局これを振ふるう機会は訪れなかった。


「あの水すい槽そう、幽ゆう幻げん種しゆが出てもおかしくなかったんだがな」


　二週間前は皇おう姫ひの命によってこの島を訪れたが、いまは千年獅という絶対権限を利用しての単独行動だ。もちろん統政庁の許可は得ていない。どうせこの後、天結宮ソフイアと統政庁とで会合が予定されている。その時に浮遊島ラグーンへの不法侵しん入にゆうも指し摘てきされるはず、不法侵入が一度から二度になっても対応は変わるまい。


「しかしまあ、二週間前と見事に何一つ変わらないな」


　まるで人の気配のない島の雰ふん囲い気きも隠かくされていた施し設せつも、二週間前にシェルティスらと訪れた時と変わらない。地下の隠し通路も、眠ねむり仔ごという幽幻種が暴れたままの状態で残っていた。


　──幽幻種が培ばい養ようされた水槽は、結局あれ一つか。


　レオンが再び浮遊島ラグーンを訪れた理由がそれだ。


　二週間前に訪れた時にシェルティスたちが見つけた水槽は一つ。もしもほかに残っていれば、水槽の設置者を断定する手て掛がかりになると考えたのだが…………


「しょうがないか。……春蕾シユンレイも置いてきたままだし」


　天結宮ソフイアに残っている巫女の顔を思い描えがき、飛ひ行こう艇ていの場所へと踵きびすを返し──





　────？





　ごくわずかな、自然と消え入りそうなほど幽かすかな気配。


　いや、これは違い和わ感かん？


「誰だ！」


　瞬しゆん時じに身をひるがえし、右手に掲かかげる大剣に力をこめる。


　眼前に広がる森の木々をくまなく見み渡わたし…………だが、そこには何の異常もなかった。


　そこにあったはずの違和感もすでに消失。


　あたりには、風が木の葉をゆらすざわめきしか感じない。


「…………」


　まばたきも呼吸も止めて十秒……二十秒…………五分が経過したところで、ようやくレオンは息をついた。


　──まあいい。


　こういった場合、それが気のせいかどうかレオンは考えたことがない。


　万が一何者かが潜ひそんでいたとして、それが敵だとしても関係ない。襲おそって来た時に返り討うちにするまでだ。


「そのつもりで覚かく悟ごするんだな」


　誰も存在しないはずの森全体にそう宣言し、レオンは再び背を向けた。
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　銀ぎん髪ぱつの青年が去った樹海の奥地で──


　さらにその五分後。





「おお、怖こわい怖い」


　ひょっこりと、黒帽ぼう子しをかぶった男が木々の合間から姿を現した。


「これだけ存在を稀薄にしていたのに……勘かんづくなんて、もはや呆れて言葉も出ません」


　たった一人その場で、小さく首をふって肩かたをすくめてみせる。


「さてさて。しかしまあ、怖い千年獅にもギリギリ気づかれずにすんだみたいですし、私もお仕事を…………っと？」


　踏みだそうとした足をあわてて持ちあげる。


　足下に生えた小さな草と、そこに実った小さな赤い実。


「やあ、ここにも野いちごがあるんですね」


　イグニド──金ボタンに彩いろどられた漆しつ黒こくのスーツに身を包む、長身細身の男は一人で喜びの声を上げていた。


「ここにも。あ、向こうにも。これだけあれば野いちごのタルトが作れるかも」


　漆黒のスーツと漆黒の鍔つば付き帽。黒一色に染められた装いコーデイネイトの中、唯ゆい一いつ純白である白手て袋ぶくろを几き帳ちよう面めんにはめ直し、細く長い指先で丁てい寧ねいに赤い果実だけを摘つんでいく。
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　ひっそりと静まりかえる樹海。


　小動物の影かげすらまるで見当たらない奥地に、時間だけが流れていく。


「ふう。これだけあれば」


　ビニール袋いっぱいに詰つまった野いちごを大切に抱かかえ、再びイグニドは歩きだした。


「まったく、わたしのような下したっ端ぱは大変です。浮ふ遊ゆう大陸の自然区から一転、こんな遠い浮遊島ラグーンまでこなくてはいけないなんて……っとと」


　片手に野いちごの袋を持ったまま、もう片方の手で鍔付き帽を押さえる。


　──木々の合間を縫ぬう風に、帽子が吹ふき飛ばされぬように。


「まったくイタズラ好きな風なんだから」


　くすくすっ。


　帽子に隠された目元の下、艶つやめく唇くちびるが笑みのかたちにつりあがる。


「さて目的地に到とう着ちやくです」


　足を止め、イグニドは目の前にそびえ立つ建造物を見上げた。


　鼠ねずみ色いろの壁へき面めんをした施設。壁かべのほとんどが苔こけむして、上空からでは木の新緑色とまざって見分けがつかないように迷めい彩さいがかかっている。


　窓も扉とびらもなく、何階建てかも外部からではわからない。


「……やれやれ。天結宮ソフイアに見つかるまで放置しておくとは迂う闊かつな。『卿きよう』の皆みなさんはとても強くて優ゆう秀しゆうなのに、そのぶん危機感が足りないのが玉に瑕きずですか」


　大きく溜ため息いき。


　と、そのついでに懐かい中ちゆうから真しん鍮ちゆう時計を取りだして針の動きを確認する。万年の使用に耐たえる電子時計でなく、数年おきに電池を入れ替かえるネジ式時計。


「古物だと茶化されるけど、やっぱりこれが大好きです。時間の流れを実感できる、何より素す敵てきな方法だもの」


　カチッ……チッ……秒刻みで進んでいく長針を愛いとしげに眺ながめ、イグニドは苔むした施設へと進んでいった。


「マハさんも頑張ってらっしゃる頃ころでしょうし、始めますか」





　イグニドとマハの合流時間まで、あと二十九時間──




　第三章　『12時間　─ジン─』







　　　　１





　朝四時半。


　見上げる天球は雲一つない夜色に染まり、星明かりが今なお輝かがやく時刻。地平線の端はしにかろうじて赤い日射しが上り、朝の前兆を告げていた。


　夜の冷気を残した大気を肌はだに感じながら深呼吸。


　冷たい空気が肺を満たし、眠ねむ気けの残る身体からだを心ここ地ちよい清せい涼りよう感かんで覚かく醒せいさせていく。その感覚が、ずっと昔からシェルティスは好きだった。


「……ん……っ、と」


　首、肩、腕うで。ゆっくりと時間をかけて全身をほぐしていく。入院中に弛し緩かんした筋きん繊せん維いの一本一本に適度な緊きん張ちよう感かんをあたえ、引きしめるつもりで。


　と。


「──シェルティス」


　背後に、誰だれかが芝しば生ふの草を踏み歩くかすかな気配。


「もう体調はいいのか？　訓練に参加できるのはまだ先だったんじゃ？」


　鮮あざやかな桜色の長ちよう髪はつが寒空に映はえる。


　その両手に十字昆ロザリオをたずさえて、清潔感ある純白の法衣をまとう少女が朝あさ露つゆの訓練場に立っていた。


「あ、おはようモニカ。それに──」


「……おはようございます」


　モニカから遅おくれること数歩、もう一人の少女が付きそうように歩いてくる。


　小こ柄がらで華きや奢しやな体型。羽織る儀ぎ礼れい衣いはモニカ同様に一いつ般ぱん的なものだが、頭部を覆おおうアイシェード一体型の機メ械ツ帽トが嫌いやでも人目をひく恰かつ好こうだ。


「あれ、華宮カグラがいる？」


「まるでわたしが訓練に参加するのが意外と言わんばかりですね。わたしだって候補生の一員です、訓練に参加するときだってありますよ……昨日、そろそろ訓練に来いとユメルダ教官にどやされましたし」


　やれやれです──意い気き消しよう沈ちんした様子で肩を落とす少女。どうも彼女本人は、訓練に参加することをあまり望んでないらしい。


「訓練は嫌きらいなの？」


「適度な運動なら好きですよ。研究服から儀礼衣に着き替がえなおすのが面めん倒どうなんです。それに運動時は、嫌でもこの機メ械ツ帽トが邪じや魔まになりますから」


　コツッ。アイシェードの端を彼女が指先で弾はじいてみせる。


　……訓練中も外さないんだ。


「気になりますか」


「え、ああ、ごめん。顔に出てた？」


「経験則ですね。コレの意味を訊きかれることは少なくないので」


　理由は二つあるという意味だろう。華宮が右手の指を二本立てる。


「このアイシェード、研究室の演算機コンピユータにつながる画面を兼かねています。外出中のプログラム監かん視しですね。……理由の二つ目は、わたしがネルの民たみだからと言えば通じますか？」


「うん、天結宮ソフイアでも何人か見たことあるから」


　ネルの民は「ヒト」と比べて耳が長く尖とがっている。耳そのものも猫ねこのような毛に覆われているのだが──これはネルの民が、降雪気候にある浮遊島ラグーンに暮らしていたことによる独自の進化だ。耳が長いのは吹雪ふぶきの中でも声を聞き取るためだし、温かい毛に覆われているのは寒気対策とされている。


「機メ械ツ帽トをとれば耳が嫌でも人目に触ふれますから。わたし、ネルの民だっていう理由でじろじろ見られるの好きじゃないんです。外見で判断してほしくない」


　機メ械ツ帽トの真横──耳のあたりに手をやって華宮が口を一文字に引きしめる。


「しないよ」


「……ずいぶんあっさり言ってくれるんですね」


「うん。僕だって同じだから。たとえばこの上着ジヤケツトとかね」


　天結宮ソフイアから支給された白の儀礼衣を断ってまで、旧式である黒の儀礼衣にこだわる。自分が魔ま笛てきを帯びていることを隠かくすためにはしょうがないこと、そうわかっていてもやはり他人から訝いぶかしげな目で見られることは辛つらいことだ。そしてそれが辛いとわかっているから、自分だって誰かを外見で判断するようなことはしたくない。


「……そうでしたね」


　苦にが虫むしを嚙かみつぶしたような口調で華宮がうなずく。


「そういう意味では、わたしとあなたは似た者同士なのかもし──れ……」


　そこまで言いかけて。


「あ、ち、違ちがいます！　あなたを認めたわけではないんですからね！　わたしはまだ、あなたに対して明確な警けい戒かいと敵対心をもっているんですから！」


「わかってるよ、どうせ僕も一時間訓練したら部屋に戻もどらなくちゃいけないし」


　と──今まで沈ちん黙もくしていたモニカが顔を持ちあげた。ものも言わず彼女が視線で示すのは、ベンチの座部に立てかけてある双そう剣けんだ。


「シェルティス、剣を持ってきたということは訓練にも参加する気か？」


「素す振ぶり一時間だけなら許可します、だってさ」


　紫むらさき水ずい晶しようを想起させる輝きの双剣。ベンチに抜ぬき身みで置いてあったものを手にとって感かん触しよくをたしかめる。


　昨夜、担当医に無理いって訓練許可をもらったばかり。実戦演習はまだ無理だが、一人で剣の素振りならと渋しぶ々しぶながらに了りよう承しようを得た。


　昨日のユミィの姿を見て、どうしても何かせずにはいられなかったから。


「そんな貴重な一時間ならこんな暗がりでの訓練はもったいないな。あと二、三時間もすれば日も出るのに…………と思ったが、昼間だとユメルダ教官に見つかるからか。見つかったら一時間どころの訓練じゃ済まされないだろうし」


「そうそう。だから今のうちにね」


　左の剣を提さげたまま右手の剣を水平に──


　呼気と同時に右の剣で空を薙なぐ。紫色に輝く刀身が、さながら海を二つに割るように虚こ空くうを切りさいた。


　天てん秤びんで精密な重量を量るように。


　大気の粒りゆう子し、空中の埃ほこり一つ一つの重みを刃は先さきに感じる。


　──感覚は悪くない。


　力の「入り」と「抜き」、水みず飛沫しぶきの飛沫一ひと滴しずくを狙ねらい断つほどに精せい緻ちな刃やいばの軌き跡せき、それを可能にする研とぎ澄すまされた感覚神経と精神状態。どれもが二週間前、負傷して入院する直前と変わらない。


　──動けるか？


　脳から肉体に問いかける。


　筋肉の反応が鈍にぶいが、それは長期間の休息で一時的に弛緩しているだけ。反応が鈍いことさえ理解しておけば対応できる。


　──いける。


　そう悟さとった刹せつ那な、シェルティスは地表を蹴けって虚空へ飛んだ。右から斜ななめに三本、左に水平二本、刃が断ちきる理想の軌跡を空中に描えがく。


「はっ！」


　裂れつ帛ぱくの気勢とともに双剣で空を薙いだ。


　薙ぎ、振ふるい、断ち、突つき上げる。


　虚空に理想の剣線を想定し、それを忠実に再現していく。空間の傷──虚空の切断面に真空が生じ、その真空が消しよう滅めつする前に対ついの剣が新たな真空断層を刻みこむ。流りゆう麗れいに、鋭するどく。見る者に瞬またたきはおろか息いき継つぎすら許さない一いつ瞬しゆんの剣けん戟げきだ。


　最後の一刀を振りぬき、その勢いを殺さぬまま跳ちよう躍やくのはるか前方に着地して──


　ピキッ。


「……痛つっ？」


　何かがひび割れる音と痛みが脳裏で乱反射した。


　……まだ無理できないか。


　側頭部を手で押さえ、身体の負担を鎮しずめるために深呼吸。


「平気か？」


「うん……でもまだ完全じゃないみたい。だいぶ抑おさえたつもりだったんだけど」


「馬ば鹿か、今のが抑えた動きなもんか」


　呆あきれ顔がおで腕うで組ぐみし、モニカが意味深に隣となりの少女へ視線を送る。


「感想は？」


「……撮さつ影えい用のカメラを用意しておくべきでした。等速の映像では目で追いきれません、動きが常人とかけ離はなれすぎているから」


　そう答える華宮の言葉には、珍めずらしくも熱っぽい響ひびきがこめられていた。


「いまの動きは何かの型ですか、演武か何かの」


「そんなお行ぎよう儀ぎいい型じゃないよ。適当に頭の中で動きを仮定して、その通りに身体を動かしただけだから」


「即そつ興きようで今の動き……化け物ですか？」


「そうじゃない」


「え？」


「本当に巫み女こを守りたいと思ったらこれくらいは必要なんだ。ううん、これでも足りないくらいだと思う。僕が並外れて見えるとしたら、それはたぶん比べてる対象が候補生だからじゃないかな」


　候補生の上が正せい護ご士し。正護士のさらに上が錬れん護ご士しと呼ばれる五十人の超ちよう精せい鋭えいたちであり、千せん年ねん獅しの候補たちでもある。


　……その錬護士たちが厄やつ介かいなんだ。


　五十人の超精鋭から選ばれる五人の千年獅。その競争の過か酷こくさは想像を絶するものだ。レオンですら二年前は錬護士だった。かつてシェルティスもたどりついた地位ではあるが、錬護士たちは誰もが桁けた外はずれの実力者であり、その競争は熾し烈れつを極きわめる。三年前に嫌というほど思い知らされたことだ。


「なるほど。たしかに今のは候わ補た生し視点での感想でした。しかしあなたの発言は、私にとっても好都合……」


　好都合？


「シェルティス、やはりあなたは三年前の──」


　神しん妙みような面おも持もちで華宮が呟つぶやくのと同時。


　カチッ。はるか後方で、銃じゆうの安全装置が外された音が聞こえた気がした。


「下がって！」


「え？」


　華宮への警告は間に合わない。瞬しゆん時じにそう判断し、シェルティスはふり向きざまに両の双剣で空を薙いだ。


　消音された弾だん音おん、そして一瞬だけ見えた銃じゆう口こうの角度から弾だん道どうを読む。


　──キンッ！


　硬こう質しつな金属音を立てて弾はじかれる銃じゆう弾だん。


「……な、何をするんですか！」


　真っ先に声を上げたのは華宮だった。


　コート様式の儀礼衣を着た双銃士、そしてスカート姿の少女。どちらも左ひだり肩かたに正護士の徽き章しようがうかがえる。


　ジン、そしてイーシャ。昨日出会ったばかりの二人が悠ゆう然ぜんと歩いてくる。


「安全装置の解除音を聞き取ってからの反応、さすがだな」


「……なにが『さすが』ですか。背後から狙そ撃げきだなんて、正護士ともあろう者がすることとは思えません」


　動どう揺ようを押おし隠した口調で華宮がつめよった。彼女の視線は双銃士がたずさえる黒くろ塗ぬりの単式銃ハンドガンへ──いまなお、その銃口からは糸のように細い白はく煙えんが上がっている。


「とにかく悪い冗じよう談だんはやめてください。いまの行こう為いは教官に報告──」


「まって華宮、いまのは違う。最初から僕たちのことなんか狙ってないよ」


「……はい？　なんて言いましたシェルティス？」


「狙撃されたわけじゃないってこと」


　銃弾を弾いたばかりの刃先で地面を示してみせる。芝しば生ふに穿うがたれた黒色の弾だん痕こん。そこから読みとれる弾道は、自分や華宮、モニカの三人をかすめながらも──その三人の誰だれにも直ちよく撃げきせずに真横をすりぬけて大樹の幹に向かうものだ。


「僕は反射的に弾いちゃったけど、そもそも最初からあたる弾道じゃない」


「理解が早くて助かるわね。無実の罪でユメルダ教官やボスに報告されたらたまったもんじゃないし」


　金色のツインテールを梳くしけずりながらイーシャが自分たちを指さして。


「まあ合格ね。これなら同行を許可してあげる、ついてきなさい」


　合格？　同行？


　意味がつかめずにモニカと華宮にふり向くと、横の二人とぴったり目があった。きっと同じことを考えていたのだろう。つまり。


「ごめん、よくわからない」


「何を言ってるのか意味不明だな」


「あなたの会話機能には重大な欠損があると思われます。良い医者を紹しよう介かいしますので通院してからまたどうぞ」


「なっ！　なによその言い分、せっかくわたしが任務への……むぐぐっ？」


「落ちつけイーシャ。また会話が飛んでるぞ」


　俺が話すとばかりに手で少女の口を覆おおい、双銃士──ジンが双銃をベルト脇わきのホルダーに収納する。


「狙撃の件は驚おどろかしたらすまない。『こっそりねらい撃うちして試ためすわよ』というイーシャの悪のりに付きあってみた結果だ。結果は予想どおりだったが」


「目的は？」


　表情を変えずにモニカが聞きかえす。


「目的はイーシャが言ったとおりだ。俺とイーシャを含ふくむ正護士四人の任務に、そこの双剣使いを誘さそいにきた」


　……僕を？


　ジンとイーシャ。正護士二人の視線がまっすぐに自分へと向けられる。


「今から二十九時間前、自然区の巡じゆん回かい調査にあたっていた候補生が音信不通になった。通信機器の故障か、あるいは何らかの事故かもわからないが……本部は遭そう難なんと判断して救助部隊を派は遣けんした。それが二十二時間前、つまり昨日の早朝だ」


「うん、それはユメルダ教官から聞いてる」


　候補生の中でも有望と目される厳選された人員たち。負傷さえなければ自分も推すい薦せんされるはずだったとは聞いているが。





「その救助部隊も、六時間前に突然こちらからの通信に応答しなくなった」





　ジンの口調に重みが増した。その隣にたたずむイーシャの双そう眸ぼうにすら、今までなかった緊きん張ちようの色が見てとれる。


「六時間前に救助部隊から救難信号が出たの。それで天結宮ソフイア側から状じよう況きようを訊たずねようとした途と端たんに、めちゃくちゃな轟音が通信機の向こうから聞こえて──それきりらしいわ」


「……幽ゆう幻げん種しゆ？」


　怪け訝げんな顔つきでモニカが顔を上げた。


　轟音とは違ちがうが、幽幻種の魔ま笛てきもまた奇き妙みような音色をともなう。救助部隊が強力な幽幻種に遭そう遇ぐうした可能性もあるだろう。


「いいえ。いま解かい析せき班に解読させてるけど、通信機から聞こえた音は幽幻種の魔笛とは別らしいわ。さらにいえば害がい獣じゆうの雄お叫たけびとも違うらしいの」


　流れる長ちよう髪はつを指先で梳る、イーシャ。


「つまり遭難の原因は不明よ。救助本部は事態を重く見て、正護士と巫女見習いによる正部隊を二次隊として救助に派遣することに決めたわ。それにお呼びがかかったのがわたしやジンというわけ」


「……事情はわかった。でも、どうしてその正式な部隊に僕を誘ってくれるの？」


　正護士以上の部隊に候補生が研修として組みこまれることはあるが、今回のような重大な任務にまで参加するような事例は少ない。


「体験学習だ」


　表情を変えずに淡たん々たんとジンが二の句を継つぐ。


「いま、天結宮ソフイアは一人でも多く優ゆう秀しゆうな護士を欲ほつしてる。前回の二人一組ツーマンセル……最初はなぜ俺とイーシャが候補生の相手に選ばれたかわからなかったが、実際に戦ってみてユメルダ教官の意図することがわかった。お前の実力なら遠からず正護士になるのは確実だ」


「なら、いまのうち経験を積んでおくのは悪くないでしょう？」


　あくまで一定の口調で告げるジンに、こちらは胸を張って高飛車な笑みのイーシャ。態度こそ真逆だが、どちらも嫌いや味みな感じはしなかった。


「それって誰かからの推薦？　たとえばユメルダ教官とか」


「当然の疑問だろうが、答えは『否いな』だ。教官も千年獅も関かん与よしていない。最初は俺たちだけで部隊を作るはずだったんだが、イーシャがお前のことを口にしてな」


「ジ、ジン！　余計なことは言わなくていいの！」


　慌あわてて隣の双銃士を肘ひじでつつく少女。


「君が？」


「……ま、いいわ。ジンにばらされたから言うけど」


　高圧的な笑みを浮うかべたイーシャが指を突つきつけて。


「いいこと、わたしは負けず嫌ぎらいなの。二人一組ツーマンセルで負けっぱなしで再戦もしばらくお預けなんて待ってられないわ。救助部隊に同行し、わたしの実力の向上っぷりを目に焼きつけなさい。──感謝することね、候補生が正護士の部隊に参加できるなんて滅めつ多たにないことなんだから」


「でも僕、前にも言ったけどまだ療りよう養よう中だから」


「さっきのあなたの剣けん捌さばきはそう見えなかったけど？……なんていうのは冗談で、任務はわたしとジンがいれば達成されたも同然よ。あなたは記録・通信をやってればいいわ、そうすれば直接動くようなこともないし」


　……そこまで考えて誘ってくれてたんだ。


　素す直なおに嬉うれしい提案だった。部隊に参加できることがではなく、候補生の間であれだけ敬遠されていた自分を部隊に誘ってくれる正護士がいるということが。


「……ありがとう」


「決まりね。それならさっそく支し度たくなさい、出発は一時間後よ」


「でも今回だけは遠えん慮りよさせて」


「え？」


　翡ひ翠すい色の瞳ひとみを輝かがやかせてイーシャが瞬またたき。


「身体からだが治るまで訓練に出るなよって医者に睨にらまれてる。……それに急ぎで取り組みたいこともあってさ。それが時間かかりそうだから」


　だから、ごめん──小さく肩かたをすくめて会え釈しやく。


「つくづく縁えんがないようだな。行くぞイーシャ」


「ホントしょうがないわね。ま、いいわ。次こそ二人一組ツーマンセル戦で勝つんだから、言い訳できないくらい身体を万全にしときなさい」


　意味深な笑みで片目をつむり、ふわりとスカートをなびかせてイーシャが半回転。先を行くジンの後を小走りに追いかけていく。


　二人の背中が小さくなるのを見送って──


「急務で取り組むこととは、わたしに依い頼らいされた幽幻種の件ですか」


　静せい寂じやくをやぶったのは華宮の一言だった。


「それもあるし、モニカに部隊に誘われたばかりじゃん。モニカに部隊に入れてもらって、華宮には幽幻種のことお願いしてて、それで僕だけ別の部隊にも行ってくるだなんて都合が良すぎる」


「当然です。そんな虫の良い真ま似ねするような奴やつ、わたしだって協力する気はありません」


　吐はき捨すてるように口にして彼女がくるりと背を向ける。


「ん？　華宮どこ行くの」


「研究室です。幽幻種の件は急務なのでしょう？……待たせやしませんよ。ああ、これは別にあなたの一連の行動で印象が上がったとかではなく、あくまでエリエとの勝負に勝つための判断です。勘かん違ちがいなさらぬように」


　ふり向きもせずそう答えて去っていく華宮。凜りんと背を伸のばして歩いていくそんな少女を見送って、シェルティスはふっと嘆たん息そくした。


「……信用にはまだ遠いか」


「最初に会った時ほどではなさそうだがな。しかし弱った、このままじゃ彼女も部隊の仲間になってくれるとは考えにくいし」


　ほっとしたような困ったような、腕うで組ぐみするモニカは複雑そうな顔つきだ。


「何か、彼女がお前を信用できると思わせられる材料を探さないとな」


「……そうだね」


　モニカの顔を見ることができなくて、シェルティスはそっと顔をふせた。


　華宮の信用を得るために自分の過去を話すことは……できない。穢歌の庭エデンに堕おちて魔笛を宿した少年がいると知られれば大おお騒さわぎになる。


　その一方で、このまま華宮の信用を得られなければ部隊に必要なメンバーが揃そろわない。これでは正護士に上がるための任務も受けられない。──その葛藤ジレンマ。


「……どうすればいいのかな」


　具体的な方法を見つけられないまま、シェルティスはぼんやりと空を見上げた。
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　コツッ……ツッ……


　色いろ鮮あざやかなステンドグラスからこぼれる日射し。ガラスの色しき彩さいを日光が映し、そのまま無数の色彩が純白の通路を飾かざりたてる。


　あふれる光の通路は広く、そして静まりかえっていた。


　天結宮ソフイア２９０階。


　２９１階建てというこの超ちよう高こう層そうの塔とうにおいて、その頂上『楽園』の真下に存在するフロアである。巫み女このフロアをはじめ、特別なフロアにのみ設置された昇降機エレベータだけがこの階層につながっている。


「……静か」


　あまりに静せい謐ひつ、あまりに無音。大気が透すきとおるほどの音無き回かい廊ろう。


　それはまるで、この厳おごそかな空間においては音すら畏おそれ傅かしずいているかのように。


「……本当に静か」


　通路に幽かすかに反射する自分の声を確かめながら、ユミィは延々と続く回廊を歩いていた。


　この広大なフロアに名のついた部屋は一つだけ。


　皇おう姫ひサラの『夢見の天幕』。


　天結宮ソフイアの絶対階級である皇姫の安息室だ。氷ひよう結けつ鏡きよう界かいを一月祈いのり続けた後に許された三日間の休息をとるための、彼女の私室である。


　巫女でさえここを訪れるのは稀まれ。メイメルは時々「私用よ？」と称しようしてここを訪れるが、ユミィにとってはこれが二度目になる。


　……胸の動どう悸きが止まらない。


　巫女である自分が緊張すると言ったら笑われるかもしれないが、居住区の一いつ般ぱん人じんが巫女を神聖視するように、巫女もまた皇姫を心から尊敬しているのだ。結界を一月祈り続けることがどれほど並外れた行こう為いか──その凄すごさと苦しさの一いつ端たんを知っているからこそ、巫女にとっては皇姫こそが憧あこがれの女性だった。


　そして回廊の終わり。


　見上げるほど巨きよ大だいな金属製の扉とびら。水鏡のごとく光り輝く銀色に、要所要所が黄金色と空色で彩いろどられた扉が目の前にあった。


「失礼いたします」


　扉の前で深く一礼し、扉の鍵かぎの前に手をかざす。


『確認……沁しん理り局きよくとの正常連れん携けい……照合……沁力波形一いつ致ち…………認証中……


　巫女の第五位、ユミィ・エル・スフレニクトールと確認されました』


　扉を開く唯ゆい一いつの鍵は沁力の波形。巫女五人と千せん年ねん獅し、そして給仕役という限定された者でなければ扉を開くことすら許されない。


　ギィッ……厳かな音とともに扉が両開きに開いていく。





　扉の向こうには、気の遠くなるような蒼そう天てんが広がっていた。





　三方をガラス製の壁かべに囲まれ、ガラスの向こうには高度二千メートルの天空。


　フロアの中央に位置する部屋で、どうして壁向こうに空が見えるかわからない。けれど疑念すら圧あつ倒とうしてしまうほどに、目の前の蒼そう穹きゆうは悠ゆう然ぜんと視界いっぱいに広がっていた。


　純白の絨じゆう毯たんが敷しかれた部屋。


　調度品は部屋の隅すみに小さなテーブルと戸と棚だなが一つずつ、それで終わり。一月に三日しか在室しないという事情は納なつ得とくできるが、皇姫という荘そう厳ごん華か麗れいなイメージとあまりにかけ離はなれた閑かん散さんさだ。


　唯一──部屋の中央に設置されているものが巨大な天てん蓋がいつきベッドだった。


　天蓋から下りるレース地のカーテンはほのかな紅べに色いろ。向こう側が透けそうで透けないという絶ぜつ妙みような透かし具合の生地で、その端はしにフリルがついているのが見てとれる。


　そして、薄布の向こうに人ひと影かげがあった。


「こんにちはユミィ。お待たせして申し訳ありません」


「い、いえ！　わわ、わたしこそ……せっかくのおやすみ中におおお邪じや魔ましちゃって！」


　皇姫の声にあわててお辞じ儀ぎ。


　……どうしようどうしよう。


　用意していた挨あい拶さつが頭の中から吹ふっ飛んで、出来たのはろれつの回らない挨拶だけだ。


「そんなに恐きよう縮しゆくしないでいいのに」


　くすっ。


　レース地の向こうで微笑ほほえみにゆれる皇姫の影かげ。


「そこに椅い子すがありますので使ってください。テーブルに水差しがあるので、喉のどが渇かわいた時はご自由に」


「は、はい。ありがとうございます」


　存外くだけた言葉づかいに、ユミィは内心胸をなで下ろした。……良かった。合わせてくれたのかもしれないけど、堅かた苦くるしい言葉づかいは苦手だから。


　それにしても。


　──サラ様、声がとっても若い？


　普ふ段だんの公務では気を張っているからかもしれないが、こうしてくだけた会話調になった皇姫の声は普段感じているものよりずっと若い。いや、幼いと喩たとえるべきだろう。二十代……いいえ、もしかしたらそれよりも────？


「そうそうユミィ」


「はい」


「昨日の挨拶、素す敵てきでしたよ。大盛り上がりでしたね」


「…………はふぅ!?」


　緊きん張ちようでつまっていた息を、ユミィは勢いよく吐きだした。


「な、なな……ななな……み、見てたんですかサラ様！」


「ええ。この部屋から遠視させてもらっていました」


　……は、恥はずかしいよ。


　顔が熱い、きっと耳まで真っ赤になっちゃってるに違ちがいない。


「あ、あれは……その……出過ぎた真似をしました」


「そんなことはありません、むしろ大事な啓けい発はつだったと思います。──それはさておき」


　薄布の奥おく、皇姫の影がゆっくりと身を起こす。


「相談事があるとのことでしたね」


「は、はい！」


　はっと我に返る。まるで心の内を覗のぞかれていた気がして、ユミィは反射的に姿勢を正していた。


「ここは私しかいませんから、好きに話して構いませんよ？」


「……はい」


　法衣の胸むな元もとの生地を握にぎって心を落ちつかせる。聞きたいことと知りたいこと。この時を逃のがせば、次に皇姫に会えるのはまた一月後になる。聞くとしたら今しかない。


「教えていただきたいのは魔ま笛てきのことなんです」


「巫女であるあなたが、いまさら魔笛のことを知りたいとは不思議ですね。魔笛の何を知りたいのですか？」


　半はん透とう明めいのカーテンごしに感じる皇姫のまなざし。


「……人の身に魔笛が宿ったとして、それを浄じよう化かする方法はあるんでしょうか」


「魔笛を洗い流す洗礼系の沁力術式。あなたが得意としている術式がそれでしょう？」


「はい。ですが……」


　胸元にあてた自らの指先をじっと見つめた。


　白い指先と桜色の爪つめ。一月前この指先は、自分の流した血に塗まみれていた。





〝おかしいよね……わたしたち…………なんで……こうやって手を握ることも…………許されない……の……かな…………〟





　ずっとずっと待ってた彼が戻もどってきてくれて、その喜びだけで身体からだが動いて抱だきつきたくて──だけど二年ごしの再会なのに、互たがいに触ふれることすら許されなかった。


　エルベルト共鳴。わたしの沁力と彼の魔笛が反発し互いに傷つきあった、あの狂くるおしいほどにもどかしい炎ほのおの痛み。


　そして二週間前の機械水晶イリスの言葉。





〝考えられる理由は一つだけですね〟


〝ユミィ、あなたは五人の巫女の中でも特に沁力が大きい。あなただけがシェルティスの魔笛と拒きよ絶ぜつし合うのは……あなたの沁力が大きすぎるからです〟





　浮ラ遊グ諸ー島ンにシェルティスが向かう前夜。エルベルト共鳴を起こすのが、自分と彼だけというのがわかった。わかってしまった。


　……そんなの。


　……そんなのあんまりだよ。


「今のわたしでは浄化できない魔笛なんです」


　強すぎる魔笛と沁力。それも互ご角かくの力の反発ゆえ洗礼系の術式すら弾はじかれてしまう。どうすればいいのか悩なやみに悩んで、最後の希望として皇姫にすがるしかなかった。


「なら、たとえばあなた以外の巫女に任せてみては？」


「……それも考えました」


　シェルティスの魔笛と反発するのは自分だけ。


　たとえば春蕾シユンレイが時間をかけて洗礼系の術式をかけ続ければ、もしかしたら浄化は可能かもしれない。だけど……


「わたしが治してあげたいんです」


　そう、わたしが彼の魔笛くるしみを取り除きたい。


　──昨日の挨拶、どこかでシェルティスは聞いてくれていただろうか？


　彼が千年獅を目指すのはわたしのため。


　なら、わたしはその彼の気持ちにどうやって応こたえればいいの？


　ただ待つだけは嫌いやだ。わたしだってシェルティスの気持ちに応えてあげたい。


　だからこれだけは譲ゆずれない、譲りたくないわたしの役目なんだ。……立場だけじゃなく、わたしだってシェルティスに誇ほこれる巫女になりたいから。


　──本物の、洗礼の巫女に。


「何か方法があると思うんです。サラ様ならそれを知ってるかと思って」


「興味深いですね。わたしがそれを知っているかどうかはともかく、魔笛を完全に解かい呪じゆできる方法があると断言できる根こん拠きよがある。そう聞こえます」


「──わたしが信じる根拠は第七天音律ソフイア・コード」


　薄布の先、そそがれる皇おう姫ひの視線を真正面から受けとめた。


「わたし……大聖堂でたしかに見ました。たしかに沁力と魔笛は反発しあいますし、わたしも自分の身で感じました。だけど──」





「同じ魔笛でも、第七真音律エデン・コードだけは大聖堂の扉の審しん判ぱんと反発しなかった」





　今でも忘れないあの瞬しゆん間かん。


　幽ゆう幻げん種しゆの侵しん攻こうに天結宮ソフイアが襲おそわれ、幽幻種に自分と春蕾が囲まれた時だ。シェルティスの音色が、魔笛を拒絶するはずの大聖堂の扉を開けたあの光景。


「魔笛と沁力は……たしかに反発します。だけど、それだけじゃない気がする。巫み女こすら知らない秘密が魔笛にも沁力にもある気がして」


「だとすれば第七天音律ソフイア・コードにも何か特とく殊しゆな力があるのでは、そう思ったわけですね」


「……はい」


　静せい寂じやく。


　永遠にも感じられる沈ちん黙もくをへて、カーテンの奥で皇姫が再び口を開けた。


「結論から言うとかぎりなく不可能でしょうね。理由は、いまの第七天音律ソフイア・コードがあくまで皇姫サラわたしという人間の沁力用に『編曲』されているからです」


「編曲？」


「あまり考えなくても良いですよ。その話は語り終えるだけで一晩かかってしまう上にとても難しい。それにあなたには、まだ別の可能性が残っているから」


　別の可能性？


　想像もつかない。シェルティスの魔笛を取り除く方法なんて、可能性があるとすれば第七天音律ソフイア・コード以外にありえないと思ってた。


「あるんですか！　いったいどんな──」


「ユミィ、藁わらにもすがりたい気持ちはわかります。ですがあなたは巫女という立場にあることを忘れずに。巫女の第五位たる洗礼の巫女として在あるかぎり、あなたは誰だれより洗礼系の術式に長たけていなければならない。……私が何を言いたいか、わかりますね？」


「……あ」


　過熱した想おもいが静まっていくのがわかる。


　──洗礼の巫女ならば自ら方法を見出しなさい。


　皇姫は言外にそう言っているのだ。


「……申し訳ありませんでした」


「ふふ、そんなことはありませんよ。巫女になって一年、あなたは本当に頑がん張ばっているとメイメルも褒ほめていました。彼女が誰かを褒めるのって珍めずらしいですよ？」


　メイメルが？


　たしかに彼女はよくこのフロアを訪れているようだけれど……


「そういえばユミィ、わたしも前から聞きたいことがありました」


「は、はい。なんでしょう」


「大したことではありませんよ。──あ、先ほども言いましたけれど水差しの水は自由に飲んでください。この部屋、少し乾かん燥そうしてますから」


「じゃ、じゃあ御お言こと葉ばに甘えて」


　……よかった、緊張で喉も唇くちびるもカラカラだったから。


　白鳥を摸もした硝子ガラス製の水差しを手にとり、テーブル上のグラスに水をそそぐ。冷たいグラスの感かん触しよくをたしかめながら唇を寄せて。


「ユミィ、あなたはシェルティス・マグナ・イールとどんな関係なのですか？」


「～～～～～～～～～っ!?」


　口に含ふくんでいた水を、ユミィは盛せい大だいにふきだした。


「こっ、こほ……けほ…………ぅっ……ど、どういう意味ですか！」


「あなたが治したいと考えているのは彼なのでしょう。彼に宿る魔笛を打うち払はらいたい。そう考えるのは巫女として？　それともユミィという少女として？」


「アイツ……彼のことご存じなのですね」


「魔笛に汚お染せんされた者ならともかく、魔笛を宿した者といえば浮遊大陸でも該がい当とう者はたった一人ですからね」


　たしかにそのとおりだ。皇姫は知っている、つまり言い逃れもごまかすこともできないことになる。


「両方……だと思います」


「巫女としてと一個人としてと、その両方ということ？」


　無言でうなずく。カーテンごしの皇姫にもその動作は伝わったはずだった。


　……怒られるかもしれない。


　……でも、どうしてもこの想いは捨てられないから。


　私情を捨てきれず、巫女として半はん端ぱ者と思われてしまっているかもしれない。


「褒めることはできませんが、悪いことでもありませんよ」


「え？　あ……」


「怒られるかもって思ったのでしょう？　顔に出ていましたから」


　透すけるカーテン生地の向こう、皇姫が口元に手をあてて微び笑しよう。


「わたしが戒いましめているのは、誰か一人だけを想うあまり巫女の責務を忘れてしまうこと。その一点だけです。巫女であることと人としての情を捨てることは、同義ではない」


「は、はあ……はい」


　なんとも抽ちゆう象しよう的てきな物言いだ。説教されているのか諭さとされているのか、あるいは褒められているのか。皇姫の口調からでは区別がつかない。


「とはいえ、何も与あたえずただ考えなさいというのも酷こくですね。一つだけ、あなたの可能性について鍵ヒントをさし上げます」


　──わたしの可能性？


　──そして鍵ヒント？


「ユミィ、春蕾の『瞳ひとみ』の術式は知っていますね？」


「あ、それは……知ってます。人の沁しん力りよくの『かたち』を見る術式のことですよね」


「ええ。あなたも知ってのとおり、巫女はそれぞれ得意とする術式がある。魔ま笛てきを浄じよう化かする洗礼系はあなた、沁力を広大に展開する結界系がメイメル、そして遠視や念話などの領域系沁力──言うなれば、ものを感知する系統を得意とするのが春蕾です」


　得意とする術式系統。


　そして巫女の中には、得意とする系統でも特に稀き少しような術式を扱あつかえる者がいる。


　最年少の巫女である春蕾がその一人だ。


「春蕾の『瞳』は、私たち一人一人の沁力の『かたち』を見通します。それは、私たちの固有の性質を示すもの。あなたも見てもらったでしょう？」


「……巫女になった日に、メイメルから教えてもらって見てもらいました」


　沁力とは人が生まれた時に有する奇き跡せきの波長であり、精神との結びつきが強い。


　その形状とはつまり、人の心象イメージそのもの──とはメイメルの言葉だ。





〝まー、つまりね。その『かたち』を見ちゃえば人の心を覗のぞいたも同然なわけ。春蕾はそれを見て、誰が信用できるかできないかを判断してるの。


　……対たい人じん恐きよう怖ふ症しようという枷かせを持つ彼女に与えられた、生きるための術。


　そしてあの子は見つけたの。千人をこえる護士の中から──『太陽石おひさまのかけら』という、太陽のように輝かがやき、自分を温かく包みこんでくれる沁力の『かたち』の持ち主を。


　それがレオン。


　だからこそ春蕾は、レオンを自分の千せん年ねん獅しに選んだの〟





「それで、メイメルも彼女自身の『かたち』を教えてくれましたか？」


「ええと……たしか『曇りなき水晶キラキラいし』って言ってました」


　正直どんな基準なのかわからない。


　だけど春蕾は噓うそをつく子じゃないし、彼女にとってはメイメルの沁力が本当にそう見えているのだろう。


「話を戻もどしますが、あなた自身の『かたち』を覚えていますね」


「も、もちろんです！　メイメルが大事にしなさいって教えてくれたから。だからわたし、自分の術式にもそれを…………」







【ele So Phi-a-s わたしにできるArma-Riris全ての願いを……】







　自分の沁力の開放序詞──その内に託たくした『Arma-Ririsアマリリス』という言葉。


　それがわたしの心象イメージ。


「花のつぼみ、でしたね」


「はい」


　春蕾に自分の『かたち』を見てもらった日、彼女は一冊の植物図ず鑑かんを持っていた。


〝…………ユミィの『かたち』は、花のつぼみ〟


〝…………この花のつぼみにすごく良く似てる〟


　アマリリス──緋ひ色いろの花弁をもつ小さな花だ。


　薔ば薇らよりも鮮あざやかで、炎ほのおよりも純じゆん粋すい。そんな真実の赤を宿した花。


「あ……で、でもサラ様？　それが、わたしと何か関係が」


「いずれわかります。あなたの心が成長し、あなたの心象イメージが花開いた時にね」


　皇姫のそれは、まるで優やさしく諭す母親のような口ぶりだった。


「多少寄り道をしましたが、わたしが言えることは一つだけ。──ユミィあなたは、あなただけの可能性を開花させなさい。それがあなたの願いを叶かなえる唯ゆい一いつの方法です」


「心に、刻んでおきます」


　……方法はあるんだよね？


　抽象的な話だけれど──わたしに希望を持たせるためにサラ様が噓を言ってるとは思えない。なら必ず、シェルティスの魔笛を浄化する方法はある。


　それだけで大収しゆう穫かくだ。それさえわかれば……どんなに苦しくたって諦あきらめない。


「ありがとうございます。少し気持ちが楽になりました」


「役に立てたのならば良かった。これからのあなたの活かつ躍やくに期待しています」


「はい、それでは失礼します」


　一度大きく会え釈しやくして、ユミィは『夢見の天幕』を後にした。





　淡い黄金色オフゴールドの髪かみの巫み女こが部屋を去ったその後で。


「……ふぅ」


　皇おう姫ひサラ──そう呼ばれる女性は大きく息を吐はきだした。


　瑞みず々みずしい若葉を想わせる声。公の場よりも、ユミィと話していた時よりもなお幼い──それは一人の少女の声だった。


「難しい。本当に難しいです、ものを教える時のさじ加減というものは」


　溜ため息いきに重ねて手を伸のばし、ベッドの天てん蓋がいにかかった透すかしのカーテンを持ちあげる。目を灼やくように強い日射しに目をほそめ、再びカーテンを下ろしていく。


「まだこんなに明るい時間……大浴場で水浴びをしたかったけど、この時間は人目につくだろうし。夜まで待たないとだめですね」


　どのみち、氷ひよう結けつ鏡きよう界かいの祈いのりを一月続けた疲ひ労ろうのせいで身体からだがろくに動かない。まだしばらくは休息が必要だ。


「夜まで寝ねましょう」


　誰だれにともなくそう呟つぶやいて、サラは再びベッドに倒たおれこんだ。





　　　　２





　天結宮ソフイア11階、候補生宿舎。


「それでは第三十二問、あなたが幽ゆう幻げん種しゆになったと思って答えてください。結界を破って浮遊大陸に侵しん入にゆうした幽幻種ですが、最初に狙ねらうのは人ですか建物ですか？」


「……人じゃないかな」


「第三十三問。その理由は？」


「今まで見てきた幽幻種がそうだった気がするから」


「過去の類るい似じ状じよう況きようからの推測というわけですね。では第三十四問──」


「ちょ、ちょっと待って！　さすがに一回休きゆう憩けい、あと僕からも質問！」


　高速で何かを入力し続ける少女をさえぎって、シェルティスは椅い子すに座すわった姿勢で手を上げた。


「質問の内容に対する質問であれば受けつけません。それ以外ならばどうぞ」


　目の前の彼女──華宮は変わらず正面の画面を向いたまま、こちらに返事をしながらも指先が器用に演算機コンピユータの鍵キーを打ち続けている。


「これ……いつまで続くの」


「最初に説明したとおりです。幽幻種の規則性パターン導出の参考にしたいので、それが一定の情報量たまるまでですね」


「もう一時間は回答しっぱなしだと思うんだ？」


「それはあなたの口ごもる回数に比例しているだけです。モニカはあなたの半分の時間で済みましたよ。ね、モニカ？」


　華宮がふり向く先で、桜色の髪をした少女が律りち儀ぎにうなずいてみせる。


「ああ。質問の内容はわたしの時と違ちがうが、わたしは迷わなかったな」


「そうです。思うにシェルティス、あなたはまだ自分が幽幻種だと自分に暗示しきれていない。もっとこう、なりきってください」


「……前向きに頑がん張ばる」


　気を取りなおして深呼吸。


　始まりは、塔とうの36階で夕食をとって自室に戻ってきた直後だった。


　タイミング良く華宮とモニカが二人して部屋に押しかけてきて、何の用かと思えばこうして延々と聞きとり調査。華宮に依い頼らいした解かい析せきの一いつ環かんという話だから協力しようとは思うけど、一時間以上も質問に答え続けるのはさすがに苦しい。


「休憩時間は終わりです。第三十四問、あなたが幽幻種になったと思って答えてください。向かって左側に綺き麗れいな女性が倒れていて、右側には筋きん骨こつ逞たくましい剣けん士しが剣を構えています。どちらを狙いますか？」


「……すっごい答えづらいんですけど？」


　結果──


　演算機コンピユータに入力を続ける華宮の指先が止まったのは、さらに二時間後のことだった。


「これくらいで良いでしょう、お疲つかれさまでした」


「質問終わり？」


「はい、わたしの方で最後の調整中ですが、あなたにしてもらう作業は終わりです。モニカも協力ありがとうございます」


　口早にそれだけ告げて、華宮が再び画面と睨にらみあう。その瞳はアイシェードに隠かくれて見えないが、瞬まばたきすらしていないに違いない。


「長かったな」


「僕のせいじゃないってば」


　モニカの憫びん笑しように溜息で返事して、シェルティスはベッドの隅すみに腰こしかけた。


　ある程度の規模が与あたえられた華宮の研究室と違い、ここは候補生である自分の部屋だ。床ゆか面めん積せきもせまいし、三人分の椅子はない。


「じろじろ見てしまって悪いが……部屋の間取りは、男も女も似たようなものだな」


　興味深そうに部屋を見回すモニカ。


「モニカの部屋もこんな感じ？」


「そうだな、わたしは……」


「いいえ。モニカの部屋はもっとがらんとしてますよ。化け粧しよう品ひんも私服もほとんどないし、物を置くスペースが必要ないんです」


「──うっ……ぐ？」


　耳ざとく聞きつけた華宮の返事に、モニカが珍めずらしく口ごもる。


「か、華宮！　人の部屋のことなんか話してる余よ裕ゆうがあれば分ぶん析せきを進めろ。今日中には終わらせると豪ごう語ごしてたじゃないか」


「ちょうど終わったところです」


　画面上で湧わきあがるように羅ら列れつされていた何千列という文字群。それがことごとく画面から消しよう滅めつし、中央に『計算結果』と表示された一文字が浮うかびあがる。


「どう？」


「……『予想どおりの予想外』というほかありませんね。紙に出力します」


　表示された画面に華宮の指先が触ふれるや、テーブル上に置かれた印刷機が起動を始めた。数秒とたたず、印刷された紙が二組二枚ずつ吐きだされる。


「どうぞ、シェルティスもモニカも確認ください」


「えっと……一枚目は数式ばっかり並んでるけど、これが計算結果ってやつ？」


　紙を埋うめつくす数式の羅列。等号に不等号だけでなく、見たこともない数学記号がいくつも連なっている。


「そうです。言葉に訳すならば、先ほども言いましたように『予想された予想外』とでも言いましょうか。幽幻種の行動原理がどれだけ無茶苦茶で人の思考からかけ離はなれているかがよくわかるデータです」


　自分用にも一枚印刷し、それを指さしながら華宮が読み進めていく。


「たとえば幽幻種が最優先で狙うのは人なのか建物なのか。人だとしたら大人か子供か、男か女か。ほかにも赤の服と黄色の服ではどちらが狙いやすいか、同じ建物でもホテルと商業ビルはどちらを狙いやすいか等々──さきほどシェルティスとモニカにも同様の質問をしましたが、結果としては『まったくアテにならない』」


「わたしたちの回答が、か？」


「はい。二人の回答には一定の法則性が見出せます。たとえばモニカは強力な相手から先に、シェルティスは倒しやすい相手から先に狙う、というように。しかし幽幻種はそういう偏へん向こうがまるでない。まるでアミダクジで相手を選んでいるかのように」


「相手を選ばないっていうのはさ、無差別ってわけじゃないの？」


「そう言いきれないのが一番厄やつ介かいなところです」


　アイシェードの下、華宮が重々しい口調で言葉を続ける。


「何でしょう……決して数値化できない人外の法則、いまだわたしたちの知らない法則が幽幻種にあるような気がするのです。もっともそれは既き存そんの研究でも散々議論されつくしたものではありますが」


「それを見つけるまでは打つ手無しというわけか？」


「とんでもない」


　華宮が意味深に笑みを深めた。


　まるでその一言を待っていたとでも言いたげに。


「とりあえず説明は後回しです、何も考えずに二枚目の紙を見てください」


　促うながされるまま一枚目の紙をめくって二枚目に。


　先の数式と一変し、今度は鮮あざやかな色をふんだんに使用した図表だった。浮ふ遊ゆう大陸の地図上に無数の『▲』が赤で点てん描びようされ、それとは別に青い有機的なラインが浮遊大陸の各所を横断するように描えがかれている。


　……ふしぎな図だ。


　赤い『▲』と青の軌き跡せき。使用しているデータが異なるのか、赤字と青字が重なる箇か所しよがほとんど地図上に見当たらない。


「おおよそ見当はつくと思いますが、地図は浮遊大陸の地図をそのまま。その上に描かれた赤字の『▲』が、幽幻種が二回以上出現した場所。そして……その結果を反映し、今後幽幻種が現れるだろうと推測されたパターンが青い軌跡になります」


「待て華宮、一つ教えてほしいんだが。赤字の『▲』が過去に頻ひん繁ぱんに出現した地域だというなら、そこが有力な出現地帯と考えるのが妥だ当とうじゃないのか？」


「過去の履歴データは幽幻種に通用しません」


　モニカの問いに答える華宮の口ぶりには、絶対に近い自信が含ふくまれていた。


「おそらくは、二回以上同じ箇所に出現したのも単なる偶ぐう然ぜん。ですからわたしが取りいれたものは、人の思考をまるで裏切る思考──シェルティスとモニカ、それにわたしの選せん択たくを人間的思考の代表として仮定し、ことごとくその逆をいく選択を入力しました」


「……それでうまくいったのか？」


「うまくいくわけありません」


　あまりに軽々しく、華宮は自分の行動を否定してみせた。


「だって演算機コンピユータそのものが人間に使いやすい法則プログラムに従って設計されてるんですよ。何度『数式誤り』、『設定外エラー』が弾はじきだされたかわかりません。──ええ、全て予想どおりです。そうでなくては困るんです」


　今までにない熱と強さ。


　そして今までにない自信が、彼女の言葉にはこめられていた。


「今回の青のパターン軌跡がそのエラーの点描です。何百何千回というエラーを発生させ、点でしかなかった不明領域を無数に連ねることで一本の境み界ちを完成させました」


　人の思考の領域外。


　人の作りし演算機コンピユータの領域外。


　理解不能の領域を局所的に発生させ、それを無数に連ねた未知の境界。それが華宮の考える、幽ゆう幻げん種しゆの棲すまう穢歌の庭エデンの法則？


「青の軌跡の中で、『●』で点描された箇所がいくつかあると思います。それが最も抽ちゆう出しゆつに苦労した──言うなれば、『理解不能』の度合いが濃こかった箇所です」


「……全部で五箇所だね」


　自然区に二箇所、生ビ態オ生ト育ー野プに三箇所。


　これが華宮の導きだした、幽幻種の発生が予測される場所なのだろう。


「説明は以上です。短時間ではありますが、誠意をもって取り組んだつもりです。質問があれば受けつけますが」


「専門的なことは僕にはわからないけど」


　渡わたされた紙をじっと握にぎりしめて、シェルティスは華宮を正面から見つめた。


「ありがとう、このデータ大事に使わせてもらうから」


「はい。ですが、前にも言いましたように協力はこれっきりです。今回はエリエやモニカの顔を立てる意味で奮起しましたが、わたしがあなたのために行う協力は二度とないと思ってください」


「……厳しいんだね」


「わたしから訊たずねた『あの問い』に答えてくれれば考え直しますよ。……それはともかく、モニカはどうするつもりですか。あなたもシェルティスに同行して、わたしの分析結果を検証して回る気で？　言っておきますが、それは任務外の余計な雑務ですよ。褒ほう賞しよう点てんも出ませんし、徒労に終わる可能性の方がはるかに高い」


　華宮の疑問は鋭するどくも正論だ。


　今回の分析依い頼らいは自分が勝手に行ったことであって、その検証にモニカまでついてくる必要はない。こんなことに手を出すのなら、一つでも多く任務を達成して褒賞点を稼かせいだ方がいいに決まってる。


　……モニカだって早く正護士に上がりたいだろうし。


　気づかれないようにそっと横目で彼女を見つめ────シェルティスは、思いがけない光景に息をのんだ。


　……モニカ、笑ってる？


「もちろんわたしも見て回る。シェルティスが行くところならどこだって」


　桜色の長ちよう髪はつをかすかにゆらせて少女はうなずいた。


　口元に、小さな小さな微び笑しようをうかべて。


「たしかに候補生としては任務外の行動かもしれないが、わたしはシェルティスと一いつ緒しよに正護士を目指したくて部隊に誘さそった。だからついていくさ」


「……シェルティスを信用しているのですか」


「そうだな。華宮がわたしを信用してくれているのと同じだ」


「…………」


　その沈ちん黙もくは、華宮が今まで見せたなかでもっとも長いものだった。


「……わたしとしても自分の分析結果は気になるところです」


　なかば呆あきれた様子で彼女が腕うで組ぐみし、


「データだけ渡してあとは任せたというのも性に合いません。シェルティス、あなたが調査に向かう時はわたしにも一報を。わたしも同行します」


「いいの？」


「友人モニカが行かないのであれば断るつもりでしたよ。それに研究結果の検証は行いたいところです。わたしの予想したポイントに幽幻種が現れれば……遭そう遇ぐうしたくはないのですが、わたしの理論が正しかったと証明できますからね」


　背を向ける華宮。


「それではわたしはこれで、夜も遅おそいで…………っと……」


　その身体からだが斜ななめにゆらめいた。


「華宮？」


「へ、平気ですモニカ。ただちょっと……三十三時間ほど不ふ眠みん不ふ休きゆうで集中してたもので、そろそろ疲つかれが」


　よろよろと起き上がり、傍そばにあったテーブルに手をついて華宮が息をととのえる。


「まったく、変わらないなお前は」


「ええ。熱いシャワーでも浴びてから仮か眠みんをとってきます」


　苦笑顔のモニカに見守られて華宮が通路を進んでいく。その弱々しい背中を見つめ、シェルティスは自分でもわからないうちに顔をしかめていた。


「……なんだか申し訳ないや」


　三十三時間。華宮が去りぎわに口にした時間は、最初に彼女と会った時から今にいたるまでの総時間そのものだ。つまり依い頼らいを引き受けてから今まで、彼女は一いつ睡すいもしないで分ぶん析せきに集中していたことになる。


　……最初はあんなに嫌いや々いや取りかかっていたはずなのに。


「いつものことだ、あれも彼女の性分だから。それよりこっちはどうする？」


　落ちついた様子で扉とびらを閉めるモニカの手には、華宮から渡された二枚の紙が今も握られたままだった。


「焦あせる必要はないが、せっかく渡されたんだ。早めに一いつ箇か所しよくらい見ておくか？」


「近いところからね」


　広大な浮遊大陸の地図に描かれた青の軌跡。そこに「●」で点描された箇所こそ華宮の予想した幽幻種の出現箇所。


　それが自然区に二箇所、生ビ態オ生ト育ー野プに三箇所。ここから最寄りの場所は──


「自然区の西エリア、第四区画か。……半はん端ぱな距きよ離りだな。飛ひ行こう艇ていだと近すぎるし、天結宮ソフイアの輸送車だと五、六時間はかかる」


「軽い遠足だね。あそこは草原が広がってるからハイキングにはぴったりだし」


　紙を睨にらみつけるモニカの隣となりで、シェルティスは自室にあてがわれた護士用の入力端たん末まつを起動した。員章に印字されたIDとパスワードを入力し、護法院が保有する四人乗りの輸送車を専属予約チヤーターしてしまう。


　と、それを後ろで眺ながめていたモニカが、ふとこちらの横顔をのぞきこんできた。


「ところで気になっていたんだが、エリエから連れん絡らくは？」


「華宮と同じお願いをしてた件ならまだ連絡ないよ。機械水晶イリスの点検に時間かかるって言うし、しばらく時間かかるだろうけど」


　何か気になることが？──首をかしげてみせると、彼女の方は困ったように虚こ空くうへと視線をやって、


「気になってるんだ。エリエと華宮の分析結果が一いつ致ちしてれば最良だろうが、そんな可能性は……その、二人には悪いが低い気がして」


「そうだろうね」


　モニカが口ごもった理由は想像がついた。


　結果的に二人に頼たのむことになった手前、二人の分析結果には差が出るはず。だとしたら、どちらの分析を信じて行動すればいいのだろう。


「お前はどっちを信じるんだ？」


「両方だよ」


　突つきつけるように訊ねる少女へと、シェルティスは肩かたをすくめておどけてみせた。


「華宮が出してくれた地点もエリエが出してくれる地点も、全部片かたっ端ぱしから行ってみる。何かわかれば大成功だし、何も出なくたって運が悪かったで済むじゃない」


「本気で浮遊大陸中を練り歩くはめになりそうだな」


　呆れ笑いを浮うかべてモニカが背をひるがえす。


「とりあえず今日は解散だな。エリエから連絡があったらわたしにも教えてくれ」


「了りよう解かい。じゃ、おやすみ」


　小さく会え釈しやくして退室する少女。その足音が扉伝いに聞こえなくなるのを確かめて、シェルティスは再び護士用の入力端末へと目をやった。


　……一つだけ、モニカには言えなかった気がかりがある。


「今のは偶ぐう然ぜん？　だとしたら」


　わずかな動どう悸きを胸に押しこめ、入力端末の画面を展開していった。


　輸送車を専属予約チヤーターした画面を一つ展開した先の画面。いま現在、天結宮ソフイアで誰だれが輸送車を使用しているのかが一覧表になっている。





『使用者イーシャ・イス・イシマエル


　使用目的「その他緊急辞令」　行き先「自然区西エリア、第四区画」』





「同じ、だよなあ」


　頰ほお杖づえをついた肘ひじ先に置かれた紙は、華宮が作成した幽幻種の発生パターン図。


　点てん描びようされた五つの「●」が特に出現可能性が高いとされる地点だが、その中でもっとも天結宮ソフイアから近い「●」こそが自然区の西エリア、第四区画。


　つまり自分たちが行くつもりで輸送車を借りた地点が、人イ形ー遣シいヤと双銃士ジンの向かった場所とぴたりと重なっているのだ。


「偶然……そんなことありえるのか？」


　あの二人の任務は音信不通となった候補生たちの救助。そしてその地点は、華宮が予測した幽幻種の発生箇所でもある。





〝六時間前に救助部隊から救難信号が出たの。それで天結宮ソフイア側から状じよう況きようを訊ねようとした途と端たんに、めちゃくちゃな轟ごう音おんが通信機の向こうから聞こえて──それきりらしいわ〟


〝遭そう難なんの原因は不明よ〟





「……遭難原因は不明か」


　自然区を調査していた候補生の部隊がまず音信不通。それを救助にいった一次隊もまた音信不通。二次隊に派は遣けんされたのがイーシャとジンを含ふくむ正護士の部隊。


　胸がざわつく……嫌いやな予感がしてならなかった。


　単なる通信機の故障による音信不通とは思えない。だとすれば何が原因なのか。幽幻種でも獰どう猛もうな害がい獣じゆうでもないのであれば──


「何事もなければいいけど」


　椅い子すの背にもたれかかり、シェルティスは天てん井じようを見上げたまま瞼まぶたを閉じた。





　　　　３





「くしゅ、くしゅんっ！」


　絢けん爛らんな内装の宿しゆく泊はくルームにて、エリエのくしゃみが盛せい大だいに響ひびきわたった。


「あー……なによこのくしゃみ。空調のせい？」


　口元を手で押さえたまま鼻をぐずらせる。


『あるいは噂うわさされてるか、ですね』


　笑いを押し殺したような声は手元の機械水晶イリスだ。今は水すい晶しよう部分にケーブルを何本も連結し、特とく殊しゆな器具で演算容量を計測中の身である。


「んー誰だろう。ユトはお出かけって言ってたし、料理長はもうとっくに寝ねてる時間だし、となるとシェルティスね、あるいは大穴で華宮かも」


『さらに大穴で両方という可能性もありますね』


　嬉うれしそうに点てん滅めつする機械水晶イリス。


「ったく。あたしがこんな素す敵てきルームに泊とまってるからって羨うらやましがってるのね」


　沈しずみこむように柔やわらかなクッションソファーに座すわりこみ、右手で端末を入力しながら左でテーブル上のカップを手に取る。


「あーでもホントすごいなあ。天結宮ソフイアにこんな豪ごう華かホテル入ってたんだ」


　頭上には職人手製のシャンデリアが淡あわく輝かがやき、絨じゆう毯たんは植物の葉と蔓つるをかたどった幾ア何ラ学ベ装ス飾ク模様。リビングは鬼おにごっこができるほど広く、バスルームは宝石のように磨みがかれた乳白色の天然石。窓にかかるカーテンも全すべて天鵞絨ビロードという豪ごう奢しやな調度品ばかり。


　天結宮ソフイア２４７階の宿しゆく泊はく施し設せつ。


　本来なら統政庁など組織の貴き賓ひんしか予約できない最高級ルームである。それを機械水晶イリスがこっそり不正侵しん入にゆうし、エリエとは別の名前で借り受けたのだ。


「うん、何より広いっていうのが気に入ったわ。ここなら好きなだけ機械とか持ちこめるし作れるもん。ケーブルが絡からまることもないし、電源不足でブレーカー落ちるってこともなさそうだから」


『ふふ、あなたらしい理由です』


「ユトも連れてきてあげたかったな。こんな時にお出かけだなんて勿もつ体たいな……ふぁぁぁ。ああ、やばい。なんかくしゃみした時に気が抜ぬけちゃったみたい」


　洩もれかけたあくびをかみ殺して首をふる。


　カップに入れた熱い珈琲コーヒーを何なん杯ばいも飲んではいるのだが、さすがに四十時間近く不眠不休は身体にこたえる。


『ずっと私の点検に集中してましたからね。恐きよう縮しゆくです』


「んーん、あたしも楽しいし」


　点検に必要な機器は、すべて機械水晶イリスの指示通りにネジ一本から作ったものだ。普ふ段だんなら絶対に選ばない製法で、論理で、素材で作る機器──それが楽しくてたまらない。


　創作意い欲よくといえばいいのだろうか。


　とめどなく水のわきでる泉のように、自分ならこうする、自分ならこう改良する、そうした想像が次から次にわいてくる。


「あーちょっと待ってね。思いついたアイデア残しときたいから」


　ツナギのポケットから取りだしたのは、厚みが辞書ほどもあるメモ帳だ。元はこの半分にも満たない厚みのメモ帳だが、頁ページの合間合間に新しい頁をつぎ足してここまで厚くなってしまった。


　すでにぎっしりとメモ書きされた頁に付ふ箋せんをとりつけ、その余白に新しいメモをざっと殴なぐり書がき。


『おや、意外』


「メモ帳が？」


『はい。てっきり電子媒ばい体たいに記録するかと思いきや、紙媒体。意外なところでアナログ派なんですね』


　機械水晶イリスが声を弾はずませているからには、言葉どおりよっぽど意外だったに違ちがいない。


「不便よ。あたし字も綺き麗れいじゃないし、きちんと整理して書いてるわけじゃないもん」


『ではなぜ？』


「んー。たぶん、その不便さが良いんだと思う。電子媒体に残しておくとデータの複写も簡単だし、削さく除じよしたと思っても実は残ってましたなんて嫌だもん。誰かに見られたら恥はずかしいメモでも、このメモ帳ならあたし以外誰も理解できないだろうから」


『…………』


「おかしい？」


『と、とんでもない！　良いと思います！』


　なんだか慌あわてたように機械水晶イリスが点滅。


「あはは、別にそんな無理しなくていいのに」


『い、いえ、違うんです…………実はその、機械の私が言うと笑われるかもしれませんが、あなたを見ていると昔のことを思いだしてしまうんです。……それで、ちょっとだけ記録の海を漂ただよってました。感傷に耽ふけってしまって』


「へえ、昔のことって？」


『あなたに良く似た女性のことです。彼女もメモ帳によくメモを残してて、理由を聞くと『だって見られたら恥ずかしいもん』と言ってました。ええ、彼女もあなたと同じ機械士ですよ』


「へえ」


　面おも白しろい人がいるなあ、メモ帳を使う理由まで同じ機械士だなんて。


「そんなにあたしに似てるんだ？」


『顔だちも性格も、あなたの生き写しのような女性です。──あ、でも彼女は割とドジっ子でしたね。設計書を書かせると大体一いつ箇か所しよは大おお間ま違ちがいをしでかす人で、いまの時代のあなたの方が優ゆう秀しゆうだと思います』


「…………」


　静かに、けれど確かな昂こう揚ようをまじえて物語る機械水晶イリスの口ぶりは、なんだか──自分のとっておきの人を紹しよう介かいするように楽しげで。


　……そしてその裏返しで、たぶんその人はもういない。そんな気がした。


「その人、イリスにとって大切な人だったんだ？」


『はい』


　機械水晶イリスの返事を何度も何度も嚙かみしめて。


　──ああ、だからイリスはあたしに点検を頼んだんだ。


『どうかしましたか？』


「ううん、何でもないよ」


　こぼれかけた笑みを、エリエはあわててぬぐいさった。


　……きっと重ねてるんだろうね。


　……その大切な人と、あたしのこと。


　機械水晶イリスは気づいてない。たぶん自覚もしてないうちに、重ねてる。


　シェルティスが入院してあたしを呼んだのも、きっと本当に寂さびしくて、それで一番頼たよりたい人を知らず知らずのうちに呼んでいた。その人に良く似たあたしを。


　──なんて。


　──なんて愛いとおしく、人間の弱さを併あわせもった機械なんだろう。


「よしよし、イリスは良い子だね～」


『へ？……ちょ、ちょっとエリエ、撫なでないで！　くっ、くすぐったいです！』


　水晶の表面を撫でられて機械水晶イリスが動どう揺よう。その様子もまたおかしくて。


「あのさ、その人ってもしや」


『……はい。私の────────』


　その時だった。


　何の前ぶれもなく機械水晶イリスが沈ちん黙もくし、その水晶からも輝きが失われる。


「あ、あれ……イリス？　なんか不具合？」


　点検不備かと思いきや、水晶と連結したケーブルは外れてないし、演算機能を計測するモニターも問題ない。一見したかぎり異状はなさそうだけど。


「おーい、イリス？　寝ちゃった？」


『……あ、ご、ごめんなさい。ちょっと気になる情報が天結宮ソフイアの回線に流れていたもので、ついそっちに手を伸のばしてました』


「あらら回線傍ぼう受じゆ？　だめだよイリス、余計なことしてたら正しい点検できないのに。……って言いたいけど、そんなこと最初からわかってるか」


　つまりそれだけ重要な情報が流れていたというわけだ。


　それもこの深夜、誰だれもが寝ね静しずまる時間に？


『護法院──護士の司令部がある局ですが、そこで緊きん急きゆうの会議が開かれるようです。……しかもこの機密レベル、皇おう姫ひからの勅ちよく令れいですね。巫み女こや千せん年ねん獅しも同席するレベルの会議のようです』


「それって、やっぱすごいんだよね」


　一いつ般ぱん人じんである自分には細かい規律がわからないが、この夜中に巫女が呼びだされるなんて相当だ。──何があったんだろう？


「まさか幽ゆう幻げん種しゆ」


『いえ、その場合はまた別の特殊回線が用いられます。これはそれと別──ただ、急を要する事態が発生したのは確かでしょうね。ひとまず様子を見てみましょう』


　そう言って、機械水晶イリスは再び沈黙した。




　第四章　『１時間　─イーシャ─』







　　　　１





　──何かおかしい。





　形容しがたい違い和わ感かんに襲おそわれて、シェルティスはベッドから跳はね起おきた。


「……なんだ？」


　壁かべに掛かけてある時計の時刻は三時。朝と括くくるには早すぎる時刻、夜と朝の境目となる時間帯だ。自分や他の候補生が早朝訓練をするにしてもまだ早い。そう、誰もがまだ寝静まっている時間のはずなのに。


　……外がさわがしい？


　目を覚ました違和感の正体はざわめきだった。それも部屋の外──通路から。


　誰かが大声で騒さわぎ立てるような騒そう音おんではない。むしろ逆、寝ねている者に気づかれないように誰かが息を殺して歩いている不自然な気配。早朝に出発する部隊？　いや、それにしては通路の行きかいが多すぎる。


　なんだろう。すごく嫌いやな空気だ。


　泥どろ沼ぬまに引きずりこまれたような、息のつまる重苦しい空気。かつて何回か感じたことがある。そしてこういう時の自分の勘かんは、悪いときにかぎって当たる。


　──様子だけ見てみるか。


　部屋の扉とびらをおそるおそる開いていく。


　と、ちょうど扉の開いた先を人ひと影かげが通りすぎていくところだった。暗くら闇やみに紛まぎれる紺こん色いろのスーツを着用した長身の女性で、口元の煙草たばこの火が幻げん灯とうのように燃えている。


「……ユメルダ教官？」


「シェルティスか」


　自分の教官である女性がふり返った。その背後には彼女に付き従うように数人の護ご士し。いずれもが純白の儀ぎ礼れい衣いの肩かた口ぐちに正護士の徽き章しようをつけている。


　──やっぱりだ。何かがあった？


　この真夜中に教官が複数の正護士を連れて歩く理由など普ふ通つうはない。あるとすれば何か緊急事態が発生した際の…………





〝遭そう難なんの原因は不明よ。救助本部は事態を重く見て、正護士と巫女見習いによる正部隊を二次隊として救助に派は遣けんすることに決めたわ。それにお呼びがかかったのがわたしやジンというわけ〟





　思いあたるのは一つだけ。


「まさか……教官!?」


「なるほど、悪いタイミングでお前と出くわしたもんだな」


　滅めつ多たに見せない苦笑をうかべて教官が煙草の端はしを嚙みつぶす。


「説明してる時間はない、私はこれから会議に向かう。……お前にも関かかわりがあると思うのならば22階へ行け」


　22階。それは自分がつい数日前まで入院していた塔とう内ない医院のあるフロア。


「……どういうことですか」


　拳こぶしが震ふるえているのがわかる。


　つっ……汗あせが頰ほおを伝って顎あご先へ。顔は熱いのに背中は氷を入れたように冷たかった。


「くっ！」


「シェルティス！」


　教官の怒ど声せいに、踏ふみだそうとする足を懸けん命めいに押しとどめた。


「一つ約束しろ。間違っても勝手な行動を起こすなよ。既すでに三次隊──千年獅の爛ランが指揮をとる部隊の出動が決まっている」


「…………」


　それに答えぬまま背を向けて、シェルティスは先にある昇降機エレベータへと駆かけた。
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　昇降機エレベータの扉が開いてすぐ、煌こう々こうと差しこむ照明に目を灼やかれた。


　……こんな時間なのに照明が？


　早はや鐘がねを打つ胸の焦あせりを押さえつける。眩まぶしい通路を早足で進み、医院の受付へと続く最後の角を曲がった目の前に──


　傷つき倒たおれた護士たちが、何人も何人も横たわっていた。


「……ひどい」


　ベッドに寝かされ衰すい弱じやくしきった候補生たち。純白だったはずの儀礼衣は土砂にまみれ、応急処置として巻かれた包帯からは赤いものがにじんでいる。


　飛びかう怒声、指令。


　医師が慌あわただしく診カ療ル録テをめくっては大声で連れん絡らくを取り合い、看護士たちは医薬品を両手に抱かかえて狭せまい通路を駆けぬけていく。


「突つっ立たってないで横どいて！　邪じや魔まだから！」


　自分が立っていた場所を担たん架かが猛もう烈れつな勢いで通過していく。それも一台ではなく二台、三台……昇降機エレベータに乗りきらなかった担架もあるとすれば相当な数だろう。


　いったいどうして。


「何だっていうんだ……！」


　下した唇くちびるを嚙みしめ、人の流れの隙すき間まをぬって受付をくぐりぬけた。寝かされた候補生一人一人の容態を確認しながら奥おくの診療室へと進んでいく。


　最後に。


　ベッドに寝かされた一人の双そう銃じゆう士しと、その脇わきのベンチにじっと座すわってうつむいたままの少女が視界に映って──シェルティスは足を止めた。


「イーシャ？」


「……双そう剣けん使いの」


　顔を上げた少女の目は真っ赤に腫はれ上がっていた。


　儀礼衣は肩かたや腕うでの各所が擦すりきれて、あらわになった肌はだは青黒く内出血しているのが見てとれる。スカートからのぞく両足も土砂が付着したままだ。


　しかし驚おどろくべきは、他の護士が重傷の身で寝かされているなかで、彼女だけはかろうじて軽傷で済んでいることだろう。


「ちが、……う……の」


　少女の声に嗚お咽えつが混じった。


「……ジンが……わたしを庇かばったの」


　人工呼吸器をつけたまま眠ねむる双銃士。


　──うん。


　それはふしぎと、二人の姿を見た瞬しゆん間かんに感じとれた光景だったから。


「……わからないよ、いったい何が起きたのさ」


「何が起きたかですって？」


　声を上ずらせてイーシャがこちらを睨にらみつけた。


「そんなの……わたしが聞きたいくらいよ…………なんで、なんでこんなことに……」


　肩をふるわせる彼女をじっと見守る。いま必要なのは言葉ではない。彼女が恐きよう慌こう状態から抜ぬけだして心を落ちつかせるための時間だったから。


　やがて、イーシャの瞳ひとみに理性の色が灯ともった。


「……ごめんなさい。取り乱したわ」


　荒あれた息を落ちつけるように少女が深呼吸。強い──動どう揺ようを理性と自尊心で押さえつける強きよう靭じんな精神力に、シェルティスは素す直なおに頭を下げた。


「こちらこそ、いきなりごめん」


「いえ……こんな時間にわざわざ来てくれたんでしょ。礼は言うわ」


　右手で左ひだり腕うでをぎゅっと握にぎりしめ、再びイーシャが深呼吸。


「あなたも知ってのとおり、わたしとジンの目的は二つの部隊の救助のはずだったの……最初に音信不通になった部隊と、それを救助するはずが同じく音信不通となった部隊。二つが最後に連絡を絶った場所はまったく同じだったわ」


「それって自然区の西エリア？」


「わざわざ調べたの？……けど、その通りよ」


　──やっぱりそうか。


　こちらの無言を肯こう定ていと解し、イーシャが苦々しく先を続けた。


「場所は自然区の西エリア、第四区画。草原がずっと続いてる場所があるんだけど、そこに二つの部隊の候補生が倒れてたの。……正直あんまりあっさり見つかって拍ひよう子し抜ぬけするくらいすぐ見つかったわ。なんて楽な任務って思ったくらいだもん」


　だけど……そう呟つぶやく少女の唇が小刻みにふるえだす。声には怯おびえが、伏ふせた瞳には恐きよう怖ふの色がありありと浮うかんでいた。


「だけどジンがね、倒れてる候補生を見て言ったのよ、これはおかしいって。だってそうでしょ？　二つの部隊がそろって何もない草原で倒れてる。まるで……」


「誰だれかが運んだってこと？」


　部隊が壊かい滅めつしたのは別の場所。だけれどそれを隠かくすために、わざわざ離はなれた場所に候補生たちは運ばれていた。


「ええ。草原に候補生を引きずったような痕あとが残ってたわ。同行してた残りの二人に救助を任せて、わたしとジンでその痕を追調査して…………そこで…………」





「怪物が…………いた」





「……怪物、ってどういうこと？」


　聞き慣れない表現を口にする少女に、シェルティスは確認の意味で言葉を返した。


　怪物という単語で括くくられる生物は浮ふ遊ゆう大陸に存在しない。人にとっての脅きよう威い──幽ゆう幻げん種しゆなら幽幻種、竜りゆう種しゆなどの害がい獣じゆうであればその種族名を報告するのが通例だ。


「幽幻種でも害獣でもなくて、怪物？」


「人間よ」


「……ちょっと待って、人間？　一人の人間が三部隊を？」


「ええ、そうよ。でもどうしてだろう……同じ人間を相手にしてる気がしなかった。とにかく一方的に襲おそわれて…………ええ、一方的だったわよ。まともに防戦も抗こう戦せんもできなかった……もう意味がわからないくらい、強いとか弱いとかそういう概がい念ねんが効かないんじゃないかってくらいの怪物だった」


　……そんなバカな。


　医務室で意識を失っていた護士たち。刃は物ものじみた鋭えい利りな切り傷もあれば、まるで巨きよ大だいな鉄球をぶつけられたような痣あざ、投げ技わざのような全身打だ撲ぼくを受けていた者もいた。


　あれだけ多様な被ひ害がいだ、相手が一人とは到とう底てい思えない。


「詳くわしく教えてもらってもいいかな」


「知りたいの？　知ってどうするの？」


　自じ嘲ちようめいた微笑ほほえみのイーシャ。


「あなたみたいな候補生が出しゃばっていい状じよう況きようじゃないわ。サラ様の勅ちよく令れいで爛隊長にも出動命令が下されたわ。……正護士や候補生には手に負えないと判断されてね」


　少女のそれは、鼻で笑い飛ばすような軽けい薄はくな笑みだった。


　そして同時に、あまりに哀あい愁しゆうただよう笑みだった。


「……わたし…………なにもっ……なに……もっ、できなかった！…………わたしを庇かばっ、庇ってジンが…………目の前で倒れて…………なのにっ！…………」


　両りよう膝ひざの上に乗せた両のこぶしがふるえている。


　そう思った瞬間、少女は弾はじかれたように椅い子すから立ちあがった。


「どうしてよ！……ねえ、どうしてなのよ！　わたしだって……わたしだってジンの……仇かたきを取りたいのに…………どうして、どうしてわたしはこんなに弱いのよ！」


　あっという間だった。


　上着ジヤケツトの胸むなぐらを摑つかまれたまま、シェルティスはイーシャに見上げられた。


「正わ護た士しは……何もできないの…………？…………本当に大変なことがあったら、やっぱり千年獅の爛隊長や、上の錬れん護ご士しに頼たよるしかない弱者なの……？」


　涙なみだを見せまいと少女が唇を嚙かみしめて、だけど、それでも彼女の瞳からは大おお粒つぶの涙がいくつもいくつもこぼれ落ちていた。


「──────ねえ」


　胸ぐらを摑んだままうつむいて、少女がぽつりぽつりと言葉を続ける。


「………二人一組ツーマンセルであなたと戦った後………わたし、負けたのが悔くやしくてあんなの偶ぐう然ぜんよってジンに言ったの。そしたらジン、何ていったと思う？　あのバカ……『そうか？　俺はむしろ、面おも白しろいものが見れたと思ってる』って……」





〝ああ、面白いと思ってる。イーシャもよく考えてみろ。候補生が正護士に勝つことがあるなら、正護士だって錬護士に勝てるかもしれない〟


〝だとしたら──そんな希望を教えてくれたあの双剣使いには感謝だろ？〟





「笑っちゃうでしょ……なんでそんな肯こう定てい的てきで楽観的なのよ」


　人工呼吸器を取りつけて治ち療りようを受けている双銃士。イーシャを庇って重傷を負った彼のそんな声が、本当に聞こえてくるような錯さつ覚かくすらあった。


「…………わたっ、……し……わたし…………どうし…………」


　胸元を握る手、あまりに弱々しく震ふるえる手。


　一人では立つこともままならず、けれど寄りかかることは自尊心が許さなくて、だからこそ少女は──少年の胸元を握りしめることで身体からだをかろうじて支えていた。
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「…………あの」


　消え入りそうなほど微かすかな声。


　一ひと滴しずくの雨あま粒つぶが草の葉に落ちる音を思わせる、小さな声だった。


「……こういうの、赤の他人に頼たのむなんておかしいけど……お願いが」


　少女は、大きく息を胸に溜ためて。





「────ジンを、わたしの代わりに…………見守ってあげて」





　ぐっとこちらの肩を押してイーシャが距きよ離りを置く。よろめきながら、痛む傷きず痕あとに顔をしかめながらも背を向けて。


　そして、少女は病室の扉とびらへと足先を向けた。


「これはわたしの問題。わたしとジンの……けじめなの」


　どこへ行こうとしているのか。それは聞くまでもなく明らかだった。


　行こうとしている。


　ジンと二人がかりで敵かなわなかった相手の下へ、傷ついた彼女一人で。勝てる気がしないと自ら告白しておきながら、それでもこのまま何もせずにはいられないから。


「ジンの仇かたき？」


「……あなたには関係のないことよ」


　腕に巻かれた過か剰じような包帯を千切るように外しながら、イーシャの歩みは止まらない。


　──このままじゃ終われない。


　そんなイーシャの気持ちは痛いほどわかる。





　だけど……だとしても、このまま彼女を行かせていいのか？





　傷つくとわかっていて彼女を行かせるのか。


　それとも彼女の意志を封ふう殺さつしてまでも止めるべきなのか。


　あるいは────


「……僕がイーシャに加勢すれば」


　自問のつもりでそう呟いた刹せつ那な、脳裏をユメルダ教官の言葉が駆かけぬけた。





〝間違っても勝手な行動を起こすなよ〟





「……そういうことか」


　教官の意図を悟さとり、シェルティスは苦々しく表情をゆがめた。


　幽幻種の侵しん攻こうに見み舞まわれた時、一人の身勝手な行動が天結宮ソフイアと巫み女こを危険にさらす。だからこそ候補生は部隊を組み、徹てつ底てい的てきに組織行動の重要性を叩たたきこまれる。


　……もし僕がここでイーシャを手伝えば。


　……同じ部隊を組むって約束したモニカにも迷めい惑わくがかかるのかな。


　自分がイーシャの独断に助力し、さらに万が一失敗すれば厳げん罰ばつは必至。それはモニカにも迷惑をかけてしまうし、正護士への道のりも遠ざかる。それは結果として、ユミィとの約束も遠ざかってしまうということになる。


　それでもイーシャに助力するべきなのか？


　……良く考えろ。


　もともと塔とうに入宮したのはユミィとの約束があるからだ。ただでさえ自分は穢歌の庭エデンに堕おちた異い端たんの人間だというハンデを負っている。下手な行動はできないし、他人を気に懸かける余よ裕ゆうもない。


　イーシャは彼女の意思で行こうとしている。自分が関かん与よすることはない。自分の現状、そしてユミィとの約束を考えれば、当然その結論にたどり着く。


　……。


　……だけど。


「────そんなわけ……あるか」


　自然とうつむいていた顔を上げ、シェルティスは拳こぶしを握にぎりしめた。


　……ここでイーシャを助けなければきっと後こう悔かいする。


　たとえこの先で正護士になって、そして千せん年ねん獅しになれたとしても──その過程で今みたいに苦く悩のうする誰かを見殺しにして、それで本当にユミィの前で胸を張れるのか？


　……そんなわけがない。


　三年前は、巫女の苦しみも千年獅の役目も知らないまま漠ばく然ぜんと千年獅を目指してた。


　巫女と千年獅の意味を知るには、十む四か歳しの自分はあまりに幼すぎた。


　いまは違ちがう。


　千年獅になるためには、その過程が大事なんだって気づいたから。


「……僕は」


　奥歯を嚙みしめて拳を握り、背中を向ける少女をじっと見つめた。


「……僕はもう、あの時と同じ失敗はしないって決めたから」


「え？」


　背中に浴びた声にイーシャが反応、驚おどろいたようにふり向いた。そんな彼女の視線を正面から受けとめて、シェルティスは力強くうなずいた。


　……そうだろユミィ？


　彼女に顔向けできないようなことを重ねて千年獅になんかなりたくない。


　だってユミィはあの時、





〝わたしは巫女だから、……本当に結界を祈いのることしかできないけど、ここにいる人はみんな、もっともっと色んなことができるって思うんです。


　一人で頑がん張ばろうとしないで、誰だれもが自分にしかできないことで誰かを助けてあげられるような、そういう支え合える関係でいてほしいんです〟





　……そうだ、そう言ってこそユミィなんだ。


　そんな理想みたいなこと平気で言う幼なじみはまぶしくて、まっすぐで、本当にバカがつくくらいお人好しで。


　そんなユミィだからこそ、僕は彼女を守りたいって思ったんじゃないか。


　なら迷う必要なんかない。


　ここでイーシャを助けることが遠回りの道だとしても──それが千年獅に向かう最短の道ではないとしても、進むべき道はここにある。


「イーシャ」


「……何？」


　怪け訝げんな表情で眉まゆをしかめる彼女に、


「君は行っちゃだめだ」


「は！　なに？　止める気？　言ったでしょう、これはわたしの問だ──」


「ジンは君が見守ってあげなきゃだめなんだ。そうだろ？」


「……それは……でも、じゃあどうしろって言うのよ！　わたしにここに残れって言って、じゃあジンの仇かたきは誰が」





「僕が行く、君の代わりに」





「…………なっ!?　何言いだすの！」


「だからイーシャは傍そばにいてあげて。僕は一人でも大だい丈じよう夫ぶだから」


「冗じよう談だんは──」


「本気だよ」


　たった一言。


　それだけを告げて、自分を睨にらみつける彼女に微笑ほほえんでみせる。驚いたように目を見開く彼女の前で、眠ねむったままの双そう銃じゆう士しを視線で示した。


「いま言うのもおかしいけど、二人が任務に誘さそってくれたことは本当に嬉うれしかったんだ。候補生の中だってそんなこと言ってくれたのモニカくらいだったから。──だから、ありがとう。僕のこと誘ってくれて」


「…………そんな理由で」


「僕には大切なことなんだ。君がジンのこと大切に思うのと同じくらい」


「………………」


　沈ちん黙もくする少女。


　彼女の横を通りこそうとして、身体がすれちがった瞬しゆん間かん。


「あなたに託たくすの……絶対嫌いやだって思ってた」


　嗚お咽えつをこらえ、イーシャがぐっと顔を上げた。


「なんで正わ護た士しが、たかだか候補生の奴やつに頭を下げなくちゃいけないのって思ってた……さっき口ごもったのだってそうよ」


「うん」


　わかってた。すがるようなまなざしで、だけどそれが言えない苦しさに歪ゆがむ表情が、それが理由だって教えてくれていたから。


「……わたしたちのためにそこまで？」


「そんな恰かつ好こう良い理由じゃないよ。誰かの為ためだなんて、そんな余裕があるほど僕はすごい人間じゃない。だってただの候補生だもの」


　上目づかいの少女に、シェルティスは笑って首をふった。


「これは僕自身の気持ちの問題。だからイーシャも気負わないで。──僕は僕の為に行く。ただそれだけのことだから」


「…………」


　再び彼女が沈黙し、そして。


「…………ありがとう。これはジンの分」


　ジンの分とは？──そう訊たずねようとする前に。


「わたしの分の礼ありがとうは、あなたが勝って戻もどってきた時に言う……それでいい？」


「十分すぎるよ」


　いつもの彼女らしい強情さに、自然と笑みがこぼれそうになった。


　そう、この人形遣つかいはこれくらい強気なのが似合ってる。


「あと一つだけ、これは……わたしの聞き間ま違ちがいかもしれないけど。ソイツ、わたしたちと戦いながら変なこと呟つぶやいてた。……『あと十九時間』て」


「戦った時間は？」


「夕方の……五時くらいだったと思う」


　いまが翌日の朝四時。となるとすでに十九時間のうち十一時間は経過してしまっていることになる。そうなると残り八時間、今からだとつまり。


　──今日の正午ぴったりか。


　いますぐ輸送車で自然区に向かったとしても際どい。ぎりぎり間に合うかどうか瀬せ戸と際ぎわの制限時間タイムリミツトだ。


「気をつけて、アレはわたしと同じ人形遣いだけど別格よ」


「うん」


「……絶対、勝って戻ってきなさいよ？」


　すっ、とイーシャが手を虚こ空くうにのばす。拳の形に握りしめた手を。


　その仕草に、シェルティスもまた拳を突つきだした。


「絶対ね」


　コツ、触ふれる拳と拳。小さくこだまする誓ちかいの音。


　そしてシェルティスは病びよう棟とうを後にした。


　──行こう。昨日ユミィが勇気を出して皆の前で伝えてくれたように。


　──僕は、僕のできることをやりにいく。
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　静せい寂じやく。


　耳が痛くなるほどの無音と、空気の対流すら凍こごえて動きを止めるほどの冷たい室温。


　およそ人の居住空間とかけはなれた聖域。


　それが塔の２８１階、大聖堂だ。


　黄金に似た真しん鍮ちゆう色に輝かがやく祭具、そして星と月を描えがいた巨きよ大だいなステンドグラス。天てん井じようは蒼そう穹きゆうを摸もした真っ青な壁へき画が。巫み女こ見習いにとっては巫女の最終試験が告げられる場であり、巫女にとっては祭さい儀ぎに使用する特別な礼拝場でもある。


「────────」


　その場にたった一人、ユミィは座して目を閉じていた。


　冷たく堅かたい床ゆかに膝ひざをつけたまま不動。呼吸はかぎりなく薄うすく弱く。肉体活動を意識的に仮死状態まで引き下げることで、肉体から波は及きゆうする雑念──「暑い、寒い、頭が痛い、空腹、眠い」──そういった全すべての束そく縛ばくから精神を解きはなつ。


　心こころ鎮まもり。


　巫女にとっての基本であり秘ひ奥おう。同時に、もっとも冷静に思し索さくを重ねたい時に先せん輩ぱい巫女が好んで使用する集中方法でもある。


　……魔ま笛てきを浄じよう化かする方法。


　……サラ様は「ある」と教えてくれた。


　心の内で反はん響きようをくりかえす自らの声に耳をかたむける。ユミィにとってその感覚は、まるでもう一人の自分と会話をしているようなものだった。


　……人に感染した魔笛の浄化なら、いまのわたしの洗礼系の沁しん力りよく術じゆつ式しきでいい。


　……では、もしもそれが感染ではなく、完全に人の身と同化するものだったら？


　……そしてそれが、わたしの力と反発するほど強力ならどうすればいいの？


　思考は輪りん廻ねする。


　浮うき上がった思考は渦うずを巻くようにくりかえし再生され、その後に再び新しい思索へと組みこまれていく。


　……いまのわたしの沁力は、シェルティスの魔笛と反発してしまう。


　……逆にエルベルト共鳴の反発現象さえ起きなければ、魔笛を取り除くことも？


　……そんな方法があるというの？


「────────」


　光あふれる聖堂で、まぶしい照明に耐たえながらまぶたを持ちあげた。それと共に、今まで遮しや断だんしていた肉体の感覚もよみがえる。


「……冷たいよ」


　金属製の床に熱を奪うばわれて冷えきった膝。


　聖堂の冷気を帯びて凍える指先を自らの頰ほおにあてて、ユミィはそっと唇くちびるを嚙かみしめた。


「人ってこんなに冷たくなるんだ……」


　冷たい両手。冷たい吐と息いき。


　温めてほしい。ぎゅっと手と手を重ねて握にぎってほしい。


「でも、待ってるだけじゃだめなんだよね……サラ様も言ってたもの」


　洗礼の巫女である自分が見つけなくちゃだめなんだ。


　もう一度、彼と触れあう方法はきっとある。それはきっと、わたしが見つけなくちゃいけないことだから。


「頑張らなくちゃ……わたしだって巫女なんだから」


　口元を引きしめてうなずき、ユミィは再びまぶたを閉じた。





　　　　２





「……急がないと」


　11階の自室へと転がりこみ、シェルティスはクローゼットを蹴けり開けた。


　黒光りする金属製の鞘さやが二つ。


　クロムセラミックで構成された双そう剣けん用の鞘だ。機械水晶イリスがあらかじめ残してくれたものだが、まさか使う時がくるとは思わなかった。


　ベッドの下に隠かくしてある双剣をとりだして鞘に収納。それを背中側のベルト部分で交こう叉さするかたちで固定する。


　──自然区西側、第四区画。


　天結宮ソフイアの隊員たちを襲しゆう撃げきした「何者か」が待つ地であり、華宮カグラが示した幽ゆう幻げん種しゆの発生予測とも重なる場所である。


　残り八時間。


　イーシャから告げられた何らかの時間制限は、ちょうど今日の正午にあたる。


　それが何を意味するかは予測もできないが、決して喜ばしいものとは思えない。それを未然に潰つぶすためには──


「爛は……間に合わないか」


　天結宮ソフイア１階。


　双剣を手に通路に飛びだし、シェルティスは無人のロビーを駆かけぬけた。


　千年獅である彼女と組めれば心強いが、彼女は錬護士との部隊を結成しているはず。


　集団行動の弱点は統率に要する時間にある。部隊の隊員召集、輸送車の手配、作戦の確認。おそらく出発は夜明け以降。それでは今日の正午までに第四区画へたどり着くことはできないだろう。


　イーシャもそれを知っていた。だからこそ一人でだって行こうとしてた。


「……モニカに知られたら、止められてたかな」


　これが教官の指示を逸いつ脱だつした行こう為いだから？　ちがう──そんなこと関係なく彼女は自分を止めるだろう。訓練すら許されない病やみ上がりの身で仲間シエルテイスが戦地に向かうことを、モニカは決して許さない。……心の底から仲間を案じてくれる、彼女もまた巫女を目指していた女性だから。


　だから言わない。


　何も心配かけないまま行って、何も心配かけず終わらせればいい。


「格納庫はこっちだっけ」


　天結宮ソフイアの隊員専用の通路を抜ぬけて塔とうの外へ。暗がりの世界。天上は空の端はしがわずかに白んだ程度でしかなく、まだ鳥の声すら聞こえない。


　屋外訓練場へと走り続け、やがて見えてくる長方形状の巨大な影かげ。外灯に照らされた白しろ塗ぬりの壁かべと、壁へき面めんの中央部に設置された巨大なシャッターが徐じよ々じよに近づいてくる。


　格納庫──護法院の保有する輸送車が何十台と用意された倉庫である。


「……乗り慣れてないんだけど無茶するか」


　シェルティスが目をつけたのは二輪駆く動どうの高機動ヴィークルだ。搭乗限界が一名であるかわりに最高速度と機動性で輸送車を上回る。


　と──


「自然区に向かうならばこちらの機体を勧すすめますが？」


　格納庫の天井に光が差した。


「第二十一型浮ふ遊ゆう走行式。最大出力は七百五十シール。その機体より最高速度は落ちますが、車輪による地上走行ではなく浮遊滑走式エア・スケーテイングのため、未み舗ほ装そうである自然区の地面を走るには安定した走行が期待できます」


　格納庫の照明スイッチを押した本人──アイシェード付きの機メ械ツ帽トをかぶった少女が真っ青な浮遊駆動車を指さしてみせる。


「まったく、見張っていたかいがありました」


「……華宮？」


「どうしてここにという顔ですが、あれだけ正護士や錬護士が早朝から集まって会議を開いていれば嫌いやでも勘かんぐりたくなりますよ。何かあったのかって」


　カン──青一色に塗と装そうされた機体を華宮が蹴りつける。


「モニカは知っていますが、わたしは塔の内外に撮さつ影えい機器を百台単位でこっそり取りつけています。半分は趣しゆ味み、半分は塔制局の依い頼らいによって。それで外が慌あわただしいなと思って映像を見ていたら案の定、見知った誰だれかさんが血相を変えて走っていたようですから」


　もちろんあなたです。


　皮肉を交えて言外にそう告げる少女。


「こんな朝とも言えない夜のうちからこっそり格納庫に来るなんて……幽幻種の調査の際にはわたしも同行すると言ったはずですが？」


「違ちがうんだ華宮、話を──」


　ぐっと呑のみこんだ。


　だめだ、説明している時間も惜おしい。


「僕が向かうのは……自然区の西側、第四区画」


「なんだ、やっぱり幽幻種の調査じゃないですか。わたしが提供した場所そのまま──」


「目的は幽幻種の調査じゃない」


「どういうことです？」


「とにかく説明してる時間がないんだ。この場は見み逃のがしてくれないかな」


　ふむ──口元に指先をあてて華宮が沈ちん思し。


「お急ぎというのは噓うそではないようですね。良いでしょう、この場で深くは問いただしません。ただし、わたしも同行させてもらうことが条件ですが」


　……そうきたか。


　内心、彼女ならこう切りかえしてくると覚かく悟ごしていた提案だ。


「悪い条件ではないと思います。同行させてもらうかわりに、この場の全てを秘密にすると約束しましょう。何ならこの機体、わたしが運転しましょうか？　あなたよりは快適に運転できますよ」


「……あくまで僕の目的が知りたいってことだね」


「はい。モニカにも内ない緒しよであなたがどこに向かおうとしているのか。同行させていただければ彼女にも秘密のままにしておきます」


　どうする？　華宮の性格からして、ここで断ればさらに執しつ拗ような尋じん問もんで粘ねばってくるはず。それに対応している時間はない。


「……わかった。だけど一つだけ約束、危険を感じたら迷わず逃にげるって」


「決まりですね」


　うなずき、自ら機体の操縦席に陣じん取どる少女。


「さ、助手席にどうぞ。今なら夜明けの風が心ここ地ちよいですよ」





　　　　３





　風の声。


　地面を滑すべるように疾しつ走そうするヴィークルに乗りながら聞く風音は笛のように甲かん高だかく、そしてどこか哀あい愁しゆうを帯びている。


　……あの時と同じだ。


　幽幻種による天結宮ソフイアへの大侵しん攻こう。高度二千メートル上空で統率個体と戦った時、そこで聞いた風と同じ、むせび泣くような──浮ふ遊ゆう大陸にそそぐ風の声。


「シェルティス、シェルティス！　人の話を聞いていますか！」


「え？　あ、うん。大だい丈じよう夫ぶ」


　前方の操縦席で声を張りあげる華宮に伝わるよう、シェルティスはぽんと彼女の肩かたを叩たたいてやった。


「なーにが大丈夫なもんですか、上の空だったくせに」


「少し考え事してただけだよ」


「それを上の空っていうんです。まったく……『危険を感じたら迷わず逃げろ』だなんてわたしに言っておきながら」


　少女が嘆たん息そく。


「それより本当ですか、正護士の救助部隊が全ぜん滅めつしたという話は」


「隠しようがないからね、候補生にも今日中には教官から知らせがあると思う」


「……信じがたい話です」


「僕だって信じたくないよ。でも」


「そうじゃありません。わたしが信じられないのはあなたの方です」


　操縦席、ハンドルを握る華宮の手に力がこもる。


「候補生の部隊を二組、そして巫み女こ見習いを交えた正護士の部隊までも壊滅させるような怪かい物ぶつ……そんなのが本当にいるとして、どうして一人で戦おうなんて考えるんですか？　そのイーシャという正護士に泣きつかれたから？　ジンという双そう銃じゆう士しの気き概がいにあてられたから？　どう考えたって無む謀ぼうのほかないでしょう！」


「……そうだね」


　まくしたてる華宮の口上に、ふしぎと軽い笑みが浮うかんだ。


「そうかもしれない。ううん、華宮の言うとおりだと思う。たぶんモニカに知られたら止められてた。……ホントおかしいよね。まだ医者から一時間の素す振ぶりしか許されてない、こんな病やみ上がりの体調なのにさ」


「では、なぜです？」


「なんでだろう。たぶん、僕のこと敬遠しないで見てくれたのがあの二人で……それが嬉うれしかったからじゃないかな」


　候補生の中で抜きんでた実力をもち、一人だけ白の儀ぎ礼れい衣いではなく黒の上着ジヤケツト、そこまで目立っておきながら自分の過去をひた隠しにする異質な候補生。


　だけどモニカと同じように、あの二人の正護士はそれを承知で部隊に誘さそってくれた。


「自じ虐ぎやく的かもしれないけど考えちゃうんだ。もし僕があの時二人についていってれば……僕にもできることがあったんじゃないかって」


「……そうですか」


　キッ──空中でヴィークルが急停止。


　地面から数センチ浮いていた機体が着陸し、動エ力ン機ジ関ンの駆動音も聞こえなくなる。


「つきましたよ。自然区西エリア、第四区画です。言われたとおりヴィークルを止めましたが、本当にここからは徒歩で探たん索さくを？」


「うん。第四区だけなら広くもないし、自分の足で歩いた方が確認しやすいから」


　……あと三時間か。


　ヴィークルの電子画面に表示された時刻は九時、それだけざっと確認してヴィークルから飛び降りる。緑の大地。ゆるやかな勾こう配ばいが続く果てしない草原の入口だ。これから三時間の探索で、この広大な草原を見て回ることになる。


「歩くのは平気？」


「ちゃんとついていきますよ、子供じゃないんですから」


　悪態をつく少女にこっそり苦笑して、シェルティスはつま先を草原に向けた。
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「ちょっとシェルティス……待ってください！」


　ふり向けば、自分から十メートル以上離はなれた場所からあわてて華宮が駆かけてきた。


「少しは気き遣づかってください。あなた歩くの速すぎるんですよ」


「そ、そうかな？」


　実はこれでも華宮に配はい慮りよしたつもりだったのだ。


　浮遊島ラグーンでモニカと一いつ緒しよに歩いた時にいたっては、足下が木の根だらけにもかかわらず今より早かった覚えがある。


「わたしは小こ柄がらですし、一歩ごとの歩ほ幅はばが違ちがうんです。あ、で、でも勘かん違ちがいしないで！　これは決してわたしが短足であると認めたわけではなくてですね」


　……案外おしゃべり好きなのかな。


　モニカが寡か黙もくがちであるぶん、そういう意味で華宮は対照的な印象だ。


「でもさ、悪いけど急がないとまずいんだよ」


「それはわかっています。わたしだって無む駄だに鈍どん足そくに徹てつしているわけではありませんよ。そのぶんデータを収集しながら歩いてますから」


　浮遊する機械球体に何かを入力しながら歩き続ける少女。


　さっきから彼女の足が遅おそいのは単なる歩行速度だけでなく、この意図不明の操作に集中して前を向いていないからというのが大きい。


「気になってたんだけど、その浮いてるボールは何なの？　それも機械？」


「ようやく聞いてくれましたね。わたしが開発した中でもお気に入りの傑けつ作さくです」


　自分の胸むな元もとあたりを浮遊する機械球体を嬉しそうに華宮がなでる。


　形は完全な球体、大きさは子供が両手で抱かかえるくらいだろう。色はメタリックカラー、何らかの機械であることはわかるのだが。


「この子は『機マ械キ珠ナ』。一言で言えば携けい帯たい用の演算端たん末まつですよ。『歩く大演算機』とでも言いますか、私の研究室にある母体演算機マザーコンピユータと連結して超速の演算が可能な端末です。ご覧のとおり、わたしの移動に合わせてついてくる推進機能がついてます」


　彼女の説明を頭の中でざっと整理して。


　まずシェルティスが思いうかべたのは、ツナギ姿の発明大好き少女の顔だった。


「なんだかエリエも作ってそうな機械だね」


「作りませんよ」


　ぴたりと少女の足が止まった。


「ええ、作りませんとも。彼女はこんな実用的で高性能で……だけど平へい凡ぼんなものに興味は示しませんから」


「平凡かなあ。僕はすごいと思うけど」


「……色々言いたいことはありますが、それ自体は褒ほめ言こと葉ばとして受け取っておきます。そういえばあなたもエリエと知り合いでしたね。彼女、わたしのことを話題にしたことってありますか？　たとえば、わたしのことをあなたに説明する時、わたしのことを彼女はどう評価してました？」


「えっと機械とか計算全ぜん般ぱんに強い、とかかな」


「……でしょうね」


　ふっ、と華宮が吐と息いきをこぼす。どこか悲しげな色の吐息。褒められてるはずなのに、どうしてそんな悲しそうに笑うのだろう。


「エリエだけどさ、君から受けた勝負でいつも負けてるって言ってたよ」


「そうです、いつもいつもわたしの勝ちですよ。……もっともそれは、あくまで凡ぼん人じんから見た結果という程度ですが」


　機マ械キ珠ナをなで終え、ふたたび少女が歩きだす。


「歩きながら少し昔の話をしましょう。わたしと彼女が最初に出会ったのは、天結宮ソフイアの機工局が主しゆ催さいした『自作の電でん卓たく王選手権』でした。浮遊大陸全土から千人をこえる同志が集まって、互たがいの技術を競いあう一大イベントです」


「エリエから聞いてたけど……機工局って時々変なイベント開くんだね」


「あの局は塔とうの中でも愛すべき変人揃ぞろいですから。それはさておき大会で、予選の筆記テストはもちろん本戦の決勝まで、わたしは圧あつ倒とう的てきな成績で通過していきました。事実、あまりに余よ裕ゆうすぎて興ざめしかけていたくらいです…………しかし」


　苦々しく唇くちびるをゆがめる少女。


「決勝まで勝ち残ってきたもう一人の成績を見て、わたしは愕がく然ぜんとしました。なんとその人物は、予選の筆記も本戦もわたし以上の圧勝ぶりで決勝まで残っていたのです。おわかりかと思いますが、それが」


「エリエ？」


「はい。そして運命の決勝戦、課題は『創造的破は壊かい』。既き存そんの電卓の枠わくをこえた新たな電卓を、その場で二時間以内に組み立てるというのがテーマでした。わたしが作成したのは電卓ながら文章が作成できてそれを電メ子ー文ルとして送信可能、ついでに音楽が聴きけるというものです。もちろん審しん査さ員からは『即そく、商品化できる』とベタ褒めでした」


「二時間で作っちゃうんだ、そんな高性能機……」


　当然です──ただ淡たん々たんと華宮がうなずくところを見ると、彼女にとってはそれも朝飯前の一作業でしかないのだろう。


「『勝った！』とわたしは思いました。しかしエリエの電卓が披ひ露ろうされた時……わたしは、生しよう涯がいで初めて心の底から畏い怖ふしたんです。この女は、わたしが生涯をとおして乗りこえなくてはいけない敵だと」


「……そんなすごいもの作ったの？」


「爆ばく発はつします」


「へ？」


　いま、この子はなんと言った？


「ですから、エリエは『超ちよう高こう性せい能のう高こう威い力りよくの花火電卓』を作成したんですよ。ほら、電卓って『０』から『９』までの数字が並んでいるでしょ？　それを一定の規則で入力すると、三秒後に大爆発して花火を打ち上げる機能をつけたのが彼女です。しかも入力した数字によって花火の色と規模が変わる、本家花火職人も納なつ得とくのこだわり機能つき」


「…………」


「そして彼女の電卓は見事、客席ごと審査員を吹ふき飛ばしました。芸術的な威力と火花。まるで星空を見ているかのような一いつ瞬しゆんの美がそこにはあって──」


「それ、全然だめだと思うんだけど」


「なに言ってるんですか！　良いですか、研究者わたしたちにとって最も大事なのは独創性なんですよ。爆発する花火電卓なんか普ふ通つう考えます!?　考えたとして誰だれも作りませんよ。しかし、にもかかわらず審査員は優勝者をわたしに選びました。……まったくあの凡人たちは。誰が見たって優勝はエリエだったはずなのに」


「いや、妥だ当とうな判断だったと思うけど。あと吹き飛ばされた恨うらみも」


　しかし横で歩く彼女はほとんど上の空といった様子で、


「その後の大会でも同じでした。全自動イタズラ電話機やゴキブリ退治用ロケットランチャーなど、わたしの発想を超こえる物を彼女はいつも作ってみせたんです。……いつしか彼女の開発は、わたしにとって楽しみにもなっていました。今回エリエは何を作ってくれるんだろうと。しかし優勝決定戦では審査員にエリエの発明の凄すごさは伝わらず、わたしが優勝。……バカな話です、誰がどう見ても勝利はエリエのはずなのに」


　なるほど。一いつ般ぱん人じん視点での勝者は華宮だが、華宮自身の審査はエリエに軍配というわけだ。それならエリエの「いつもあたしの負け」という言葉も意味が通るし、勝者のはずの華宮がああも敵対心を燃やしているのもうなずける。


「うん……背景は大まかにつかめたけど、僕にはちょっと勝負の基準が」


「よく言われます。ま、これはいわば頂上決戦──大衆には理解できないレベルの戦いなので当然ですが」


　こほんと華宮がせき払ばらい。


「話を機マ械キ珠ナに戻もどします。実はこの子こそ、わたしが今まで天結宮ソフイアで集めてきた情報の保管先なのですよ。研究室の機材は演算に特化させていますから」


「じゃあ大事な物なんだ」





「ええ、なにしろ三年前の──モニカが憧あこがれていた双そう剣けん使いのデータもありますから」





　風が、足下をえぐるように真下から突とつ風ぷうが吹きあれた。


「モニカ抜ぬきで、二人っきりで話したいことがありました」


「……いま必要なこと？」


「ご心配なく、歩きながらわたしが一方的に話すだけです。それもつまらない憶おく測そくです、推察です。ただの邪じや推すいで空想で…………物語です」


　浮遊する機マ械キ珠ナを従えて華宮が先を行く。


「モニカは言っていました。自分が護士になったきっかけは、憧れていた双剣使いがいたからだと。まだ十代半ばで錬護士まで上りつめた少年。わたしが調べたところによると、少年はかの千せん年ねん獅しレオンとも親しん睦ぼくがあったらしいですね。しかし彼は三年前、忽こつ然ぜんと天結宮ソフイアから姿を消します。穢歌の庭エデンに堕おちて殉じゆん職しよくしたという説もあるようですが真しん偽ぎは不明。そしてなぜか彼の情報は、天結宮ソフイアの中央コンピュータからも消えていました」


「……それはモニカも言ってたよ」


　天結宮ソフイアの中央コンピュータに当時のデータは存在しない。二年前、自分が穢歌の庭エデンから帰き還かんした時に『なかった』ことにされて消去されたはず。


「しかし、時間軸じくを現在に移したここからが問題です」


　よどみもなく華宮が続ける。


「およそ一月前、天結宮ソフイアに一人の双剣使いが現れました。入宮したての候補生でありながら、正護士にすら勝利してしまう並外れた技量。千年獅レオンや爛、それに巫み女この数人とも面識があるようだという噂うわさもあります。しかしその一方で、それだけの実力と顔を持ち合わせながらまるで過去が知られていない。自分からも決して語ろうとしないその少年、わかっているのは名前と十七歳さいという年ねん齢れいくらい」


　あなたのことです──横顔を見せたままふり向きもしないが、華宮の口調がありありとそう示していた。


「そこまで調べ上げれば推測は容易です。モニカの憧れていた少年が当時は十代なかば。だとしたら三年後のいまは十七歳か十八歳のはず。ここで──過去と未来の歯車が嚙かみ合いました。並外れた技量の双剣使い、十七歳という年齢、千年獅レオンと親しん睦ぼくがある。これだけそろえば疑問を確信へと昇しよう華かするに十分です」


　華宮が足を止める。


　ゆっくりとふり向くその横顔で、風にゆれる黒の上着ジヤケツトをじっと見つめたまま。


「あなたの上着ジヤケツト、天結宮ソフイアの旧式儀ぎ礼れい衣いですね。裁さい縫ほうで仕立て直されていますが、わたしのデータと照合した結果、ぴたりと一いつ致ちが確認できました」


「僕が天結宮ソフイアにいたっていう証しよう拠こになるってこと？　悪いけどこれは他人からもらったものだから」


　ぴたりと華宮の口上が静まる。


　上着ジヤケツトについては前々から機械水晶イリスとも危き惧ぐしていた件である。しかし質問されると予想さえできれば、質問を煙けむにまく回答を用意しておくことは難しくない。


「……そうですね。その可能性もわずかだけれど捨てきれない。だからこそわたしもモニカに言えないでいるんです」


　ふぅ──彼女の唇から擦かすれた吐息。


「わたしは自分が典型的なネルの民たみであると自覚しています。警けい戒かい心が強い種族だと言われますが、そのぶん、信しん頼らいした者に対しての協力は惜おしまないつもりです。モニカに対してもそうです。彼女はわたしの友人ですから、わたしは友人が喜んでくれることをしたいのです」


　視線はあくまで前を向いたまま。横顔だけをこちらに向けて、華宮は草原を前へ前へと歩く足を止めなかった。


「もしも、もしもですよ。死んだと思っていた憧れの双剣使いが生きていると知れば、モニカはきっと喜ぶと思うのです。彼女が正護士を目指す新しい理由になるし、活力になると思います。……だけどぬか喜びはさせたくない。それが他人であったなら、モニカの心を傷つけてしまうことになりますから」


　──モニカのためだったのか。


　華宮に対して抱いだいていたイメージを、シェルティスはそっと心の奥おくで訂てい正せいした。彼女の好こう奇き心しんはあくまで彼女自身の欲よつ求きゆうだとばかり思っていたけれど。


　華宮の好奇心は、あくまで友人につくしたいという想おもいが根底にあったのだ。


「だからこそモニカを交えない二人っきりで話がしたかったのです。……結論から言いましょう。わたしは、三年前に死んだとされる双剣使いはあなただと疑っています」


　そう、これこそが──この問いこそが自分と機械水晶イリスがもっとも避さけたい問いであり、同時に華宮がずっと胸に抱いていた疑問だったに違ちがいない。


「穢歌の庭エデンに堕ちたっていう話は？」


「天結宮ソフイアが流布した情報工作でしょうね。穢歌の庭エデンに堕ちた人間が生きて戻ってこれるわけがありませんから論外。実際は裏で何かしらの密命を受けていて、ようやく戻ってきた────というのがわたしの仮説です」


「そう……」


　どこからか突風に流されてきた木の葉が数枚。追いかけるように空を見上げ、シェルティスはぼんやりと息を濁にごした。


　……穢歌の庭エデンに堕ちた人間が生きてるわけがない、か。


　……当然か。信じろなんて言う方が無茶だから。


　結局そこなのだ。穢歌の庭エデンに堕ちて生せい還かんした少年のこと。彼が魔ま笛てきを宿したなんてまず誰も信じない。だからこそ、ひとたび知られれば天結宮ソフイアそのものを揺ゆるがせる大騒そう乱らんにつながりかねない。それは許されない。自分にも、そしてユミィのためにも。


「答えてくれますか？」


「……悪いけど、やっぱり僕は別人だよ」


　答えには迷わなかった。


　迷うだけの選せん択たく肢しなんて最初からないのだから。


「浮ふ遊ゆう大陸は広いもん。探せば僕と似てる人だってきっと山ほどいるよ。今回はたまたま、そのそっくりさんが三年前に天結宮ソフイアにいたってだけの話だと思う」


「……なるほど」


　やがて、深い深い溜ため息いきが少女の唇くちびるから。


「モニカには悪いですが、この話はやはり伝えられないようですね」


「期待させちゃってたならごめん」


「気にしないでください。いつか突つきとめてみせますから」


　その言葉の意味は。


　いまだ華宮が、自分を疑っているということの表れなのだろう。


「かまわないけどさ、そろそろ真しん剣けんに集中してもいいかな」


　華宮にも伝わるように両手を広げる。


　歩き始めた地点はすでに地平線の先へ沈しずみ、いまは全方位どこを見み渡わたしても緑の稜りよう線せんがゆるやかな傾けい斜しやで続くばかりだ。


　──自然区西エリア、第四区画。その中心が近い。


「わたしは最初からそうですよ。常にこの子の捜そう索さく画面を確認していますから」


　陽光を受けて銀色に輝かがやく機械球体。彼女の正面側には画面が設置され、そこに捜索結果が表示されているらしい。


「すでに一つ、面おも白しろい反応を感知しています。丘おかのすぐ向こうですね」


　すっと緑の稜線を指さす彼女。方向は自分たちの左正面。ここ一帯でもっとも見晴らしが良いであろう丘を登った先を示していた。


「何かわかる？」


「対象に動きが見られません。何かの像オブジエである可能性が高いでしょうね」


　……像オブジエ？　こんな草原のど真ん中に？


　居住区に近い自然公園なら記き念ねん碑ひも見かけるが、ここは自然区でも奥まった場所にある。自然そのままを残した草原に、わざわざ人じん為い的なものを設置するなんて。


「ふしぎですね。気象観測機などの機器が設置されている話も聞きませんし」


「とにかく行ってみよっか」


　首をかしげる華宮を先導するかたちで足を速める。大地を覆おおう無数の草花はそれ自身が緑の絨じゆう毯たんのようで、一歩踏ふみだすたびにやさしい感かん触しよくを靴くつ先に感じた。


「のんびりできる場所ですね。風も心ここ地ちよい」


「…………そうかな」


「え？」


　後から丘を登りきった華宮へ、シェルティスは無言で眼下を指さした。


　像オブジエ。


　十メートルほど丘を下った先にあるソレは、透とう明めいなガラス容器の像オブジエと言えた。中身は蒼あおい溶よう液えきで満たされ、容器の下からは無数の気き泡ほうが上へ上へと沸わきたっている。


　そしてその液体に浸ひたされているのは濃こ紫むらさき色いろの獣けもの──





　幽ゆう幻げん種しゆを閉じこめた水すい槽そうが、すぐ目の前にぽつんと設置されていた。





「なっ…………！　なんですか……アレは」


　横にならぶ少女が声をふるわせる。


「──同じだ」


　異質な像オブジエを睨にらみつけ、シェルティスは無言で息を呑のんだ。


　モニカと向かった浮遊島ラグーンでも同じ物を見た。あの研究室にあった水槽は幽幻種そのものが破は壊かいした。ならば目の前にあるのはまた別物？


「華宮は下がってて。あの幽幻種は本物だ」


　ベルトに固定した双剣へと手を伸のばす。誰だれが何の意図で設置したかなんてどうでもいい、あれは──この浮遊大陸に存在してはいけないものだ。


「シェルティス、あなた何を……あれが本物の幽幻種だとしたら危険すぎます！」


「目覚めさせた方がもっと危険だ。今なら眠ねむって──」


　刹せつ那な。ふと、自分の足下に広がる黒い影かげに目がいった。


　自分と華宮の人ひと影かげ。それともう一つ、地面に映っているのは小さな黒点。


　……影？　だとしたら何の？


　足下を見つめている間にも小さな黒点は徐じよ々じよに巨きよ大だい化して────そして、自分たちの影を呑みこむほどにまで肥大化する。


　悪お寒かんが背筋をかけめぐった。


「伏ふせろっ！」


「え？……き、きゃぁっ！」


　返事を待たず、シェルティスは華宮を抱かかえて真横へ跳とんでいた。


　同時。


　自分たちの立っていた丘に何かが突き刺ささり──破壊が全すべてを薙なぎはらった。


　浴びるだけで昏こん倒とうするであろう轟ごう音おんと、大規模な爆ばく発はつさながらの衝しよう撃げき波はが丘を中心に全方位へと拡散していく。


「……くっ！」


　着ちやく弾だん点から広がる衝撃波を受けて身体からだが浮うき上がる。はるか空中に投げ出された恰かつ好こうで華宮を抱え、虚こ空くうでかろうじて姿勢を制せい御ぎよ。左手の華宮を庇かばいながら大地に右手をつき、衝撃を緩かん和わしながら地面を転がる。


「丘がっ？」


　言葉を失って華宮が立ちつくす。


　痛々しくのぞく赤茶けた地面。今の今まで自分たちが立っていた丘は消しよう滅めつし、巨大な陥没クレーターがそこにできていた。





「……我わが『黄金六面体』の前に敵は無し」





　低く重くのしかかる声は、陥没クレーターの最深部から響ひびいてくる。


　ずるっ……ずっ……ずず……


　赤茶けた斜しや面めんを登ってきたのは大おお柄がらの男だった。


　色いろ褪あせた黄土色のローブを目ま深ぶかにかぶり、指先すら袖そでの中に隠かくした不気味な容姿。身体の各所にはローブを締しめつける機械リングが施ほどこされ、首や肩かた、肘ひじから手首をきつく圧あつ迫ぱくしているのが見てとれる。


　────こいつが。


　対たい峙じするだけで背中にのしかかる威い圧あつ感かん。


　頭より先に直感で理解した。この男が元げん凶きようだということ、そして……この男が底知れぬ怪かい物ぶつであることを。


「我が名はマハ。『黄金』のマハ」


　目深のローブから呪じゆ詛そのように響く名乗り、それが宣戦布告。


「これより介かい入にゆう。目もく撃げき者の排はい除じよを開始する……」





　自然区西エリア、第四区画。


　マハとイグニドの合流まで、あと一時間。




　終章　『ゼロ　─その黄金を砕くだく者─』
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「こいつが……正せい護ご士したちを全ぜん滅めつさせた……？」


　最初に声を上げたのは機メ械ツ帽トをかぶる少女だった。


「あ、あなた何者ですか!?　わたしたちは天結宮ソフイアの正式な隊員ですよ！」


「…………」


　マハ、そう名乗る男は無言。


　ただゆっくりゆっくりと陥没クレーターから這はい上がってくる。


「き、聞いているのですか！　いったい何が目的──」


「無む駄だだよ」


　間かん髪はつ入れずに言葉を遮しや断だん。背中のホルダーから双そう剣けんをひき抜ぬき、シェルティスはそれを逆手に構えた。


「会話の通じる相手じゃない」


　マハから受ける威圧感は明らかに敵意混じりのものだ。天結宮ソフイアの部隊を立て続けに三つ壊かい滅めつさせた相手が話を聞いてくれるとも思えない。先の奇き襲しゆうが良い例だ。


　……さっきこいつは、僕たちのことを目撃者と言った。


　幽幻種を閉じこめた謎なぞの水槽。ならばこの男は、あれに近づいた者を排除するための守護者ガーデイアンというわけか。


「華宮カグラ」


　彼女だけに聞こえるよう声を絞しぼる。


「僕が行く。離はなれてて」


「え、でも」


「心配ないから」


　その一言だけを彼女にあずけ、シェルティスは再びマハを睨みつけた。


　──イーシャはこいつを人形遣つかいと言っていた。


　自分の沁しん力りよくを物体にあたえて操作する術者。操る物体と質量は術者の力量に左右されるが、中ちゆう距きよ離り以上の空間を空けたままだと非常に厄やつ介かいな相手である。


　──なら『人形』を使われる前に叩たたく！


　跳ちよう躍やく、その衝撃で生まれる旋せん風ぷう。


　トン。残像を残して大地を蹴けりつけた。旋風を足下に発生させる勢いで、地面すれすれに屈かがんだまま陥没クレーターへと駆かける。


　超速で移り変わる景色。一いつ瞬しゆんでマハとの距離をつめ、陽光に輝く剣を振ふり上げて──


　その瞬しゆん間かん。


「我、森羅万象を規定する」


　ローブに隠れた男の口元が、笑みの形につり上がったのを確かに見た。


「ざ……だ……だだだら……か……」


　男の口元から洩もれる奇き妙みようなざわめき。


　……なんだ？


　マハは目前。この剣を振り下ろせば決着がつくという土ど壇たん場ばで──何かがまずいという直感めいた警告サインが、全身への悪お寒かんとなって顕けん現げんした。





「ざざかざだ…………だ……ざからから……ざだだだざかかかざだざかざだ…………らだ……らかざざかかだだ……ざ……ざざ……からから……ざだだだだ…………」





　ぼこっ。


　陥没クレーターの斜面である地面から何かが飛びだした。


　黄金の杭くい。


　地中から弾だん丸がん並の射速で撃うちだされた無数の杭が、鎗やりさながらの鋭えい利りな先せん端たんを向けて襲おそってくる。何十本、何百本という桁けた違ちがいの数量で。


　──これ全部が人形？　こんなバカみたいな数を操作、そんなことできるのか？


「くっ！」


　一いつ閃せん。


　前方広こう範はん囲いにわたる射しや撃げき──眼前まで迫せまった杭を双剣で薙ぎはらう。杭の先端を切断し、潰つぶし、逸そらし、飛びかう杭のことごとく弾はじき返していく。


　濛もう々もうと巻きあがる土砂。双剣で砕いた杭が黄金色の輝かがやきを失って土砂へと変わる。


　……黄金で出来た杭じゃなくて、土つち塊くれで出来た杭が黄金に光ってるのか？


「規定する。根が世界を覆う夢」


　マハの呟つぶやきと同時、足下の大地が揺ゆれた。


　しゅるり。足首に何かが絡からみつくのを感じて視線を足下へ。


「……根？」


　右の足首に、くすんだ檜ひのき色いろの根が絡みついていた。人の腕うでよりも太く荒あら々あらしい大樹の根が螺ら旋せん状に。


「規定する」


　マハの足もと、地中から何かが這い上がってくる。


　鬣たてがみをもつ雄お獅じ子しの像が二体。


「土つち塊くれより疑似創造。色は『紅こう玉ぎよく』、性質『雄ゆう壮そう』、形状かたちは『獅子』。二頭をもって顕現せよ。眼前の敵の排除を規定する」


　体高だけで大人の頭まである巨大な獅子が二頭。


　最初は土の塊かたまりでしかなかった獅子像の瞳ひとみが爛らん々らんと輝きだし、その体表も炎ほのおを宿したように真っ赤に輝くルビー色へと変化していく。


「……まさか」


　目の前の現象を睨みつけ、シェルティスはマハの術式の一いつ端たんを理解した。


　マハの左右で雄お叫たけびを上げる赤獅子マンテイコア。それは浮ふ遊ゆう大陸でも発見報告の少ない、伝説めいた幻げん獣じゆうだ。


「シェルティス！」


「来るな！」


　駆けよろうとする華宮の悲鳴を制し、足首を覆おおう根を切断する。


　──いま動けば華宮も狙ねらわれる。


　牙きばを剝むく赤獅子マンテイコア。左右から押しつぶす勢いで駆けてくる二体めがけ、シェルティスは自ら疾しつ走そうして距離を詰つめた。


　跳躍して頭上から迫る一体の爪つめを躱かわし、残る一体の爪を左の剣で受けとめる。


「はっ！」


　骨まで軋きしむ左ひだり肩かたの激痛を意識から遮断し、右の刀身を獅子の顎あご先に叩きつけた。


　獣けものの悲鳴。直後、今まで赤獅子マンテイコアであったものが大量の土砂へと変わり、さらさらと崩くずれて地に落ちる。……あと一体は？


　顔を上げると同時、離れた箇か所しよから少女の悲鳴がこだました。


「華宮！」


　風すら置き去りに、音速に近い領域で走る。


　立ちつくしたまま無防備な少女へ飛びかかる獅子──その背中に向けて右の剣を投とう擲てきした。鬣をかすめる刃やいばに獅子の走行が一瞬停止。


　その一瞬の空くう隙げきで、シェルティスは幻獣の背に左の剣を叩きつけた。


「大だい丈じよう夫ぶ？」


「は……はい」


　怯おびえながらにうなずく少女の前で、赤獅子マンテイコアが土塊へと戻もどっていく。


「シェルティス、この術式は──」


「規定する。世界が石になる」


　そう言いかけた華宮の言葉が、さらなるマハの追唱にかき消された。


　ごっ……ごご……ごごごごごごっっ…………。


　地面を揺るがす地鳴りと共に足下の大地が沈しずみはじめ、その真逆、見上げるほど巨きよ大だいな岩が扉とびらのようにそびえ立つ。それも一つや二つではない。全方位。無数の巨きよ岩がんが、鼠ねずみ一匹ぴき逃にげられないほど圧あつ倒とう的てきな高密度で迫ってくる。


　わずか数秒の間に、巨岩の牢ろう獄ごくに完全に包囲されていた。


「閉じこめられた!?」


「……いや」


　太陽すら遮さえぎるほどの巨岩を見上げ、シェルティスは背筋が凍こおりついた。岩の檻おりに閉じこめられたことは第一段階。第二段階はこの檻そのものが────


「重圧にて排はい除じよする」


　ピシリッ──何十トンという常識外れの質量をもつ巨岩の檻がひび割れる。
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　刹せつ那な、頭上を覆っていた巨岩の天てん井じようが崩ほう壊かいし、津つ波なみのように押し寄せてきた。無数に砕けた岩の破片ですら成人男性を上回る大きさだ。総質量ではどれだけになるのか想像もできない。


「押おし潰される!?」


「摑つかまってて！」


　絶ぜつ叫きようする華宮を抱きかかえ、岩と岩のわずかな隙すき間まへ跳躍する。


　避よけきれない尖とがった石片は双剣で薙なぎ、落下してくる巨大な岩の斜しや面めんに着地。そのまま斜面を駆けて岩の最上段へ。さらに別の巨岩へ飛び移り、降りそそぐ巨岩の空隙を縫ぬうように牢獄を天井へと上りつめていく。


「……すごい。なんてデタラメな運動能力ですか」


　左肩に抱きつく少女がぽつりと洩らすのをあえて無視して。


　──抜けた。


　崩壊する岩の牢獄を抜け、崩れずに残った巨岩の頂上へ華宮とともに着地。小高い岩の上部から、離れた箇所に立つローブ姿の男を睨にらみつける。


　…………イーシャが言ってたとおりだ。


　彼女と同じ人形遣いながら操作する「もの」の桁けたが違う。これだけの質量の岩をこうも繊せん細さいに操作して相手を閉じこめ、その岩そのものを自在に崩壊させる術式。天結宮ソフイアで出会ったどんな沁力術者よりも強力かもしれない。


　…………でも、違う。


　この男の術式の真価は物体の操作そのものではない。その前に行われる────


「規定する」


　マハの足下から生まれる巨鳥の像。


　黄金に輝く沁力を帯びて輝く石像が、さらなる定義を与あたえられて変化していく。


「地中の有機を抽ちゆう出しゆつして疑似創造。色は『黒色』、性質『激げつ昂こう』、形状かたちは『鳥』。体内に炎を有して顕現せよ。眼前の敵を巻きこむ破は壊かいを規定する」


　鋭するどい嘴くちばしと爪をもち、漆しつ黒こくの怪かい鳥ちようがその雄お々おしい翼つばさを羽ばたかせる。


　自分たちの立つ巨岩──マハの指先が示すとおりに怪鳥がゆっくりと飛来する。自然の鳥では有りえないほど鈍にぶく緩かん慢まんな速度。せいぜい大人の歩行速度ほどだろう。


　……変だ。


　あれだけの巨きよ体たいであの鈍さ、まるで打ち落とせと言わんばかりの鈍どん重じゆうさではないか。


「待って！」


「え？」


　いつの間にか、華宮に左の裾すそをぎゅっと握にぎられていた。


「地中の有機…………体内に炎？」


　マハの言葉を再現してはうなずく少女。近づいてくる怪鳥は眼中にもなく、ただ先の言葉を何度も何度もくり返し呟いて。


「激昂……体内に炎を宿す…………有機……抽出……それは有機……化合物？」


　そして、弾かれたように華宮が顔を上げた。


「シェルティス、あれは鳥じゃない。鳥のかたちをした爆弾です！」


「……爆弾？」


「火の有機化合物ニトログリセリン！　あの鳥そのものが大爆ばく轟ごうを引き起こす化学物質です。叩き落としてはだめ、その衝しよう撃げきに反応して熱と衝撃波を撒まき散ちらします！」


「どうすれば」


「対応策は──」


　少女の絶叫は遅おそすぎた。


　華宮が二の句を紡つむぐより早く、シェルティスが反応するよりも早く、漆黒の怪鳥が足下の巨岩めがけ追つい突とつ。そして。





　視界が、白に染まった。





　音速を超こえる速度で拡散する炎と衝撃波が全すべてを呑のみこみ、薙ぎはらう。


　少年と少女の立っていた巨岩が小石レベルまで分解。草原だったはずの大地の草は燃えつき、赤茶色に焼けこげた焦しよう土どに変わる。


　残ったのは濛々と立ちこめる黒こく煙えんのみ。


「……………………」


　熱波が吹ふきすさぶ大地で、マハは身じろぎもせず爆ばく心しん地ちを見すえていた。立ち上る黒煙が風にさらわれ、徐じよ々じよに視界が鮮せん明めいになっていく。


　焼けこげた痛々しい大地。


　爆ばく発はつの衝撃波を受けて分解した岩の欠片かけら。


　だがそこに、爆心地のまさに中心にいたはずの二人の姿はない。


「…………逃とう走そうと判断する」


　ただ淡たん々たんとそう呟いて背を向ける。


「…………あと四十七分」


　幽ゆう幻げん種しゆを捕とらえた水すい槽そうを見上げた姿勢で、マハは再び動きを止めた。
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　──場所までは特定されてないか。


　ローブ姿の術者が背を向けるのを下から眺め、シェルティスはふっと息を吐はきだした。


「大丈夫？」


「……は、はい」


　ぴったり身体からだを寄せる少女が小声でうなずく。


　地面にできた無数の亀き裂れつ、その一つに二人は身を隠かくしていた。地じ盤ばんそのものをひっくり返した巨岩の檻と、最後の大爆轟。マハの術式によって生じた大地の傷きず痕あと、そのどれかに隠れたとはマハも見当がついているだろうが、探す術はあるまい。


「……信じられません、これが人間の術式ですか」


　青ざめた唇くちびるを華宮が嚙かみしめた。


「大地そのものをひっくり返すような質量の操作。人形遣つかいが操れる質量はせいぜい数百キロ。しかし今の岩石操作は優に数十トン。ムチャクチャです……」


「問題はそっちじゃない」


「……さっきの赤獅子マンテイコアと怪鳥ですか」


　上目づかいの彼女に無言で首しゆ肯こうしてみせる。


　ただの土つち塊くれであったものがマハの沁しん力りよくを帯びて動きだす。赤獅子マンテイコアは本物の獅子と遜そん色しよくない動きで襲おそいかかり、怪鳥は標的ごと自じ爆ばくするという特とく殊しゆ能力を与えられていた。


「覚えてる？　あいつ、森しん羅ら万ばん象しようを規定するって」


「ありとあらゆるものを創造して操作できる、それがあの男の沁力術式だと考えてるのですか？……それはあり得ません。モニカが口くち癖ぐせのように言ってました、沁力は都合のよい力ではないと。だからこそ血のにじむような修しゆ行ぎようが必要なのだと」


「僕だってそう思ってる。だけど」


　赤獅子マンテイコアや怪鳥、地中深くの岩がん盤ばんそのものを揺ゆるがしてみせたのは事実だ。あの男の術式が桁けた外はずれなのは疑いようがない。


「私が気になっているのは、あの奇き妙みような詠えい唱しようです」


「『規定する』、とかいうやつ？　性格は、色は、って言ってた」


「いいえ。その前の『らかざざかかだ』という虫の羽音みたいな不気味な方です」


　こつん、彼女は指先でアイシェードを叩たたくようにして、


「気づきました？　あの詠唱、『ら』『か』『ざ』『だ』の四文字のみで構成されていたんです。さらに『か』、『ざ』、『だ』の使用頻ひん度どに比べて『ら』の使用回数が圧倒的に少なかった。何か法則がある……あの詠唱に大事な秘密があるはずなんです」


　あの一いつ瞬しゆんで覚えていた？


「この子はわたしの傑けつ作さくだって言ったでしょう。全て録音済みです」


　機マ械キ珠ナを抱かかえる華宮。


「考えられるのは……その四文字の詠唱が本儀ぎ式しきで、あの『規定する』から始まるのは単なる二次的なもの？」


「わたしも同じことを考えました。あの四文字の詠唱が銃じゆう弾だんの装塡リロードのようなもので、それを発射する引き金トリガーが『規定する』から始まる第二詠唱。しかし……その仮定が正しかったとしても、四文字の詠唱が解読できなければ意味がありません」


「できる？」


「時間をかければ自信はあります。ですがこの場で行うことはできません」


　それはなぜ？


　訊たずねる前に、先んじて少女の方が首を振ふってみせた。


「短時間での解読は精度が保証できません。誤った解読を行えば誤った誘ゆう導どうになって全ぜん滅めつは必至、リスクが大きすぎます。それに解かい析せきの途と中ちゆうに見つかれば間ま違ちがいなく妨ぼう害がいされます。解析の間は完全に無防備ですから命にかかわる」


「……それは僕が」


「あなたが囮おとりになって時間を稼かせぐとでも？　あの並外れた術式を相手に、あなたがわたしを守りきれるとは思えません」


　それは、とても冷れい酷こくな宣言だった。


　そして同時に、彼女が示した決定的な不信の証あかしでもあった。


「今まで何度も言ってきたはずです。わたしはあなたを信用していないと。わたしに解読を任せて自分は囮に。そう言いながら、いよいよになったらわたしを置いて逃にげるのではないか。……無様なことを白状しますが、わたしはそれが怖こわいんです」


　そう告げる少女の肩かたは、機マ械キ珠ナを抱えながら小刻みに震ふるえていた。


　あの怪かい物ぶつを前に一人とり残された自分の姿を脳裏で何度も何度も想定し、そのたびに自分が傷だらけで地に倒たおれる未来を見てしまったから。


「…………そっか」


　ここにいるのがモニカであれば彼女の返事は違っただろう。


　全てを信じて託たくせる相手であれば、彼女の返事は違っただろう。


　この決定的な隔へだたりが──最後まで自分と華宮が埋うめられなかった信しん頼らいの溝みぞなのだ。


「幸い、相手はわたしたちの場所に気づいていません。機を見て逃走に徹てつすれば逃げきることはできるでしょう。天結宮ソフイアに戻もどれば増ぞう援えんも呼べますし、わたしも先の詠唱の解析に専念します。態勢を立て直せばあるいは」


「うん」


「わかってくれましたか、それでは──」


「ここで別れよう。僕がアイツを引きつけとくから、華宮は天結宮ソフイアに戻ってて」


「…………え？」


「機を見てって言うけど、そんな簡単に逃がしてくれる相手じゃないよ」


　つん、華宮の機メ械ツ帽トを指先で突ついてシェルティスは笑んだ。呆あつ気けにとられて口を半開きにした少女が、あんまり幼く面おも白しろい反応だったから。


「僕のこと信じてもらえないのは君のせいじゃない。それは僕のせいだって自分でもわかってる。ごめん、本当のこと言えなくて」


「あ、あの……シェルティス……あなた何を」


「僕はここに残ってマハと戦う。そうすればアイツも僕に集中しなくちゃいけないだろうし、その間なら華宮も逃げられるでしょ？」


「ばっ、バカですか！」


「馬ば鹿かじゃないよ、一人でだって勝つつもりだから」


「それがバカだと言っているんです！　だってあんな常識外の相手に……それにあなた、本来なら療りよう養よう命令が出ていたはずです。まだ医者から訓練すら許されてない状態コンデイシヨンでどれだけ保もつとお思いですか」


「……もう少しは保つよ」


　後頭部の傷口にそっと手を当てる。ピシッ──硝子ガラスがひび割れるような音が脳裏に響ひびき、鋭するどい痛みが頭部から首筋、背中までを駆かけ抜ぬけていく。


　いつまで保つのかわからないが、長くはない。それだけは身体が教えてくれる。


　頭部の傷口が開けば終わり。


　……傷を庇かばいながらあの男に勝てるのか？


　……ううん、勝たなくちゃいけない。


「気になるんだ。あいつの言ってる『残り四十七分』が何なのか」


　幽幻種を捕らえた水槽から一歩も動かず外敵を排はい除じよしつづけるマハ。あれほどの男が何を目的としているのか。何か……嫌いやな予感がしてならない。


　止めるなら今だ。ここから天結宮ソフイアまで応おう援えんを呼んだとしても遅すぎる。


「あの水槽に囚とらわれた幽幻種に何かが起きると？」


「それもあるし────最悪、ほかの仲間がここに来る可能性がある」


「……なんですって」


「四十七分ていうのが何かの時間制限だとして、それが終わったら誰だれかが迎むかえに来ることは考えられる。今回でいえば、ちゃんとマハが水槽を守りきったのかって確認する役目がいてもおかしくないはずだから」


「あの男に……仲間がいると？」


「いる」


　あの男は沁力術士としては桁けた違ちがいだが、間違っても華宮のような研究者には思えない。幽幻種を捕らえた水槽を作った何者かが別にいるはずなのだ。


「ま、待ってください。あんな化け物に仲間がいるとしてですよ……そんなのがこれ以上現れたら本当に手のつけようが」


「だろ？　だから一人でいる間に倒さなくちゃいけない」


　あのローブ姿の術者ですら底が見えない。これが二人になれば、自分だけでは防戦すら許されるかどうか。


「………………どうして」


　うつむいていた少女が顔を上げた。


「どうして、そんな意地になるんです？」


　そう聞いてくる少女の声はあまりに純真無む垢くなものだった。


「だってそうですよ。いまのは全て憶おく測そくのはずです。なのにそんな……当たっているかもわからない憶測のために残るというのですか。正義心？　虚きよ栄えい？　自己の倫りん理り？　それとも単に負まけず嫌ぎらいだから？……わたしにはわかりません、あなたがなぜあの怪物と戦い続けることを選せん択たくするのか」


　清も穢けがれもない。


　ただただ純真な、あらゆる不純物を濾ろ過かした後に残る────純じゆん粋すいな疑問。





「約束してる場所がある」





　塔とうの一番上。ユミィの待つ頂上まで。


「たどり着きたい場所があるんだ。そこで待っててくれてる人がいるから」


「そ、それがいまどうして──」


　まっすぐ見上げてくる華宮の視線を真正面から受けとめて、シェルティスは。


「……胸を張りたいんだ。その子は僕の手の届かない場所まで行っちゃって、それでも僕のこと待っててくれてる。もう何年も待たせて……だから単にたどりつくだけじゃだめなんだ。その子が本当に喜んでくれる道を歩いていきたいから」


　自分の信じる道が、きっと彼女の待つ場所につながってる。


　だから後あと戻もどりはしたくない。


「ここに来る前にジンとイーシャの二人に会ってきた」


「それは聞きました。昨日出会ったあの二人ですよね。ジンという双そう銃じゆう士しが、イーシャという少女を庇って重傷を負ったと聞きましたが」


「泣いてたんだ」


「……え？」


　病院で、人形遣つかいの少女は泣いていた。ジンが目の前で倒れているのに何もできなかったことを嘆なげいて、自分が無力であると嘆いて泣いていた。


　泣きながらも、彼女はたった一人でマハへと挑いどむつもりだった。


　重なったのだ。


　相方である双銃士のためにマハへと挑もうとするイーシャ。たった一人でも護士として進もうとしている彼女の姿が──


　穢歌の庭エデンに堕おちた自分を待ち続け、自らに必要な千せん年ねん獅しを選ばず、護衛もつけずに一人の巫み女ことして進もうとしているユミィの姿と重なった。


「がっかりさせたくないんだ。……あの気持ちわかるから」


「で、でもですよ！　あなたとそのイーシャという子は何のつながりもないのでしょう。気持ちがわかると言ったってなぜそこまで」


「塔の仲間だから、それで十分じゃない？」


　その一言で。


　言いかけた言葉も何もかも呑のみこんで、華宮がじっとうなだれた。


「…………あなたは、わたしと真逆だ」


　泣きだしそうな声。


「わたしはわたしの信じる者しか信じられないのに、あなたはあなたを信じる者を信じられる人なんですね…………」


　それはあたかも、彼女自身に言い聞かせるような呟つぶやきで。


「シェルティス……もしもわたしが……もしもですよ、仮の話ですよ？…………あなたを支し援えんするとここで誓ちかったのなら、あなたもわたしを信じてくれますか」


「ううん」


　華宮が何か言う前に。


　シェルティスは、とびきり悪戯いたずらっぽい笑顔で笑ってみせた。


「僕、そんなことしなくても最初っから華宮のこと信じてるよ。お願いした幽ゆう幻げん種しゆの出現分ぶん析せき、あんなに一生懸けん命めいやってくれたじゃない」


「っ！……ま、待って！　待ってくださ────」


「それじゃ。ちゃんと逃げてね」


　小さく片目をつむり、シェルティスは再び双そう剣けんを手に取った。
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　フードを目ま深ぶかにかぶったまま、マハは水すい槽そうを見上げ続ける。


　イグニドが捕とらえた幽幻種を格納した水槽。ここからはるかに離はなれた浮遊島ラグーンで行われている『共鳴実験』のために、この僻へき地ちにわざわざ運びこんできたものだ。


「………………」


　しかしマハは考える。下らない、と。


　この水槽に近づく外敵の排除。それを任されて七十一時間が経過、あと一時間でその任も解ける。だが本当に？　本当に、この任務に自分が必要だったのか？


　結局、外敵と呼べるほどの相手には巡めぐり会わなかった。『黄金六面体』が真価を発揮できる相手に──自分と対等の存在には出会わなかった。


　ゆえにマハは考える。


　この任務は無む為いである、と。


「…………」


　あるいは、あの双剣使いだけは。


　もう一人の女を庇いながら戦い続け、最後まで自分の術式から逃のがれてみせた。あの双剣使いならば。


「…………」


　足音に導かれ、マハはふり返る。


「──ここからだ」


　真昼の陽光に照らされて薄うす紫むらさき色いろに輝かがやく二本の刀身。


　奇き襲しゆうも不意打ちもない。ただ愚ぐ直ちよくなまでにまっすぐ、まっすぐこちらに歩いてくる双剣使いの少年がいた。





　シェルティス・マグナ・イールが立っていた。





「…………」


　フードの下、マハは人知れず笑ってみせる。


　そう、そうだとも、そうでなければ意味がない。自分がここにいる意味がない。


「ざ……だ……だだだら……か……」


　再び、詠えい唱しようを開始する。


　術式『黄金六面体』による操作と創造。


「ざざかざだ…………だ……ざからから……ざだだだざかかかざだざかざだ…………らだ……らかざざかかだだ……ざ……ざざ……からから……ざだだだだ…………」


　この双剣使いを打ち負かす、そのために。
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「なんで……なんで男という生き物は、こんなにも馬鹿な意地を張るんですか」


　亀き裂れつに身を潜ひそめて機マ械キ珠ナを抱かかえ、華宮はじっと目をつむっていた。


「勝てるわけが、単体であのマハという男に勝てるわけないじゃないですか。あんな常じよう軌きを逸いつした沁しん力りよく術じゆつ士しを相手に」


　あの『黄金六面体』は万能すぎる。間ま違ちがいなく何か秘密があるはずなんだ、それもあの詠唱の法則性に隠かくされている可能性が高い。


「詠唱の謎なぞがとけないと勝てないって……わたしはちゃんと伝えたはずなのに」


　秘密がわからずしてマハには勝てない。


　ならば────もしも、その秘密がわかったら？


　誰かがマハの詠唱を解読できれば、シェルティスならば勝機がある？


「い、いいえ！　そんなことはありません！　そんなことは……ないんです」


　頭にうかんだ思いを必死でぬぐいさる。


　そんなことはありえない。だってこの場でそれができるのはわたしだけなんだ。わたしが協力しないかぎり詠唱の解読はありえないのだから。


　そう……わたしが…………彼ならマハに勝てると信じないかぎりは。


「あんなケガしてるのに、どうやって勝つっていうんですか……」


　頭部の傷ではない。ついさっきの、怪かい鳥ちようによる大爆ばく発はつの時だ。


　音速を超こえる炎ほのおと衝しよう撃げき波は。何トンという巨きよ大だいな岩をも分解する圧あつ倒とう的てきな爆ばく轟ごうに巻きこまれた、あの時。


「……わたしを庇かばわなければ…………」


　わたし一人では逃にげきれなかった。回かい避ひも防ぼう御ぎよも間に合わなかったわたしを背中で庇って、シェルティスがこの亀裂まで運んでくれたのだ。


　背中に、爆轟の火傷やけどを負いながら。


「……わかってるはずじゃないですか、わたしが臆おく病びようだなんて」


　その首から背中にかけての火傷は、わたしを庇ったものなのですか？


　……そう訊たずねることができなかった。彼から、予想した通りの答えが返ってくるのが怖こわかったから。


「わたしはこんな臆病な生き物なのに……」


　この気持ちは何だろう。


　なぜ自分は、さっさと逃げないでこの場に留まっているのだろう。


「…………モニカ……わたしも、あなたのように」


　ふるえがとまらない。


　機マ械キ珠ナを抱きしめてなお、身体からだの奥おくの心の内のさらに深い深い場所で──


「モニカ……わたしに…………勇気をください」


　決断の時？　いいえ。


　決意の時は、今だった。





　　　　２





「規定する。世界が『森』を唱和する」


　地表の落ち葉と花の花弁、地中からは大樹の根と蔓つる。


　ざざぁ…………ぁっ……っ……


　天上を覆おおいつくすように浮うかびあがる『緑』たちが──吹ふきあれる風に乗って瀑ばく布ふのごとき勢いで押し寄せる。海の大渦うずに飛びこむようなものだ、呑まれれば窒ちつ息そくして意識を奪うばわれる。


「……レオンがいればな」


　あの大剣使いは剣で滝たきを割る。ならばこの緑の滝も難なく一いつ掃そうしてしまうだろう。


　──双剣では止められない。


　双剣を背中のホルダーに留め、上空からの緑色の滝を凝ぎよう視しする。降ってくる緑の大渦をぎりぎりまで引き寄せて、


　──トン。


　加速。大樹の根と蔓が上着ジヤケツトに触ふれる寸前でシェルティスは動いた。


　すぐ真横を通過していく花弁の津つ波なみを回避。疾しつ走そう──加速と減速を交こう互ごに混ぜ合わせ、無数の残像を発生させる。


　常人には目で追うこともかなわない超ちよう速そくの体たい捌さばき、一いつ瞬しゆんでマハの眼前へ。


「規定する」


　が、ローブ姿の術者もまた新しい術式を構築していた。


「地中の毒素を抽ちゆう出しゆつして疑似創造。色は『白』、性質『臆病』、形状かたちは『蛇へび』。牙きばに猛もう毒どくを有し十尾をもって顕けん現げんせよ。眼前の敵を封ふうずる毒どく鎖さを規定する」


　マハの足下に浮き上がる蛇の土像が、黄金の沁力を帯びて変化していく。生々しく蠢うごめく純白の蛇。その口こう腔こうからは毒液のしたたる牙がのぞいていた。


「……邪じや魔まだっ！」


　十方位からとびかかる蛇を躱かわし、剣で弾はじいてマハへと迫せまる。


　──あと五メートル。


　蛇の軍勢を突とつ破ぱしたその直後、対たい峙じする大男の動きが止まった。


「規定する」


　マハの全身を覆う黄金色の沁力。


　物質を顕現させる降臨系術式特有の輝きが、かつてないほどに強まった。


「地中の鉱石より疑似創造」


　大地が割れた。


　巨大な亀裂から盛り上がる巨大な鉱石、それも小高い山ほどの質量をともなう鉱石が自分とマハの間に立ちはだかった。


「色は『褐かつ色しよく』、性質『獰どう猛もう』、形状かたちは『竜りゆう』。その創造に細工は不要。大いなる体たい軀くと牙、比類なき爪つめを有し単体にて顕現せよ。全すべての敵の圧あつ倒とうを規定する」


　黄金色に輝く沁力に覆われた鉱石が脈動しはじめる。


　体長十メートルはあろう、玄げん武ぶ岩がんに似た黒色の鱗うろこをした巨きよ体たい。


　蜥蜴とかげに似た逆三角形の頭部と、後頭部に突つきでた二本の角。背中の翼つばさは退化し、かわりに進化した逞たくましい四し肢しはそれだけで人の大人より巨大で──


「地竜……こんなものまで！」


　浮ふ遊ゆう大陸最大の生物である竜の一種だ。陸上歩行に特化した四肢と長い尾おを有し、竜種の中でもっとも獰猛な一体とも目されている。


　咆ほう吼こうを上げる地竜。圧倒的な巨体と対峙して剣を構えようとした刹せつ那な。


　激痛。


「……っ？……か……ぁ……！」


　瞬しゆん間かん、首筋から後頭部にかけて喩たとえようもない鈍どん痛つうが駆かけめぐった。


　……最悪だ、こんな時にっ!?


　剣けんを落としそうになるのを必死でこらえる。


　……あと少し、あと少しだけ保ってくれればいい。


　……もう少しで。


　相手の体力とて無む尽じん蔵ぞうではない。この地竜が証しよう拠こ、一発の大おお技わざに出たということからもマハも疲ひ弊へいしているのが読みとれる。


　──この竜さえ倒たおせば！


　地鳴りをしたがえて地竜が迫る。頭上から振ふり下ろされる巨きよ腕わんを飛びこえ、叩たたきつけるように横薙なぐ尾の一いち撃げきは身を捩ねじってかわす。





　かわして、それが限界だった。





　受け身すら取れずその場に倒れこむ。


　……身体が……動かない？


　極限。意識そのものを刈かり取とる激痛に抗あらがい、意識を保つことだけで精せい一いつ杯ぱいだった。


「規定する」


　草原にこだまするマハの声。


「土つち塊くれより疑似そうぞ────…………」


　その詠唱が、一つの銃じゆう声せいで中断した。


　全ての時が止まったかのように、マハも、そして地竜すらも動きを止める。


「………………」


　無言でマハがふり返る先を見上げ、シェルティスは我わが目を疑った。


「な……なにそんな暢のん気きに倒れてるんですか！　わたしにあれだけ恰かつ好こうつけたこと言っておきながら！」


　小型の電気銃スタンガンをマハへとかまえる少女がそこにいた。


　銃を持つ手を小刻みにふるわせながら、唇くちびるをふるわせながら、それでも彼女は──しっかりと大地に足をつけて立っていた。


「華宮？……どうし……て」


「逃げてないか？　そんなの、一人じゃ頼たよりないあなたを支援するために決まってます！」


　そして彼女は、この場の誰だれ一人理解できぬ行動をしてみせた。


　唯ゆい一いつの武器であった電気銃を放り投げ、機マ械キ珠ナを抱えてその場にぺたんとしゃがみこんだのだ。誰だれがどうみても無防備にその身をさらしたままで。


「あと五十秒耐たえてください」


「……ど、どういう」


「決まってるでしょう。マハの詠えい唱しようを解かい析せきしてさしあげますよ。ええ、見事なまでに！」


　銀色に塗と装そうされた機マ械キ珠ナに淡あわい緑の光が灯ともる。


「その間、守ってくれると信じますから」


　そっけなく、淡たん々たんと、それでいて確固たる信念に基づいた言葉。


　それが少女の答え。


「圧倒せよ」


　マハの指令を受けて地竜が動く。


　その視線が狙ねらいを定さだめる矛ほこ先さきは、機マ械キ珠ナを抱かかえたまま無防備に座すわりこむ少女。


　──華宮は動かない。


　地鳴りが聞こえていないわけではない。竜の咆吼が聞こえていないわけでもない。それでも彼女は自らの演算機コンピユータだけを見つめ、自らの演算だけに全神経を集中していた。


　誰かが自分の身を守ってくれると信じて。


「……………………やるさ」


　剣を地に刺さし、シェルティスはそれを支えに立ちあがった。


　五十秒。彼女が自分に託たくした時間。


　……やってやる。


　激痛に歯をくいしばり、地面を踏ふみしめる足に力をこめる。


　疾走、そして加速。華宮にせまる地竜に追いつき、その肢あしを剣で薙ぎはらう。


　残り四十秒。


『──────ッッ！』


　激げき昂こうした地竜がふり返る。


　傷ついた四肢で大地を踏みつけ、その巨きよ大だいな尾をふりかざす。その刹那、シェルティスは誰よりも高く飛んでいた。


　跳ちよう躍やく。竜の尾に飛び移り、うごめく足場から背上を一直線で駆けぬける。背をこえ、退化した翼をこえて、目指す先はその頭部。


　残り三十秒。


　危険を察知した竜が首をもたげ、真っ赤な口を開いて襲しゆう撃げき。一つ一つが大剣ほどもある牙をくぐりぬけ、シェルティスはその頭部に双そう剣けんをふり下ろした。


　その瞬間、痛みの極限に意識が遠のいた。


「…………っ…………！」


　断だん末まつ魔まを上げて暴れる竜の頭部から、シェルティスは受け身もとれず背中から大地に転落した。全身打だ撲ぼくの痛みに加え、頰ほおを何か赤いものが流れていく。頭の傷が完全に開いた瞬間だった。


　──この吐、き気……は!?


　頭部の痛みはすでに限界をこえ、激しい目め眩まいと嘔おう吐と感へと姿を変えていた。


「規定する」


　地に膝ひざをつくシェルティスから、マハが華宮へと視線を移す。


「天衝つく地母。千の鎗やりにて射しや撃げきせよ」


　黄金色の沁しん力りよくを受け、大地そのものが金色に点てん滅めつ。


　ぼこっ……ぼ、こっ……ここっ……ぼっ…………ぼぼっ……


　脈動する大地。その地表が、竹が生まれるように盛り上がっていく。だが姿を現したのは竹ではない。もっと鋭えい利りで残ざん酷こくな──


「……鎗？」


　金色に輝かがやく土塊の鎗。最初にマハが使用した術式だが、明らかに前回より強力だ。この見み渡わたすかぎりの大地から浮ふ上じようする無数の鎗…………数と規模が違ちがいすぎる。


　千。マハが言ったのなら本当に千本に及およぶはず。


「華宮！」


　その全てが、無防備に座る彼女めがけて照準を合わせていた。


　機マ械キ珠ナしか持たない彼女に防ぼう御ぎよする手段はない。


「逃…………」


　逃げろ────シェルティスにはその先が紡つむげなかった。





　華宮が、自分を取りかこむ鎗に気づいてすらいなかったから。





　その場に座って機マ械キ珠ナの画面だけを見つめる少女。


　鎗など見ていない、大地の揺ゆれを感じてもいない。意識は全て自らの内に。ただひたすらに自分の演算世界に籠こもっているのが手にとるように伝わってきた。


〝守ってくれると信じますから〟


　その言葉は本当だった。


「…………どっちが」


　そんな彼女の姿に、驚おどろきより溜ため息いきより先に苦笑がこぼれた。


　……なにが意地を張るなだよ。


　……僕なんかより全然、意地っ張りなのはそっちじゃないか。


　大地から生まれ続ける千の土鎗。


　弾だん丸がんの速度でそれが射出されれば華宮の救出は不可能。全身を麻ま痺ひさせる痛みと目眩に身体からだが満足に動かない。いや、身体が動いたとしても同じだっただろう。千本の鎗から少女一人を無傷で助けだすなんてできるわけがない。


　……そう……できるわけが…………


　…………本当に？…………


　……あるとすれば…………沁力そのものを無効化でもしないかぎり止められない。


　…………そんな方法は…………


「…………ある」


　ふらつきながらも剣を支えに立ちあがり、双剣を背中のホルダーに再び留めた。


　──方法はある。


　禁断の呪じゆ力りよく。穢歌の庭エデンを満たす波動。浮遊大陸の全てを呪のろい浸しん食しよくする負の音色。


　こんな忌いまわしき力でも、いま必要とされるのならば……


「射出せよ」


　マハの宣言。


　同時、大地から突つきでた千の土鎗が華宮に向かって射出された。


　機マ械キ珠ナを抱えた華宮は不動。無防備な彼女の頭部へと、彼女が目ま深ぶかにかぶる機メ械ツ帽トに向けて最速の一撃が迫せまり、そして。


　……カ……ラッ……ァァァ……ァ……ン……


　鎗の一撃を受けて転がる機メ械ツ帽ト。


　暗緑色の髪かみとつぶらな黒目、ネルの民たみ特有の横にツンと伸のびた耳。防具を失って素す顔がおをさらした少女に向けて全方位からさらなる土鎗が迫り────





　魔笛メロデイ──『第七真音律エデン・コード　第三鏡界奏』





　neoles xin cia 夢見る時間はtis kyel corn.終わりを告げて





　Oo/ X =E lis, 世界に歌はclar copha 沁みわたり、noi I. ende hypes 眠れる楽園はeden ele xeph.目を覚ます





　千におよぶ鎗の射出が、止まった。





　valen, 祈り、 yahe, 言葉、clar, 歌、kamyu記憶──





　paravel ment deus 無くした欠片Ahw xeph quo ferm fel, どこから目覚め、quo xeph ferm kyel.どこへと眠る





　草原にこだまする細ささやかな音色。


　その幽かすかな旋せん律りつと共に広がるのは濃こ紫むらさき色いろの輝きだった。





　Sophit, 想い、virsel, 詩編、ole, 夢、zarabelなみだ──





　paravel shel deus 無くした願いAhw mille quo ferm どこから生まれ、fel, quo eyen ferm kyel.どこへと還る





　ざぁっ……ぁ、ぁぁ……っ……


　大地を黄金に輝かせる沁力が、新たなる光の粒りゆう子しを受けて消えていく。


「沁力を押し流した？──この濃紫色の光は、まさか」


「…………魔ま笛てき？」


　華宮、そしてマハからもこぼれる驚きよう愕がくの声。





　Oo/ X =Elis, 全ての眠りをteo elmei 解き放ち、hypne, ende phio 朝焼けの大地にlin neightis cley.わたしは一人





　ele tis-sek 大いなる扉のparavel その前でclar noi wi 無くした鍵をlef ilmei omia.探し続ける





　それは神秘的な光景だった。


　魔笛を浴びて沁力を失い、土から生まれた無数の鎗が土中へと還かえっていく。大地から突きでた大樹の根も、浮上した岩がん盤ばんも────何もかもが還っていく。


　まるで大地の傷を癒いやすかのように。


　浮遊大陸のあらゆるものを汚お染せんし腐ふ食しよくさせるはずの魔笛が、沁力に操られた不自然な世界のバランスを調和へと戻もどしていく。





　──Oe/ sia Eden, 全てのOle ele, Selah 忘れられたpheno sia-s ■■■のArma Riris.ために





　五十秒。約束の時間が経過した時──


　濃紫色の輝きをまとう少年が、演算機コンピユータを抱かかえた少女を庇かばい立っていた。


「…………貴様、なにゆえ人の身で魔笛を宿す？」


　静せい寂じやくをやぶったのはマハ。


　魔笛によって中和された自分の術式を見下ろし、ふわりとローブをひるがえす。


「人か幽ゆう幻げん種しゆか、不明。────上位の危険体と判定して対処する」


　距きよ離りを取ってさらなる詠えい唱しようへ。


　マハのローブが沁力の光に包まれた、その刹せつ那な。





「ざ……だ……だだだら……か……」


「２……１……１１１、……０……」





　華宮の声が、マハの詠唱に重ねるように響ひびきわたった。




「ざざかざだ…………だ……ざからから……ざだだだざかかかざだざかざだ…………らだ……らかざざかかだだ……ざ……ざざ……からから……ざだだだだ…………ざかざだかざだだだらざ…………かかかざらだだだだかか…………ざざざだか…………」





「２２０２１…………１……２０、０、……２１１１２０００２１２０２１…………、１……、０２２００１１……２……２２……０、０、……２１１１１…………２０２１０２１１１、２…………０００２、１１１１００…………２２２１０…………」




　一秒の狂くるいもなく一語のズレもなく。


　完全完かん璧ぺきな、まるで鍵盤楽器ピアノの連れん弾だんを奏かなでるように少女が詠よみあげる。


「──解かい析せき完かん了りよう、わたしたちの勝利です」


「え？」


「時間はありません、最も大事な箇か所しよだけを説明します」


　落ちつき払はらった声で口ずさみ、華宮はその場にゆっくりと立ちあがった。





「マハの詠唱は三進法です」





「シェルティス、あなたも知っているようにこれは物の数え方の一つです。わたしたちが使用しているのは『10』で桁けたが繰くり上がる十進法ですが、これは人の指が十本だからという説があります──一方マハの詠唱は０、１、２、で構成される三進法です。『か』、『だ』、『ざ』、の三単語がそれぞれ『０』、『１』、『２』に対応している。その数字それぞれに意味をもたせ、複雑で強大な術式を編んでいたというわけです」


　ゆっくりと華宮が顔を上げる。


　肩かたに届く位置でカットした暗緑色の髪と、ツンと真横に伸びた耳をなびかせて。


「ふぅ。久しぶりに機メ械ツ帽トを脱ぬぎましたが風が心ここ地ちよいですね」


　そよぐ風を顔に受け、少女が気持ちよさそうに目を閉じる。


「最初は『ら』を『３』と考えて四進法かと考えていましたが、それにしては『３』の使用頻ひん度どが少なすぎる。結果、『ら』を句読点『[image: ]カンマ』の役割と断定しました」


「でも、どうして」


「三進法だと断定できたのか？　そのヒントは『黄金六面体』という術式の名めい称しようです。ご存じかもしれませんが、正六面体は立方体を指します。賽子サイコロを想像するとわかりやすいのですが、アレは縦と横と奥おく行ゆき──独立した要素が全すべて同値をとる三次元体の代表です。０、１、２という独立した三つの要素で構成されるという意味で三進法と共通の概がい念ねんをもっている。それゆえマハの術式は『黄金六面体』なのですね」


　再び華宮が目を開ける。


　ゆるぎなき自信を帯びた黒こく瞳どうを輝かがやかせて、彼女はマハを指さした。


「マハの強大な沁しん力りよく術じゆつ式しきを支えるのは複雑な詠えい唱しよう儀ぎ礼れいです。一見無敵の術式に見えますが、面おも白しろい欠点も判明しました」


　ただし──そう続けた上で少女にじっと見つめられた。


「あなたが、わたしの言葉を信じてくれればの話です」


「いいよ。それでいく」


「……少しは迷ってください、こんな場面なんだから」


　くすっ。口元に手をあてての微び笑しようを一いつ瞬しゆんのぞかせて──華宮の視線がわずかながらに鋭するどさを増した。


「あなたのさっきの力は沁力じゃなく、魔笛ですね」


「……見てたんだ」


「やはりあなたは謎なぞです。なぜ人の身でありながら魔笛を宿すのか。正直、いきなり見せられればあなたを幽幻種と疑っていたところです」


　同情も容よう赦しやもない華宮の宣言。


「バカな人。それだけ特異な力を持っていて、それをわたしのような信用ならない人間に見せるなんて。わたしが誰だれかに話したらどうするつもりなのですか」


「…………」


　そうだ。そうなれば、自分は今度こそ天結宮ソフイアから追放される。ユミィとの約束も何もかも果たせないままで。


　……だけど、そうしなければ華宮を守ることはかなわなかった。


「僕は──」


「そんな悲しい顔しないでください」


　華宮の言葉は、頭に描えがいたどんな言葉ともかけ離はなれたものだった。


「ありがとう、そんな大事な秘密を打ち明けてくれて。わたしを守るためにそれしかなかったから魔ま笛てきを使ったのでしょう？　わたしがあなたの秘密を守ると信じてくれたから、あなたも魔笛を見せてくれたんですよね？」


　ネルの民たみ──信用なき者には決して見せない笑みが、その少女の口元に浮うかんでいた。


　機メ械ツ帽トを失った素す顔がおで、


「ああ、良かった。あなたはわたしの問いに答えてくれた。これでわたしも、ネルの民の誇ほこりにかけて、あなたの信しん頼らいに応こたえることを約束できます。…………あなたに全てを託たくすことができる」


　右手でマハを示し、残る左手を彼女はそっと胸にそえた。


「わたしが支し援えんします。マハの術式の弱点……もちろん針の穴を通すほど小さく困難な道ですが、必ずあの黄金を打うち砕くだくことができるはず。行けますね？」


　──答えるまでもない。


　少女の宣言に背を押され、シェルティスは地を蹴けった。


　速く、速く、速く。


　超ちよう高こう速そくへの加速。移り変わる景色。打ち下ろすような突とつ風ぷうを背に、疾風よりも速く草原を駆かけ抜ぬける。──待ち受ける男だけをまっすぐ見すえて。


「規定する」


　マハの足下に生まれる三つの土像。


「土つち塊くれより疑似創造。色は『紅こう玉ぎよく』、性質『雄ゆう壮そう』、形状かたちは『獅し子し』。三頭をもって顕けん現げんせよ。眼前の敵の排はい除じよを規定する」


　浮ふ遊ゆう大陸において幻まぼろしとされる赤獅子マンテイコアが三体。草原に響きわたる咆ほう吼こうを上げ、その逞たくましい四し肢しで地を駆ける。


「……くっ！」


　俊しゆん敏びんな動きと鋭えい利りな爪つめと牙きばをもつ獅子。一体ならともかく三体は厄やつ介かいだ、各個撃げき破はのため走る方向を変えようとして────


「止まって！」


　はるか背後で華宮が叫さけんだ。


「『雄壮』と規定されたモノは、動的な対象しか狙ねらってきません！　そのまま止まって、ただ通りすぎるのを待ってください！」


　まさか？


　そんなわけが……思わず耳を疑いながらも、それでもシェルティスは華宮を信じて足を止めることを選せん択たくした。急停止。剣けんを提さげたままで立ち止まる。


　一瞬にして迫せまる赤獅子マンテイコア。その鋭い爪が鼻先をかすめ──


　三体の獅子は、こちらが不動と見るやそのまま後方に走り去っていった。まるで戦意なき者に興味はないとでも言いたげに。


「もう平気です、走って！」


　華宮の指令とともに再疾しつ走そう。


「走りながら聞いてください。いいですか、マハの強大な術式を支えるのは長大な詠唱儀礼と、何百何千にもおよぶ難解な条件設定です。しかし同時にそれが弱点。設定された条件を分ぶん析せきできれば術式の大半を無効化できます。その条件を知られたくないから、マハの詠唱は三進法で構成されていたんです！」


「……貴様」


　マハの呻うめきそのものが、少女の宣告が正しいことを告げていた。


「規定する──地中の毒素を抽ちゆう出しゆつして疑似創造。色は『白』、性質『臆おく病びよう』、形状かたちは『蛇へび』。牙に猛もう毒どくを有し三十尾をもって顕現せよ。眼前の敵を封ふうずる毒どく鎖さを規定する」


　マハの前衛として生まれる猛毒の白はく蛇じや。


　鎌かま首くびをもたげて地を滑すべる白の軍団を前にして──


「そのまま駆けぬけて！」


　華宮の誘ゆう導どうに、今度は一瞬たりとも迷わなかった。


「『臆病』として規定された生物はさっきの逆、動かず怯おびえる対象だけを狙います！　剣を構えたまま一直線に走ってください！」


　蛇の軍勢が怯えたように静止するのを、一いち瞥べつもせずに走りぬける。


　──捉とらえた！


　剣けん先さきが届く位置にマハ。距きよ離りを置くことも間に合わず、彼を守るものもない。


「……我が術式に敵は無し」


　マハが空を仰あおぐように両手を掲かかげ、そして勢いよく振ふり下ろす。


　不動を保っていた男が見せる最後の術式。


「『黄金六面体』が規定する」


　さらさらと、振り下ろした両りよう袖そでからこぼれる黄金の砂。否いな、陽光よりも強くまぶしい輝きを放つそれは、まぎれもない黄金そのものだった。


「黄金より疑似想像。色は『黄金』、性質『マハ』、形状かたちは『人』。その創造に細工は不要。体内に黄金を有して顕現せよ。森羅万象の支配を規定する」


　そして生まれるもう一人のマハ。


　黄金によって創造した自分自身。それを前にして自然と悟さとった。これがマハの術式の真価、秘ひ奥おうにして始原の『黄金六面体』なのだと。


「シェルティス、これがわたしからの最後の支援メツセージです！」


　背中に届く華宮の声。


「信じてます、その黄金を打ち砕いて！」


　黄金のマハが拳こぶしを振り上げる。


　不可視の速度で打ち下ろされた拳、それにどんな強力な力が宿っているのかわからない。だがそれを前にして──不思議と怖おそれは感じなかった。





〝わたしの分の礼ありがとうは、あなたが勝って戻もどってきた時に言う……それでいい？〟


〝……絶対、勝って戻ってきなさいよ？〟





　人形遣つかいの少女と、そして。


　幼なじみの彼女から託されたメッセージ。





〝──ううん、支えてほしいのはわたしだけじゃない。


　どうか助けてあげてほしいんです。わたしだけじゃなく、塔とうの仲間みんなのこと〟





　ジッ──黄金に輝く拳が頰ほおをかすめ、髪かみを数本引きちぎっていく。……頰が熱い。かすめた衝しよう撃げき波はだけで頰が切れ、血が噴ふき出していくのを感じる。


　だが、それでも少年は止まらない。


「覚えておけ黄マ金ハ」


　剣けん閃せん。鮮あざやかな薄うす紫むらさき色いろの刀身がひるがえり、黄金に輝くマハ像を切断する。その勢いのままシェルティスは剣を振り上げて。


「二度と僕の仲間に手を出すな！」


　少年の双そう剣けんが──


　黄金の術者と、その背後に設置された幽ゆう幻げん種しゆの水すい槽そうを同時に薙なぎはらった。





　　　　３





　静けさを取り戻した草原で。


「はい。そうです。その件については問題ありません。ですから、その件はたったいま解決しました。……はい、対応者は華宮とシェルティス。候補生二名です」


　通信先である天結宮ソフイアの司令部を相手に、華宮は淡たん々たんと報告をくり返していた。


「その相手はどうしたか？……難しい報告です。勝つには勝ちましたけど、痛みわけかもしれません。ええ、ですから先ほど報告したとおりです。はい。詳くわしくは戻り次し第だい、報告書を提出します────はい、それでは失礼します」


　ふぅ。通話を切って華宮が溜ため息いき。


「最初は通信員だったのに、途と中ちゆうからユメルダ教官が通話に乱入して怒ど鳴なられました」


「なんて？」


「報告書と始末書の準備をしておけとのことでした。それとシェルティス、あなたについても言ってました。勝った功績を考こう慮りよして今回だけは指令違い反はんも見み逃のがしてやるが、そんな元気なら明日から訓練に出てこいって」


「……勘かん弁べんしてよ」


　痛みの再発した頭を押さえて地べたに座すわりこむ。


「痛みわけ、か」


　華宮が報告に使った言葉を胸中で反はん芻すうし、シェルティスは自分の後方に首を向けた。


　──黄土色のローブ。


　マハと名乗る男が着用していた衣類だが、今は脱ぬぎ捨すてられたように地面に落ちて、草原に吹ふく風に頼たよりなくなびくだけだった。


「……恐おそろしい相手です。まさか、あの男すら単なる砂人形だったなんて」


　ローブに付着した砂金を睨にらみつけて華宮が唇くちびるを嚙かみしめる。


　そう、今の今まで戦っていたのも『黄金六面体』によって創造された人形だった。シェルティスの一いち撃げきと同時、衣服を残して元の砂金に姿を戻した。


「なのに……あなたは、あまり動じてはいないようですね？」


「わかってたから」


　ぼんやりとした瞳ひとみのままうなずいた。


「気づいてたんですか？　いつから？」


「割と最初からだよ。なんか人と戦ってる感じしなかったから。あとは呼吸。全身ローブで隠かくしてたからわかりづらかったけど、よく見ればまるで呼吸してなかった」


「なるほど。あのローブはそういった意味があったわけですか。気づかなかった……不覚です」


　やけに可お笑かしかったらしく華宮が苦笑。


「そういえば、ごめん」




[image: ]


「なにがですか？」


「頭のやつ……壊こわれちゃったね」


　ああ、あれですか──地に転がったままの機メ械ツ帽トを一瞥して華宮が肩かたをふるわせる。陽光の下にさらした素顔は、楽しそうに笑んでいた。


「いいんです。いずれ少しちっちゃかったんですよ。作り直します」


「そう？　割と大きそうだったけど」


「わたしのコレは、あなたと違ちがいますから」


　彼女はそう言って、温かそうな毛に包まれてピンと伸のびた自分の耳をちょこんと触さわってみせた。


「ね？」


　それはとても悪戯いたずらっぽくて、子供っぽくて人なつこい笑みで。


　……そういう笑顔もできたんだ。


　ようやく見せてくれた信しん頼らいの証あかし。それは言葉でも知識でもなく、彼女のとびきりの笑顔そのものだった。


「さあ、帰りましょう。始末書と報告書が待ってますよ。剣をペンに持ち替かえてサクサク終わらせましょうね？」




　断章　『色なき瞳ひとみ』







　統政庁の領空、北の第八十七空域。


　名もなき浮ラ遊グ諸ー島ンの一つ、島全体が原生林に覆おおわれた島で──





「さてさて任務完かん了りようっと」


　几き帳ちよう面めんに白手て袋ぶくろをはめ直し、イグニドは満足そうにうなずいた。


　漆しつ黒こくに塗ぬりつぶされたスーツの胸ポケットに指先を入れ、懐かい中ちゆう時計を取りだして時刻を確認。


　正午まであと七分。原生林を散策する程度の猶ゆう予よは残っているが、時間にうるさいマハとの合流にはちょうど良いだろう。すでに待ちくたびれているに違いない。


　と──


「っと、通信？」


　スーツのポケットから鳴なり響ひびく通信機。


「はい。──ああ、お疲つかれさまです。実験は終しゆう了りようですか、それは良かっ…………え、良くない？　それはまたどうしてです？……ふむふむ」


　通話先の相手から何かを聞いて。


「へえ、マハさんの人形が負けたんですか。幽幻種の水槽も破は壊かいされた？」


　その唇が、妖よう艶えんな笑みのかたちにつりあがった。


「珍めずらしい。あれはマハさんの自信作と聞いてますが。へえ、天結宮ソフイアの。千せん年ねん獅しですか？　え、人形は自動操作だからマハさんもわからない？…………ふふ、おかしなことを聞くんですね。わたしに心当たりなんかあるわけがないじゃないですか」


　楽しそうに。


　とても愉ゆ快かいそうにイグニドが声を弾はずませる。


「はい、こちらの作業は終わりました。『禁断水すい晶しよう』の追つい跡せき画面および眠ねむり仔ごの水槽、あらかたの物は消去済みです。ええ、すぐに帰き還かんしますとも」


　通信を切断し、それを再びスーツのポケットへ。


「そうか……そうですか……おかえりなさい」


　通信の合間から浮うかべていた笑みがますます深くなっていく。





「おかえりなさいシェルティス。ずっとずっと待っていた」





　両手を広げてイグニドは空を仰あおぎ見る。その恰かつ好こうはまるで、長年の待ち人を抱き迎むかえる仕草のように。


「寂さびしかった、心待ちにしていた……ずっとあなたの帰りを待っていた。早く、早く、わたしのところまで来てください。


　早く、早く早く、あなたの魔笛ねいろでわたしの空白こころを埋うめつくして。


　雪よりも白くなるように、夜よりも黒くなるように、


　血よりも赤くなるように、海よりも青くなるように、


　太陽よりも月よりも、星よりも虹にじよりも輝かがやける色に、


　わたしをあなたの色で塗りつぶしてください。


　あなたの色に変えてください。……わたしがあなたの隣となりにいられるように」





　突とつ風ぷうが木々の葉をさわがせる。


　再び森が静まったその時に、その男は浮遊島ラグーンのどこにもいなかった。




　エピローグ　『冷たい指先をあたためて』







　　　　１





「あなたの魔ま笛てきのこと、モニカには知らせません」


　天結宮ソフイアの敷しき地ちにつながるゲートの前で。


　猛もうスピードで走行する浮ふ遊ゆう駆く動どう車を停車させ、運転席の華宮カグラがふり向いた。


「いいの？」


　おそるおそる訊たずねるも、少女は普ふ段だんのそっけない表情で。


「はい。ただし、いずれ彼女も知ることになる気がします。その時は、あなたが自分の口で真実を伝える覚かく悟ごはしておいた方がいいでしょうね」


　三年前にモニカが憧あこがれていた双剣使い──穢歌の庭エデンに堕おちた少年が生きていること。


　生きていて、その身体からだが魔笛を宿してしまったこと。


「……心の準備が必要そうだね」


「それはお任せします。──と、それはさておき。これをお渡わたししておきますね」


　彼女が手にしていたのはメモの切きれ端はしだ。


「わたしの通信用の符パ号スです。同じ部隊の仲間になるわけですから、互たがいに通信くらいはできないといけませんから」


　モニカと自分と、そして華宮。


　これで三人。任務に向かうことのできる最小単位にようやく足りた。


「では、わたしはこれで。あなたは早く22階の病院に向かってください」


「うん。それじゃあ」


　浮遊駆動車が華宮を乗せて倉庫の方へと去っていく。


　静かな天結宮ソフイアのゲートに動力機関の駆く動どう音が響くのを聞きながら、シェルティスは一人ふり返った。


　自分たちが戻もどってきた方角。自然区西側のエリア。


　……『黄金』のマハ、それと、まだ僕の知らないマハの仲間もか。


　またどこかで対たい峙じする、そんな気がする。


「──いいさ」


　双剣を留めた背中のホルダーに手で触ふれる。


　幽ゆう幻げん種しゆを培ばい養ようした水すい槽そうと幽幻種を閉じこめた水槽。


　あれが何を意味しているかはわからないけれど、浮ふ遊ゆう大陸と巫み女こを危険にさらす行こう為いならば食い止める。いつだって何度でも食い止める。それだけだ。


「ユミィには手を出させない、絶対に」


　きっとそのために。


　自分は、穢歌の庭エデンから戻ってきたんだから。





　　　　[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]





　天結宮ソフイア２４７階。


　皇おう姫ひと巫女のために設計された塔とうで唯ゆい一いつ、貴き賓ひん用のフロアとして用意された宿しゆく泊はく施し設せつが並ぶ階。その通路を、華宮は息を切らせて走っていた。


「はぁ……は、ぁ……ま、待ってなさいエリエ！」


　シェルティスと別れて浮遊駆動車を倉庫に置いてからすぐ、その勢いのまま中央昇降機エレベータでこの階層までやってきたのだ。


　──エリエに挑ちよう戦せん状を送りつけるために。


「こ、こです……ね。少し……息をととのえましょう」


　こんな肩で息する無様な恰好なんてエリエに見せられない。何度か深呼吸して息をととのえる。……ふぅ。よし、大だい丈じよう夫ぶ。これでいける。


　リーン。


　可愛らしい音を立てる呼び出し音。


「ほいほい、どちらさま」


　スピーカーから聞こえる暢のん気きな声。


「わたしです。ドアを開けてもらってもいいですか」


「おー華宮じゃん。いいよ、入ってきて」


　扉とびらの内部で機械錠じようがはずれる音。それを聞き取るや、華宮はその扉を蹴けり開けて部屋に転がりこんだ。


「お、華宮が機メ械ツ帽トしてない。あいかわらず可愛い耳だね」


『ネルの民たみですね。珍しい』


　部屋のソファーに座すわるエリエと、その近くのテーブルに転がる機械水晶イリス。


「耳はほうっておいてください！……ふ……ふふ。そんな暢気なこと言ってられるのも今のうちですよ！」


　ずばっ、とエリエを指さして。


「エリエ、今日はあなたに挑戦状を叩たたきつけにきたのです！」


「お。なんだい。挑戦なら受けるよー」


　紅茶カップを片手にうなずく少女を前に、華宮はとっておきの詠えい唱しようを。


「ざざかざだ…………だ……ざからから……ざだだだざかかかざだざかざだ…………らだ……らかざざかかだだ……ざ……ざざ……からから……ざだだだだ…………さあ！　これが何を意味してい──」


「ん？　なにその気持ち悪い四進法。あ、違ちがうかな。三進法っぽいね」


『私も三進法かと思います。うまく四進法に擬ぎ装そうしていますが、おおかた『ら』が句読点になって文節の代わりかと』


　即そく答とう。


「あ、やっぱりイリスもそう思う？」


『ですよねー』


「～～～～～～～～～～～～～っ!?　そ…………そんなあっさりっっ!?」


　即答だった。


　そして完敗だった。


「…………………………」


「お、どうしたの華宮。挑戦状なら早く問題出してってば」


　ふしぎそうに顔をのぞきこむエリエの前で、華宮はぐっと拳こぶしを握にぎりしめた。


「え、エリエのばかばか！　これだからあなたなんか、あなたなんか大っ嫌きらいなんですよ──────！」


「う、うわわっ、どうしたの華宮！　落ちついてってば！」





　　　　２





　──目が覚めた時は、病院内の誰だれもが眠る夜ふけだった。





　誰かが開けっ放しにしたカーテンから月明かり。


　青くもあり白くもある清せい廉れんな光がカーテンの隙すき間まからちょうど目にあたって、それで目が覚めてしまったのだろう。


「……ひどい顔。お姉様に見られたら怒おこられますわ」


　泣きつかれてそのまま眠ってしまったからだろう。真っ赤に腫はれた自分のまぶた──窓ガラスに映る自分の顔に、イーシャはふっと苦笑をこぼした。


「ジン……」


　自分が眠ねむりこけていた椅い子すの、そのすぐ隣。


　人工呼吸器をつけて眠る相方の名を呼んでみる。返事など返ってくるわけもない。それでもなお、彼の名を呼んでいたかった。


「…………」


　わずかに彼のシーツをまくると、包帯の巻かれた腕うでが見えた。


「この病室は……寒いから」


　彼の指先を握りしめる。普段から双そう銃じゆうを握っているせいで堅かたくなった彼の指。そんな指をじっと握ってあたため────


「おいイーシャ」


「ひゃっ、ひゃぁぁいい！」


　突とつ如じよ気配もなく肩かたを叩かれて、心臓が凍こおりつくかと思った。


「ぼ、ボス……じゃなかった爛ラン隊長！　どど、どうしてここに！」


　自分と同じくらいの年とし恰かつ好こうの少女を前に背を正す。


　千せん年ねん獅し。獅し子しをかたどった徽き章しようが月明かりに浮うかびあがっていた。


「どうしてって見み舞まいに決まってんだろ。会議会議でこんな遅おそくなっちまったけど。まあ、アレだ。さっき医者たたき起こして話も聞いたけど誰も命に別状ないんだろ？」


「は、はい！　当然です、天結宮ソフイアの隊員はそんなヤワじゃないから」


「そっか、ならいいんだ」


　ギシッ──古びたパイプ椅子に爛がもたれかかる。


「さっきまで徹てつ夜や通しだった会議なんだけどよ、あの件だ。お前たちの────」


「……はい」


　言われるまでもなく予想はついていた。


　自然区で自分たちが遭そう遇ぐうした謎なぞの沁しん力りよく術じゆつ士し。既すでに三部隊が壊かい滅めつし、護法院の司令部でも特別な遠えん征せい隊が組まれるという話だったが。


「あれな、解決した」


「…………え？」


「その変な沁力術士だっけか、そいつ、ボコボコにしたってよ」


「……爛隊長がですか」


「ばーか違ちげぇよ。オレが行きたかったのに先こされたの」


　つまらなさそうに口を尖とがらせて爛が腕うで組ぐみ。


「心当たり、ホントはあるんだろ？」


「…………」


　あの怪かい物ぶつを相手に勝てる人物。千年獅以外で。


　心当たり、そう言われてイーシャが思いつく人物は一人だけだった。


　まさか、いやでも……あいつしかいない。





〝僕が行く、君の代わりに〟


〝だからイーシャは傍そばにいてあげて。僕は一人でも大丈夫だから〟





　双そう剣けん使いの候補生。


　……本当に行ってくれたんだ。


　……本当に勝ってくれたんだ。


「あ……はは、なんだ……そうだったんですのね」


　泣きつかれて寝ねちゃったはずなのに、涙なみだなんて出しつくしたはずなのに。


　──一ひと滴しずく、頰ほおを伝っていくものがあった。


「オレからはそれだけだ。じゃあな」


「ま、待ってくださいボス！」


　あわてるあまり口を滑すべらせたことを、上司の少女は咎とがめなかった。


「あいつに会ったらでいいんです……礼を、言ってもらえませんか」


「あ？　んなの自分で言えっての」


「だめなんです……」


　顔をしかめる上司にも伝わるよう、イーシャは小さく首を横にふった。


「わたし、そんなこと言えませんわ。もし会ったら、わたしきっと別のことを口にしてしまいますから」


「なんて言う？」


　真顔で訊たずねる上司を。


　イーシャは、拳をかたく握って見つめ返した。


「…………次は負けないわよ、って」


「わかってるじゃねえか」


　とびきり無む邪じや気きな笑顔で爛は笑ってみせた。


「次は勝てよ。その喧けん嘩か売ってきた沁力術士にも。それが命令だ」


「ええ。わたしたち負けませんわ」


　二度と負けない。あの沁力術士にも、そして双剣使いのアイツにも。


　相方である男の手を握ったままイーシャはうなずいた。
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　病院の入口で。


「なんか……会いに行きづらいや」


　目的の病室で楽しげに話してるイーシャと爛を見て、シェルティスはとぼとぼと引き返してきた。


「ま、しょうがないか。夜遅いし明日にすれば」


　病院で手当をうけて、その後はユメルダ教官から数時間の説教を受けて……気づけばこんな夜ふけになっていた。


　──僕も、もう寝よっと。


「お医者の先生が怒ってたでしょ？　また無理しちゃって、って」


「かんかんだったよ」


　背後にかかる声は、ふり向かなくても誰かわかる聞き覚えのあるものだった。


「当然よ。わたしが同じ立場でも怒ってるもん」


　薄うす暗ぐらい通路に夜光灯の光がぼうっと伸のびて、一人の巫み女こを照らしだす。


　まず目に映ったのは淡い黄金色オフゴールドの髪かみだった。純白を基調として瑠る璃り色を加えた法衣が次、最後に──


「わたしもお見舞いに来たところだったんだけど……爛もわたしもみんな、会議で遅くなっちゃった」


　おだやかで優やさしげな面おも立だちをした少女の微び笑しようがそこにあった。


「会議って？」


「サラ様の決定で、爛が遠征することになった例の件よ。千年獅が遠征する事態になれば、もちろん巫女にだって話が飛んでくるから。……結局その前に、誰かさんが無茶して勝手に飛び出て解決しちゃったみたいだけど」


　誰かさん、そんな箇か所しよを強調してくすりと笑む彼女。


「いま天結宮ソフイアの上層部でもその話で持ちきりよ。うちの部隊を壊滅させた術者は何者なんだって。たぶん内密に調査部隊も結成して調査するみたい」


「統政庁を？」


「……そこまで明言してないけど、そっち方面を中心に調査するのは確かだと思う」


　その可能性はシェルティスも思おもい描えがいていたものだ。あれほどの男が何かに所属しているならば、天結宮ソフイアでなければ残るは統政庁しか考えられない。幽ゆう幻げん種しゆを培ばい養ようする水すい槽そうが設置されていたのも、もとは統政庁の所管する浮遊島ラグーンだったのだから。


「でも……本当にそれでいいのかな」


　自分のすぐ隣となりまで並び立つ少女。


「わたしそれ聞いて、すごく嫌いやだった。なんで誰かを怪あやしんだり疑ったりしなくちゃいけないんだろうって。みんな同じ浮遊大陸で生きてるのに」


　ユミィ・エル・スフレニクトール。


　浮遊大陸を守護する巫女である彼女は、どこか寂さびしそうに遠くを見つめていた。


　……あの時、挨あい拶さつでもそう言ってたもんね。





〝またみんなで、今日から助けあっていきましょう。……同じ浮遊大陸の、同じ塔とうで生きてる仲間なんですから〟





　──その悲しげな横顔を、どれほど見つめていただろう。


「うまいこと言えないけどさ」


　頭で描いた思いをそのまま表現できないもどかしさを感じながら、シェルティスは自分の感じたことを素す直なおに口にすることにした。


「あんまり、悩なやまなくてもいいかもしれないよ」


「どうして？」


「統政庁との対応に頭かかえて悩むのは天結宮ソフイアの局長えらいひとの仕事。みんながみんな、何もかもできるわけじゃない。もちろんそれを考えることは悪くないけど、悩みすぎたってしょうがない。だって巫女には巫女しかできない役目があるんだから。みんなの前でそう言っていたのはユミィだろ？」


　その一言に、強ばっていたユミィの表情が少しだけやわらいだ。


「あ……それ、ちょ、ちょっと嬉うれしいかも。……あの挨拶聞いてくれてたんだ？」


「うん。すごいなって素直に思った」


　ほかに人ひと影かげのない病院の入口で。


　じっと耳を澄すませていたユミィがおそるおそる口を開いた。


「……シェルティスもそう？　やっぱり悩みすぎちゃうことある？」


「僕だってそうだよ。今日もそうだった、いろいろ考えてるはずなのに狭せまい部分しか見えてないんだなって反省したくなったから」


　華宮カグラに対する思いがそうだ。警けい戒かい心が強くて刺とげ々とげしいと思っていた彼女が、機メ械ツ帽トを取ってあんな無邪気に笑えるなんて考えもしなかった。


「……サラ様も、シェルティスとすごく似たこと言ってた」


「サラ様って皇おう姫ひのこと？」


「うん。相談したいことがあったの。そうしたらやっぱり同じこと言われたの。あなたは巫女なんだから、巫女としての役目をまず果たしなさいって……たしかにそうだよね」


　悩みと微笑みの両方を口元にうかべ、


「シェルティス──」


　幼なじみの巫女はうんうんとうなずいて声をはずませた。


「わたし、もっと頑がん張ばるから。洗礼の巫女なんて名前に負けないくらい頑張るから……だから、魔ま笛てきのことはもう少し待ってて」


「魔笛の？」


「約束できると思うの。まだ時間かかるけど、キミの魔笛はわたしが治してみせるって。だって千年獅になってくれた時──」


　すっ、とユミィが手をのばす。


　暗がりの通路、わずかな照明に白く照らされた少女の指先。それが、自分の服の胸むな元もとにふれる寸前で止まった。


　誰だれより近くて遠い距きよ離り──触ふれあうことを許さないエルベルト共鳴の拒きよ絶ぜつ反応。


「……ね？」


　最初は悲しげなまなざしで、けれどそんな気持ちを乗りこえて少女は笑んだ。


「いつまでもこんな関係じゃ気を使っちゃうでしょ？　シェルティスの魔笛はわたしが何とかする。だからシェルティスも、いまは自分のことだけ考えて頑張って！」


　どんと自分の胸を叩たたいてみせてユミィが背せ伸のび。


　自分こつちが照れそうになるくらい、それがあんまり幼く無邪気な笑顔だったから──


「約束だよ？」


「……うん」


　真正面から見つめられるのが妙みように恥はずかしくて、そうやってうなずくのが精せい一いつ杯ぱいだった。


「それじゃあ僕は──」


「僕は？」


　何かを期待するように目を輝かがやかせるユミィにこっそり苦笑して、シェルティスは、


「頑張るよ、色々と」


「あっずるい！　なにを頑張るのか教えてよ。そこが一番大事なのに！」





「……口にすると恥ずかしいんだってば。だから色々。それで許してよ」






　あとがき







　黄金──歴史上、おそらくは人が何より大きな夢と欲望、そして希望を抱いた金属。


　その全能なる術じゆつ式しきを、穢歌の庭エデンの少年は打ち砕くことができるのか。





　一巻から引き続きお読みくださっている方、お久しぶりです。あるいは三巻を最初に手にとってみたという方は初めまして。細さざ音ね啓けいです。


『氷ひよう結けつ鏡きよう界かいのエデン３　黄おう金ごん境きよう界かい』、無事刊行することができました。


　シェルティスは二人目の仲間とも出会い、そしてその裏ではいよいよ物語の『本流』である大きな流れの一端も垣かい間ま見えてきた……のかな。


　洗せん礼れいの巫み女ことして目標を明確にしたユミィ、部隊の仲間を得たシェルティス。


　いよいよ物語も本番。これからの『エデン』がいっそう盛り上がれるよう、ますます頑がん張ばらなくてはと身も心も引き締しまる思いです。





◆近況


　最近もっぱら栄養ドリンク愛好家な細音です。仕事が六月くらいまで忙いそがしい部署なので、ますますドリンク消費率は加速するはず。……いいのかな本当に。


◆たまには小説内の設定について


『亜あ人じん』


　浮ふ遊ゆう大陸の周りの浮ラ遊グ諸ー島ンに住む、ちょっと風変わりな人たちです。


　今回出てきたのは『ネルの民たみ』という種ですが、浮遊諸島にはまだいくつかの種族がいます。物語が進むにつれ、ほかにも特徴的な種族が出てくるかも？


『沁しん力りよくのかたち』


　春蕾シユンレイの見る『沁力のかたち』について。


　作中でもあるとおり、ユミィの『かたち』は「花のつぼみ」です。作中で名前も出ている花ですが、これは実在する花です。綺き麗れいな花なので、花屋さんにお立ち寄りの際はご覧らんになってみてください。何かが分かるかも？


◆お礼


　鋭いご指摘とアドバイスをくださる編集Ｋさん、そしてイラストをご担当くださっているカスカベアキラさん、今回もありがとうございます！


　執しつ筆ぴつを支えていただき、心より感謝申し上げます。





◆次巻予告




　お前の知らない旋律コードを聴かせてやろう。


　楽園幻想……氷結鏡界が結ばれる前の世界を見た時、お前はどんな想いを抱く？







　部隊に必要なメンバーを得て、いよいよ任務への参加が可能になったシェルティス。モニカや華宮カグラと共に部隊戦、そして任務への初挑戦に向けて動きだす。


　時同じくしてユミィの前に、『主天』ツァリと名乗る女性が現れて……


　物語の歯車たちが組み合わさり、そしてゆっくりと動きだす。





　　　　[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]





　何より、『エデン』を応おう援えんしてくださっている全ての方に感謝を。


　それではまた、『氷結鏡界のエデン４　天てん上じよう旋せん律りつ』にてお会いできますように。





　二○一○年　二月下旬




細音　啓





氷ひよう結けつ鏡きよう界かいのエデン３


黄おう金ごん境きよう界かい





細さざ音ね　啓けい
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